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上

大

御

所

家

康

公

駿

河

御

在

城

之

時

、

江

戸

ニ

而

将

軍

家

秀

忠

公

、

太

田

と

申

侍

に

御

知

行

五

百

石

被

下

候

得

者

、

太

田

御

折

紙

を

御

前

へ

な

け

捨

て

罷

立

候

故

秀

忠

公

以

之

外

（
も
っ
て
の
ほ
か
）

御

い

か

り

被

遊

此

も

の

を

御

成

敗

可

被

仰

付

か

と

の

上

意

也

、

然

処

井

上

主

計

頭

（
か
ず
え
の
か
み
）

承

り

、

此

者

は

家

康

公

御

懇

の

者

に

て

御

座

候

間

、

一

旦

被

遊

御

伺

駿
河
様
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可

然

奉

存

候

と

申

上

け

れ

ハ

、

然

ら

ハ

汝

駿

河

へ

参

此

旨

申

上

候

へ

と

の

上

意

に

て

則

主

計

頭

駿

河

へ

参

ㇽ

、

惣

而

将

軍

家

秀

忠

公

何

様

（
い
か
よ
う
）

の

儀
ニ

而

も

駿

河

様

と

申

上

候

得

者

御

憤

を

御

止

被

成

候

故

主

計

如

此

申

上

候

、

主

計

頭

駿

河

ヘ

参

大

御

所

へ

御

目

見

申

上

候

得

者

、

江

戸

替

事

ハ

な

き

か

と

御

尋

被

成

候

時

、

主

計

頭

謹
而

申

上

候

ハ

、

江

戸

別

条

無

御

座

候

、

今

度

私

を

為
御
登
被
成
候

（

御

登

ら

せ

成

さ

れ

候

）

ハ

、
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先

日

太

田

の

何

某

（
な
に
が
し
）

に

御

知

行

五

百

石

被

下

候

得
者

如

此

と

申

上

候

時

家

康

公

殊

之

外

之

御

機

嫌

に

て

、

偖

々

（
さ
て
さ
て
）

松

平

の

繁

昌

目

出

度

事

か

な

、

其

慮

外

ハ

彼

者

言

に

あ

ら

す

、

そ

れ

ハ

将

軍

の

い

は

セ

ら

る

ゝ

に

て

こ

そ

あ

れ

、

子

細

ハ

秀

忠

ハ

天

下

の

主

た

り

、

世

は

泰

平

也

、

位

ハ

三

召
（
公
ヵ
）

な

れ

ハ

何

程

高

上

に

い

た

さ

れ

太

田

こ

と

き

の

者

な

と

は

今

度

の

慮

外

十

分

一

の

事

に

て

何

の

罪

に

行
（
お
こ
）

な

ハ

る

と

も

※
三
公
＝
中
国
の
官
名

最
高
の
地
位
に
あ
っ
て
天
子
を
補

佐
す
る
三
人
。

律
令
制
官
職
の
う
ち
、
太
政
大
臣
・

左
大
臣
・
右
大
臣
の
総
称
。
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天

下

の

者

誰

か

非

儀

と

可

申

哉

、

然

処

に

か

れ

に

給

る

処

の

知

行

か

れ

か

功

に

あ

た

ら

さ

る

か

と

我

に

為

可

聞

（
聞
か
す
べ
き
為
）

、

汝

を

是

迄

為
二

差

登
一

ら

る

ゝ

事

、

誠

に

将

軍

の

天

下

の

政

事

に

心

を

用

ら

る

ゝ

事

不

浅

儀

也

、

と

て

御

涙

を

催

さ

れ

候

、

扨

主

計

頭

に

御

意

被

成

候

者

、

是

に

付

一

つ

の

物

語

す

へ

し

、

汝

よ

く

承

候

へ

、

予

三

州

在

城

の

時

、

若
（
も
し
）

勅

使

・

上

使

其

外

は

れ

か

ま

し

き

事

有

之

時

の

用

意

に

、

三

尺

に

余

る

鯉

を

三

ッ
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泉

水

に

入

置

候

、

或

時

是

を

見

る

に

中

に

も

大

成

鯉

一

ッ

不

見

候

ゆ

へ

其

所

に

か

ゝ

り

た

る

掃

除

坊

主

に

、

囲

悪

敷

し

て

狐

に

と

ら

れ

候

か

と

問

へ

ハ

、

此

者

申

様

、

其

鯉

ハ

鈴

木

久

三

郎

拝

領

し

た

る

と

て

御

台

所

に

持

参

り

料

理

仕

た

べ

候

て

人

々

に

も

振

廻

、

信

長

公

ゟ

参

た

る

御

酒

の

心

見

仕

候

得

と

御

定
（
諚
）

の

よ

し

に

て

、

御

樽

の

封

を

切

給

候

と

申

候

付

、

台

所

の

者

に

尋

れ

は

彼

坊

主

か

申

こ

と

く

也

、

二

色

共

に

我

さ

へ

た

し
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な

ミ

置

に

、

我

侭

成

や

つ

か

な

、

か

や

う

の

者

を

其

分

に

て

置

な

は

向

後

諸

士

の

風

儀

悪

く

成

へ

し

、

呼

付

成

敗

す

へ

き

と

呼

に

遣

し

長

刀

の

さ

や

を

は

つ

し

、

広

縁

に

出

て

彼

を

待

所

に

、

久

三

郎

め

ハ

傍

輩

共

内

通

し

け

れ

共

事

と

も

セ

す

予

か

前

へ

出

候

時

、

間

二

拾

ほ

と

置

、

に

く

き

や

つ

め

と

言

葉

掛

長

刀

に

か

け

ん

と

セ

し

に

、

久

三

郎

是

を

見

て

お

の

れ

か

刀

脇

差

を

五

六

間

程

跡

へ

な

け

捨

※
其
分
に
置
＝
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
置
く
。
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予

に

向

ひ

大

の

眼

を

き

つ

と

見

ひ

ら

き

、

扨

々

お

ろ

か

成

御

大

将

か

な

、

魚

鳥

に

人

間

を

な

ら

ふ

る

作

法

何

国

に

御

座

候

哉

、

そ

れ

に

て

ハ

中

々

天

下

の

望

ハ

成

申

間

敷

と

て

返
（
却
）

而

予

（
に
脱
ヵ
）

悪

口

セ

し

時

、

実
（
げ
に
）

も

と

思

ひ

当

り

抜

た

る

長

刀

を

捨

て

奥

に

入

、

能

々

彼

か

心

中

を

思

ひ

計

に

、

近

き

頃

走

り

の

者

一

人

留

場

に

て

鳥

を

取

、

一

人

ハ

堀

に

て

あ

ミ

を

打

、

此

両

人

を

追

込

召

置

し

か

、

是

を

い

ふ

へ

き

た

め

態

と

※
走
り
の
者
＝
走
り
使
い
の
者
ヵ
。

※
留
場
＝
漁
猟
を
禁
じ
た
場
所
。
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鯉

を

料

理

し

た

る

な

れ

ハ

少

し

も

慮

外

に

て

な

し

、

偏

に

予

か

為

を

嘆

き

て

の

事

な

り

と

思

案

し

、

彼
（
か
の
）

走

り

の

者

両

人

も

奉

公

に

出

し

候

へ

と

申

付

、

則

久

三

郎

を

呼

出

し

汝

か

心

さ

し

満

足

也

と

い

へ

者

、

久

三

郎

涙

を

流

し

扨

々

難

有

御

定
（
諚
）

に

て

御

座

候

、

泰

平

の

世

に

候

ハ

ヽ

ひ

そ

か

に

申

上

（
申
し
上
ぐ
る
）

儀
ニ

候

得

共

、

今

乱

国

に

て

御

座

候

ゆ

へ

如

斯

申

上

候

、

乱

国
ニ

者

私

こ

と

き

末

々

の

侍

も

少

成

と

も

勇

気

御

座

候

か

御

為

と
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奉

存

此

通

り

候

、

夢

々

私

の

威

を

振

ひ

き （

す
気

隨

ひ ）

り

て

無

御

座

候

と

申

に

付

、

彼

者

（
か
の
も
の
）

か

忠

信

を

感

し

秘

蔵

に

思

ひ

し

也

、

昔

も

今

も

諸

士

の

忠

信

ハ

只
（
た
だ
）

大

将

の

心

に

有

り

、

ヶ

様

成

事

を

武

道

不

案

内

の

者

ハ

半

分

か

ら

聞

て

ハ

此

者

武

功

に

ほ

こ

る

様

申

な

ら

ハ

す

も

の

そ

、

心

を

し

づ

め

聞

候

へ

、

忠

信

心

な

く

て

ハ

思

ひ

切

た

る

事

ハ

い

は

ぬ

者

也

、

主

は

お

そ

ろ

し

き

も

の

成

ゆ

へ

其

気

に

不

合

い

さ

め

を

申

事

ハ

軍

陳

ニ

而

大

敵

の

※
気
隨
＝
き
ず
い
。
き
ま
ま
。
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中

へ

懸

入

よ

り

ハ

一

き

わ

大

儀

也

、

子

細

ハ

大

敵

の

中

へ

掛

入

候

て

ハ

大

利

を

得

候

も

の

聞

し

主

人

に

悪

敷

思

ハ

れ

て

ハ

品
（
し
な
）

に

よ

り

身

命

妻

子

迄

の

か

れ

か

た

き

事

者

有

り

、

是

を

知

り

な

か

ら

其

禍

を

か

へ

り

ミ

す

思

ひ

切

て

言

ハ

大

剛

大

忠

の

者

也

、

惣

し

而

国

を

治

、

天

下

の

主

た

る

者

ハ

も

る

舩

の

内

に

座

し

、

や
（

焼

く ）

る

家

の

下

に

臥

ス

心

ね

を

不

忘

、

諸

人

の

心

さ

し

を

正

し

考

へ

、

縦
（
た
と
い
）

何

の

役

に

も

立

さ

る
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事

成

モ

思

ひ

切

て

言

事

は

む

ざ

と

捨

ぬ

も

の

そ

、

い

か

に

と

な

れ

ハ

其

事

の

用

に

不

立

ハ

其

時

の

愚

成

故

也

、

然

共

其

志

ハ

忠

信

也

、

又

か

れ

こ

と

き

の

軽

き

身

体

の

者

を

羽 （は

武
む

し

者 や）

と

云

、

た

と

へ

ハ

国

家

ハ

一

ッ

の

鳥

の

こ

と

し

、

鳥

の

志

ハ

大

将

也

、

羽

ふ

し

足

を

侍

大

将

と

し

風

切

七

ッ

羽

尾

羽

を

諸

士

ニ

た

と

へ

て

是

を

羽

武

者

と

云

、

此

羽

ハ

分

別

も

不

入

羽

ふ

し

に

付

強

き

を

第

一

と

す

、

此

こ

と

く

に

太

田

な
（

等

と ）

こ （

と
如

き

き ）

※
羽
武
者
＝
端
武
者
。
葉
武
者
。
雑
兵
。
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の

者

ハ

只

実

儀

に

し

て

頭

の

下

知

を

能

聞

強

を

第

一

と

す

る

そ

、

鳥

の

羽

ふ

し

足

ニ

ハ

動

静

有

こ

と

く

に

、

士

大

将

・

足

軽

の

大

頭

な

と

ハ

け

な

け

一

へ

ん

に

て

ハ

成

か

た

き

そ

、

扨

ま

た

口

は

し

を

家

老

に

た

と

へ

是

ハ

分

別

大

事

の

役

也

、

其

外

の

毛

ハ

百

姓

・

職

人

・

町

人

惣
而

一

切

の

国

民

に

な

そ

ら

へ

た

る

そ

、

鳥

心

に

任
（
ま
か
せ
）

飛

行

を

な

す

か

こ

と

く

に

大

将

内

に

有

て

依

怙

贔

屓

な

く

邪

正

を

た

ゝ

し

、
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善

政

を

行

へ

ハ

其

下

の

士

農

工

商

か

志

を

一

ッ

に

し

て

主

人

の

為

に

身

命

を

惜

ま

ぬ

ゆ

へ

、

敵

に

向

ひ

千

里

の

道

を

行

も

心

安

く

遠

か

ら

さ

り

、

又

大

将

の

諸

士

万

民

を

思

ふ

事

我

身

に

同

し

と

言

事

ハ

、

た

と

へ

ハ

鷹

の

毛

を

お

し

む

る

こ

と

し

、

鷹

ハ

口

は

し

を

利

釼

と

し

心

に

勇

気

を

ふ

く

む

と

い

へ

共

、

一

羽

（
ひ
と
は
ね
）

の

損

す

る

も

非
（
悲
）

し

ミ

あ

か

け

に

あ

ひ

て

も

足

に

て

網

を

押

あ

け

身

を

地

に

付

て

少

し

も

動

か

さ

る

ハ

羽

を

※
あ
か
け
＝
あ
が
け

網
掛
・
網
懸

其
年
生
ま
れ
の
若
鷹
を
網
に
か

け
て
捕
え
て
飼
い
な
ら
す
こ
と
。
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惜

む

故

也

、

又

狩

を

し

て

鳥

獣

を

取

も

我

一

人

の

慰

に

す

る

ハ

大

き

成

ひ

か

事

な

り

、

狩

を

す

る

に

は

心

持

第

一

ハ

軍

法

の

な

ら

し

戦

の

稽

古

士

の

た

め

、

又

ハ

末

々

の

民

共

の

う

れ

へ

な

き

を

聞

べ

き

為

な

れ

ハ

民

を

は （

こ 育

く く

む
む

）

政

の

一

端

そ

、

然

れ

共

多

く

人

数

を

つ

れ

、

民

の

耕

作

の

時

を

妨

け

、

田

畑

の

作

毛

を

そ

こ

な

ふ

ハ

却

而

民

の

大

き

成

う

れ

へ

を

な

し

、

天

道

に

背

く

勿

体

な

き

事

そ

、

さ

れ

ハ

能

心

得

て

※
ひ
か
事
＝
僻
事
心
得
違
の
こ
と
。
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狩

を

す

へ

し

、

人

民

を

く

る

し

む

る

事

な

か

れ

、

是

予

カ

旗

本

計

の

事

に

あ

ら

す

、

日

本

国

共

に

武

道

の

す

た

ら

さ

る

事

我

朝

の

本

意

也

、

其
（
そ
の
）

ゆ

へ

ハ

日

本

泰

平

に

し

て

武

道

怠

る

時

は

異

国

よ

り

日

本

を

伺

ひ

、

又

異

国

太

平

に

し

て

武

道

懈
（
お
こ
た
）

る

時

は

韃

靻

、

日

本

な

と

よ

り

も

大

明

を

う

か

か

ふ

そ

、

彼
（
か
の
）

秀

吉

の

朝

鮮

の

軍

も

是

也

、

然

ハ

日

本

の

武

将

ハ

此

心

専

一

也

、

小

を

も

つ

て

大

を

積

れ
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一

人

六

具

を

し

め

大

小

を

さ

し

長

器

を

た

す

さ

へ

深

山

に

只

独

臥

た

り

と

も

、

人

間

は

い

ふ

に

不

及

、

天

魔

鬼

神

も

お

そ

れ

を

な

さ

て

あ

る

へ

き

か

、

又

大

軍

多

勢

に

て

も

武

の

心

か

け

お

こ

た

り

、

武

勇

の

備

立

さ

れ

恐

る

ゝ

に

た

ら

す

、

爰

を

も

つ

て

武

威

の

大

事

を

よ

く

知

れ

、

武

道

の

本

意

を

不

知

も

の

は

国

家

の

さ

ハ

り

と

成

そ

、

さ

れ

ハ

武

家

の

大

宝

と

ハ

武

道

そ

、

抑

和

漢

に

古

今

不

易

の

※
（
恐
れ
を
）
な
さ
で
＝
な
さ
な
い
で
は
、
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大

宝

有

り

、

先

日

本

の

大

宝

を

三

種

神

器

と

い

ふ

、

此

三

種

ハ

神

璽

・

宝

釼

・

内

侍

所

な

り

神

璽

ハ

神

の

印

と

い

ふ

、

其

理

ハ

正

直

、

宝

釼 僉

ハ

村

雲

の

釼

と

い

ふ

、

其

理

ハ

慈

悲

、

内

侍

所

は

鏡

と

い

ふ

、

其

理

ハ

知

恵

、

此

三

種

の

神

徳

は

万

事

の

根

元

そ

、

此

慈

悲

と

知

恵

と

正

直

と

を

三

種

の

六

字

と

い

ふ

そ

、

先

慈

悲

を

万

の

根

元

と

す

、

慈

悲

よ

り

出

た

る

正

直

か

誠

の

正

直

そ

慈

悲

な

き

正

直

ハ

刻

薄

と

い

ふ

て

不

正

直

そ

※
内
侍
所
＝
な
い
し
ど
こ
ろ

三
種
の
神
器
の
一
つ
で
あ
る
神

鏡

※
刻
薄
＝
こ
く
は
く

む
ご
く
て
人
情
の
薄
い
こ
と
。
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又

慈

悲

よ

り

出

た

る

知

恵

か

誠

の

知

恵

そ

慈

悲

な

き

知

恵

ハ

邪

知

也

、

漢

ニ

は

此

大

宝

を

智

仁

勇

の

三

徳

と

言

、

住

吉

大

明

神

詫

宣

に

ハ

我

に

無

神

体

慈

悲

を

以

神

体

と

す

、

我

無

神

力

正

直

を

以

神

力

と

す

、

我

に

無

神

道

知

恵

を

以

神

道

と

す

、

我

に

奇

持
（
特
）

な

し

、

無

事

を

以

奇

持
（
特
）

と

す

、

我

に

無

方

便

柔

和

を

以

方

便

と

す

と

有

之

そ

、

忘

れ

て

も

無

理

非

道

成

事

を

行

ハ

さ

れ

、

凡

悪

逆

ハ

我

身

の

※
奇
特
＝
き
と
く

非
常
に
珍
し
く
不
思
議
な
さ
ま
。

ま
た
、
優
れ
て
い
る
さ
ま
。
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私

欲

よ

り

出

て

天

下

の

乱

れ

ハ

若 君

と

家

老

と

の

奢

よ

り

出

る

そ

、

人

民

の

案

堵

ハ

う

れ

へ

な

く

し

て

各

家

職

を

能

勤

る

に

有

り

、

天

下

太

平

治

世

長

久

ハ

上

た

る

人

の

慈

悲

に

有

そ

、

慈

悲

と

は

仁

の

道

そ

、

奢

を

た

つ

て

仁

を

万

の

根

元

と

定

、

天

下

を

治

給

へ

と

申

へ

し

又

上

意

に

汝

能
（

よ

く

聴
聞

け

）

、

此

一

身

の

道

理

を

の

ふ

れ

ハ

天

地

に

ミ

ち

、

天

地

の

道

理

を

ち

ゝ

む

れ

ハ

一



東照宮御遺訓 21

一

身

の

内

に

か

く

る

ゝ

也

、

此

心

の

持

様

に

て

命

の

長

短

身

の

善

悪

替

り

有

、

長

命

善

道

を

好

む

も

の

ハ

に

か

き

薬

を

の

ミ

、

無

病

な

れ

と

も

灸

を

し

、

心

を

我

侭

に

持

さ

る

時

は

長

命

案

楽

也

、

天

下

国

家

を

治

（
お
さ
む
る
）

も

又

如

此

也

何

事

も

我

身

に

た

く

ら

へ

て

な

す

時

は

ひ

か

事

な

し

、

君

に

つ

か

ふ

る

者

ハ

我

家

人

を

仕

て

其

心

に

て

主

人
ニ

つ

か

へ

よ

、

其

故

ハ

我

家

人

我

に

不

忠

、

悲
（
非
）

法

を

な

す

時

ハ

是

を

い

か

り

、

能

※
た
く
ら
へ
て
＝
な
ぞ
ら
え
て
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つ

か

へ

る

時

は

悦

、

是

眼

前

の

儀

也

、

尤

天

下

国

家

の

政

道

も

我

身

に

た

く

ら

へ

て

な

す

へ

し

、

其

心

得

ハ

、

広

き

天

下

を

一

身

に

ち

ゝ

め

、

ま

た

ほ

そ

き

一

身

を

天

下

に

ひ

ろ

め

て

政

道

を

成
（
な
し
）

給

へ

と

申

へ

し

、

た

と

へ

ハ

天

下

ハ

将

軍

の

身

、

武

道

ハ

将

軍

の

心

と

心

得

ら

れ

、

臣

下

は

将

軍

の

五

官

と

心

得

ら

る

へ

し

、

五

官

と

は

耳

目

鼻

口

手

足

也

、

此

五

品

ハ

五

ツ

の

官

人

也

心

ハ

主

君

也

、

目

ハ

見

る

事

を

心

に

告

、

耳

は
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聞

事

を

心

に

告

、

鼻

ハ

香

を

心

に

つ

け

、

舌

ハ

味

を

心

に

告

、

手

足

惣

身

ハ

寒

暑

痛
イ
タ
サ

痒
カ
ユ
サ

を

心

に

告

ル

也

、

五

官

銘

々

の

得

た

る

事

を

心

に

告

知

ら

す

る

時

は

心

是

を

受

て

是

非

を

は

か

り

て

そ

れ

〳
〵

の

下

知

を

な

す

こ

と

く

に

、

主

人

ハ

人

々

の

得

た

る

処

を

見

付

て

是

を

つ

か

ひ

善

悪

邪

正

を

糺

し

て

政

道

を

な

す

を

明

君

良

将

と

い

ふ

そ

、

扨

又

下

人

も

主

人

よ

り

我

不

得

手

の

役

儀

を

言

付

ら

れ

は

、

有

躰

に
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申

て

得

た

る

も

の

に

調

さ

セ

、

ま

た

我

得

た

る

事

あ

ら

ハ

我

方

よ

り

望

て

も

勤

る

を

忠

信

と

い

ふ

そ

、

凡

主

人

念

頃

な

れ

ハ

り

は

つ

た

て

を

し

て

我

不

得

手

の

事

を

も

得

た

る

や

う

に

仕

な

し

主

を

た

ぶ

ら

か

す

ハ

不

忠

の

至

極

也

、

尤

主

人

も

愚

か

也

、

さ

れ

ハ

目

鼻

一

所

に

あ

れ

共

目

の

業

を

鼻

し

ら

す

鼻

の

業

を

目

不

知

、

是

に

て

万

事

を

考

へ

見

よ

、

人

事

も

如

此

そ

※
り
は
つ
た
て
＝
利
発
立

利
発
ぶ
る
こ
と
。
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我

心

に

て

考

へ

て

見

よ

、

我

為

に

悪

敷

事

ハ

人

の

為

に

も

あ

し

き

そ

、

人

の

家

の

柔

弱

無

道

成

を

見

て

誰

か

是

を

あ

な

と

ら

さ

ら

ん

、

我

家

柔

弱

無

道

な

ら

ハ

人

ま

た

我

家

を

あ

な

と

る

へ

き

と

知

へ

し

、

身

を

以

て

人

の

心

に

当

り

、

人

の

好

む

能

者

を

好

ミ

、

人

の

悪
（
に
く
）

む

悪

敷

者

を

憎

む

へ

し

、

悪

逆

無

道

の

者

を

た

ち

ま

ち

罪

に

行

ふ

ハ

武

道

也

、

少

も

ゆ

る

か

セ

に

し

て

民

を

く

る

し

め

さ

す

る

ハ

天

下

の

一

あ
な
ど
ら
さ
ら
ん
…
あ
な
ど
ら
な
い
か

い
や
あ
な
ど
る
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主

の

か

い

な

し

、

是

を

柔

弱

と

云

、

夫
（
そ
れ
）

の

ミ

な

ら

す

無

道

の

臣

に

国

柄

を

取
（
と
ら
）

す

る

時

は

政

道

に

ゑ

こ

ひ

い

き

有

て

諸

人

君

を

う

と

む

も

の

そ

、

も

し

又

無

道

の

臣

に

血

気

の

勇

有

時

ハ

主

君

か

其

勇

猛

に

ひ

る

む

様

に

思

ひ

な

し

、

主

君

の

威

光

か

う

す

く

成

物

そ

、

何

れ

に

も

民

を

く

る

し

め

私

欲

ふ

か

き

将

に

郡

国

を

あ

た

ゆ

る

事

な

か

れ

、

と

く

取

ひ

し

く

へ

し

、

子

細

ハ

、

む

ほ

ん

逆

心

ハ

私

欲

深

き

国
柄
＝
こ
く
へ
い

国
家
を
統
治
す
る
権
力
。
国
の
政
権
。

と
く
＝
疾
く
・
は
や
く
・
急
い
で

取
ひ
し
く
＝
取
り
拉
ぐ

（
取
り
は
接
頭
語
）

お
し
つ
ぶ
す
。
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者

の

な

す

ハ
（

業

さ ）

そ

、

若

又

異

儀

に

及

ハ

ヽ

是

を

討

へ

し

、

天

下

の

主

と

し

て

依

怙

ひ

い

き

有

時

ハ

、

天

下

の

権

柄

を

天

道

取

払

給

ふ

故

天

下

を

失

ひ

、
一

家

こ

と

〳
〵

く

亡
（
ほ
ろ
び
）

る

と

し

れ

、

悪

逆

の

臣

に

を

そ

れ

ひ

る

む

心

少

ニ

而

も

あ

ら

ハ

神

明

に

は

な

さ

れ

、

弓

矢

の

冥

加

つ

き

は

て

、

是

又

家

の

滅

亡

な

り

、

毛

頭

も

依

怙

贔

屓

な

く

慈

悲

を

万

の

本

と

し

て

善

を

も

つ

て

悪

を

討

に
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何

の

恐

れ

か

有

哉

、

汝

よ

く

聞

、

汝

等

こ

と

き

の

主

の

心

に

叶

ひ

た

る

者

ハ

、

一

世

の

中

計
（
ば
か
り
）

を

思

ふ

も

の

ニ

て

な

き

そ

、

其

故

ハ

、

人

間

の

生

死

不

定

に

て

、

今

日

有

身

か

明

日

し

ら

れ

ぬ

そ

、

此

心

を

ふ

ま

へ

よ

、

汝

信

濃

と

大

蔵

と

三

人

を

心

安

く

被

仕

内

ニ

も

一

入

汝

を

心

安

く

被

仕

と

見

へ

た

り

、

然

に

右

の

生

死

不

知

事

を

思

ひ

計
（
ば
か
る
）

、

縦
（
た
と
え
）

ハ

用

事

有

時

三

度

ハ

三

度

共

に

汝

に

言

付

ら

る

ゝ

共

、

一

度

ハ

信

濃

三
人
＝
左
の
三
人
ヵ

汝

…
井
上
正
就
主
計
頭

信
濃
…
永
井
尚
政
信
濃
守

大
蔵
…
青
山
幸
成
大
蔵
少
輔
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一

度

ハ

大

蔵

、

一

度

ハ

汝

調

よ

、

是

を

二

世

を

計

て

奉

公

誠

の

忠

臣

と

い

ふ

そ

、

さ

れ

ハ

今

川

義

元

ハ

臨

済

寺

の

雪

山

和

尚

只

一

人

と

相

談

に

て

仕

置

成

し

か

、

国

ハ

無

事

な

れ

共

家

老

の

威

な

し

、

雪

山

死

去

の

後

、

義

元

の

仕

置

ハ

本

の

こ

と

く

な

れ

共

、

諸

人

疑

ひ

を

な

し

義

元

の

鋒

よ

ハ

く

也

て

今

川

家

終

に

滅

亡

セ

し

也

、

惣

し

て

能

者

に

て

も

一

人

に

任

す

る

時

は

万

人

の

恨

多

し

、

ま

し

て



東照宮御遺訓 30

何

事

も

そ

な

ハ

り

た

る

能

人

は

昔

も

今

も

ま

れ

な

れ

ハ

、

一

事

に

よ

け

れ

と

も

一

方

に

悪

し

き

事

有

物

也

、

然

る

に

一

人

権

を

取

て

万

事

を

行

ふ

時

は

、

年

を

追

て

邪

し

ま

私

（
わ
た
く
し
）

多

く

成

て

、

少

能

（
す
こ
し
よ
き
）

政

事

出

て

も

諸

人

是

を

信

セ

す

疑

ひ

恨

む

る

ゆ

へ

次

第

に

主

人

の

威

軽

く

成

て

人

々

の

心

へ

た

〳
〵

と

成

り

、
終

に

天

下

国

家

の

滅

亡

の

端

と

成

そ

、

是

に

て

物

の

心

を

能

知

れ

、

汝

等

端
＝
端
緒
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此

心

な

く

若
（
も
し
）

一

人

に

て

威

を

ふ

る

ハ

ヽ

将

軍

の

為

に

ハ

汝

等

共

よ

き

敵

そ

、

子

細

ハ

、

家

老

一

人

に

て

威

を

振

ひ

、

万

一

其

家

能
（
よ
く
）

治

る

事

有

と

て

も

其

者

百

年

之

跡

ハ

其

家

の

仇

と

成

も

の

そ

、

又

己

慾

心

深

く

し

て

主

君

の

気

に

入

れ

ハ

頻

に

威

を

ふ

る

ひ

奢

者

何 阿ヵ

り

、

侈

者

（
お
ご
る
も
の
）

ハ

其

家

の

強

敵

、

天

下

の

災

と

成

物

そ

、

誠

に

忠

信

の

深

き

者

ハ

能
（
よ
き
）

知

恵

を （

の 己

れ ）

に

あ

れ

ハ

其

知

恵

を

仲

間

に

ゆ

つ

り

て

天

下

の
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家

老

ハ

其

智

恵

を

天

下

に

広

め

、

一

家

の

臣

ハ

一

国

に

ひ

ろ

む

る

物

そ

、

能

々

此

処

を

合

点

い

た

し

人

を

か

た

つ

け

て

不

遣

様

に

折

々

に

心

を

付

申

へ

し

、

一

人

に

威

を

振
（
ふ
ら
）

す

る

ハ

主

の

あ

や

ま

り

也

、

扨

ま

た

忠

信

ふ

か

き

も

の

は

た

と

へ

ハ

主

人

愚

に

し

て

一

人

に

権

柄

を

と

ら

す

る

と

て

も

、

か

の

生

死

の

定

な

き

事

を

考

へ

て

一

人

つ

か

さ

と

ら

さ

る

そ

、

ま

た

万

事

ハ

夫

々

の

道

に

な

れ

て

功

有

者

に

司
る
＝
役
目
と
し
て
そ
の
事
に
あ
た
る
。
担
当

す
る
。

※
一
人
つ
か
さ
ど
ら
ざ
る
ぞ
…

一
人
の
者
に
担
当
さ
せ
な
い
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尋

ね

聞

又

ハ

談

合

す

へ

し

、

愚

に

て

も

一

事

に

か

し

こ

き

者

あ

り

、

渡

辺

の

何

某

ハ

常

に

ハ

か

し

こ

か

ら

さ

る

者

に

て

袂

に

米

を

入

、

役

中

ニ

て

も

是

を

食

ふ

、

又

く

ら

き

所

へ

ハ

行

事

（
行
く
こ
と
）

な

ら

す

、

子

共

な

り

と

も

先

立

れ

ハ

行

者

（
行
く
も
の
）

成

し

か

鎗

を

取

て

ハ

無

双

の

勇

者

也

、

去

程

に

天

正

の

長

久

手

合

戦

の

時

、

五

騎

つ

れ

て

物

見

に

出

る

、

然

処

に

土

手

影

に

敵

五

十

騎

計

伏

た

り

し

か

、

此

伏

五

人

の

武
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者

を

見

て

お

こ

り

た

り

し

時

、

渡

辺

真

先

に

退

時

、

第

一

跡

の

者

渡

辺

か

う

つ

け

に

て

心

の

剛

成

事

を

能

知

り

、

渡

辺

返

し

候

へ

、

返

し

不

申

ハ

勇

ハ

成

ま

し

き

そ

と

い

へ

ハ

、

渡

辺

鎗

柄

を

横

に

し

て

片

ひ

さ

折

て

順

に

返

し

候

へ

と

い

ふ

時

、

跡

の

者

申

は

相

談

也

、

退

候

へ

と

言

時

に

渡

辺

申

ハ

、

誓

文

を

立

候

へ

と

て

少

も

し

り

そ

く

へ

き

覚

悟

無

之

故

跡

の

者

八

幡

御

勘

当

そ

と

言

時

、

立

上

り



東照宮御遺訓 35

引

取

、

跡

の

も

の

ゝ

分

別

に

ハ

、

渡

辺

を

飼 エバ

に

か

ひ

て

心

安

く

可

退

と

思

ひ

候

へ

ハ

、

常

の

う

つ

け

と

ハ

替

り

、

首

尾

を

合

セ

心

静

に

退

た

り

、

此

処

ハ

深

田

の

中

の

あ

セ

道

成

し

故

鎗

を

横

に

し

た

り

、

渡

辺

常

に

替

り

如

此

成

ハ

武

道
ニ

ハ

か

し

こ

き

処
（
故
）

有

此

心

を

以

て

下

賎

の

も

の

又

ハ

愚

人

な

り

共

其

道

に

得

た

る

者

ニ

は

其

事

を

尋

ぬ

へ

し

、

諸

人

の

申

事

を

不

捨

、

夫

々

の

道

に

達

セ

る

人

を

取

用

給

へ

※
飼
＝
か
い
ば
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と

申

へ

し

、

就

中

（
な
か
ん
づ
く
）

武

道

の

不

案

内

成

家

ハ

諸

士

の

風

俗

柔

弱

非

儀

な

り

て

武

勇

な

け

れ

ハ

、

一

戦

に

打

ま

く

る

時

は

罪

な

き

み

と

り

子

ま

て

も

一

時

に

亡

ひ

ぬ

る

ハ

古

今

た

め

し

多

し

、

武

家

に

生

れ

て

武

道

に

愚

か

成

ハ

鼡

と

ら

さ

る

猫

の

こ

と

し

、

公

家

と

武

家

と

の

け

り

ハ

、

縦

ハ

か

ね

な

ら

ハ

公

家

ハ

金

銀

の

こ

と

し

、

武

家

ハ

鉄

に

同

し

、

然

る

に

人

民

金

銀

を

好 コノ

ミ

て

鉄

の

大

宝

な

る

事

を

※
み
ど
り
子
＝
幼
き
子

公
家
と
武
家
と
の
け
り
ハ

※
け
り
を
付
け
る
…
結
末
を
つ
け
る
。
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不

知

、

其

故

ハ

鉄

ハ

宝

器

の

本

也

、

五

穀

を

作

り

、

竹

木

を

切

、

朝

夕

の

食

を

と

ゝ

の

へ

、

尤

国

天

下

の

乱

を

払

ひ

、

太

平

を

致

事

鉄

の

用

多

し

、

誠

に

大

宝

の

長

た

る

物

也

、

爰

を

見

付

す
（
ず
）

ひ

た

す

ら

金

銀

の

ミ

好

ミ

ぬ

れ

ハ

災

ひ

の

媒

（
な
か
だ
ち
）

と

成

そ

、

武

家

武

道

に

怠

り

公

家

風

に

成

ハ

刀

脇

差

を の

代

か り

へ に

金

銀

を

巾

着

に

入

、

ま

る

腰

に

て

往

来

し

て

命

を

失

ふ

に

同

し

、

只

各

家

職

を

能
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勤

め

る

者

を

揚

ゲ

、

奢

を

断

て

慈

悲

を

万

の

根

と

し

て

天

下

を

治

め

給

へ

と

申

へ

し

又

上

意

に

、

将

軍

に

仕

へ

武

家

の

流

を

汲

者

（
汲
む
も
の
）

ハ

武

道

を

不

怠

事

肝

要

道

也

、

子

細

ハ

、

出

家

能

仏

法

を

執

行

す

れ

ハ

大

山

大

寺

の

住

持

と

な

る

心

に

、

縦

ハ

先

住

の

弟

子

甥

成

共

無

学

の

僧

ハ

大

寺

の

住

寺
（
持
）

と

ハ

な

し

か

た

し

、

若
（
も
し
）

ひ

い

き

に

て

な

を

る

と

も

却

て

災

の

本

と

成

も

の

也

、

如

此

に

国

主

と

し

て

国

を

治

る

道

を

一
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不

知

、

諸

士

に

情

な

く

民

を

苦

し

め

邪

な

る

家

老

を

愛

し

、

民

の

し

ゝ

む

ら

を

取

て

蔵

に

納

め

、

其

詞

と

其

政

道

一

致

な

ら

さ

れ

ハ

諸

士

も

又

詞

と

身

の

行

ひ

相

違

し

、

追

而

偽

り

盛

ん

に

成

行

て

、

若

忠

信

あ

り

て

心

底

の

意

体

を

い

へ

は

慮

外

者

な

と

ゝ

取

成

れ

、

却

而

不

忠

者

と

成

物

そ

、

如

此

の

家

ハ

諸

人

ハ

主

君

を

疑

ひ

主

人

ハ

諸

人

を

疑

ひ

互

の

心

安

堵

な

し

、

是

武

道

の

本

意

を

不

知

故

也

、

※
し
ゝ
む
ら
（
肉
叢
）
＝
肉
・
肉
塊
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子

細

ハ

、

我

身

に

替

る

諸

侍

な

れ

ハ

心

を

可

直

様

な

し

、

主

ハ

家

人

を

信

し

、

家

人

ハ

主

君

を

少

も

不

疑

し

て

さ

へ

調

（
と
と
の
え
）

か

た

き

世

中

を

、

む

さ

と

疑

ひ

て

ハ

な

と

か

調

（
と
と
の
う
）

へ

き

、

故

に

古

人

も

三

軍

の

わ （

さ 禍

ハ ）

ひ

は

狐

疑

よ

り

を

こ

る

と

言
（
い
え
）

り

、

さ

れ

ハ

天

下

国

家

の

主

と

し

て

我

身

に

替

る

家 （家

頼 来）

か

主

人

を

疑

ふ

様

に

仕

置

を

す

る

ハ

愚

に

し

て

武

家

の

本

意

を

不

知

故

な

り

、

旗

本

ハ

不

及

言

、

天

下

の

諸

人

不

疑

様

に

※
可
直
様
…
直
す
べ
き
様

※
禍
ひ
＝
狐
疑
疑
い
深
く
決
心
の
つ
か
い
な
い
こ

と



東照宮御遺訓 41

政

道

被

仕

候

へ

と

申

へ

し

、

疑

多

き

ハ

誠

な

き

ゆ

へ

也

大

廈

千

間

夜

臥

八

尺

良

田

万

頭

日

食

二

升

と

て

千

畳

敷

・

万

畳

敷

の

家

を

持

て

も

臥

所

ハ

畳

一

て

う

也

、

又

前

に

八

珍

つ

ら

ぬ

る

と

い

へ

と

も

食

す

る

処

ハ

口

に

叶

ふ

物

二

・

三

種

に

不

過

天

下

の

主

に

て

も

つ

ま

る

所

ハ

唯
（
た
だ
）

一

飯

よ

り

外

ハ

用

な

し

、

然

る

を

何

そ

や

、

民

を

苦

し

め

ひ

た

す

ら

身

の

ゑ

い

や

う

を

好

ミ

、

金

銀

を

一

※
廈
＝
大
き
な
家

※
八
珍
＝
牛
・
羊
・
豚
等
八
種
の
珍
味
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貯

へ

身

に

替

る

家

人

の

思

ひ

つ

か

さ

る

様

に

す

る

ハ

愚

か

成

次

第

也

、

如

此

手

の

見

へ

さ

る

を

唐

の

大

宗

ハ

我

股

を

さ

き

て

我

腹

に

食

す

る

に

た

と

へ

ら

れ

た

り

、

民

ハ

本
（
も
と
）

我

と

一

体

の

者

成

に

、

民

を

貪

り

て

財

宝

を

取

集

る

時

ハ

、

民

背

き

離

て

君

亡

る

也

、

股

の

肉

を

食

し

腹

を

養

ふ

と

言

共

、

股

の

肉

つ

き

ぬ

れ

ハ

我

身

亡

る

か

こ

と

し

汝

等

能

心

得

よ

、

一

人

威

を

振

ひ

、

一

人

主

君

の

一
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用

に

可

立

と

言

と

も

う

つ

け

者

か

又

侈

り

者

也

、

万

端

を

我

一

人

に

て

可

勤

と

言
（
い
う
）

へ

か

ら

す

、

縦

ハ

汝

今

爰

に

居

な

か

ら

江

戸

用

ハ

何

と

勤

ん

や

、

是

に

て

万

事

を

ハ

か

り

、

縦

主

人

の

愛

敬

有

て

我

を

用

ひ

ら

る

ゝ

共

、

忠

儀

を

思

ハ

ヽ

諸

人

に

権

を

ゆ

つ

り

、

諸

人

君

に

不

足

の

な

き

や

う

ニ

と

覚

悟

を

な

す

を

真

の

忠

臣

と

言

そ

、

如

此

心

得

、

奢

を

断

、

私

欲

を

去

ル

へ

し

、

又

上

意

に

、

必

家

を （

と 衰

ろ ）

え

ん

と

て

ハ

主

も

柔

弱

一
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非

礼

を

好

ミ

ぬ

れ

ハ

、

公

家

風

の

男

、

国

の

権

柄

を

取

て

終

に

家

を

破

る

も

の

そ

、

武

家

に

し

て

武

道

を

不

好

者

ハ

必

臆

病

そ

、

臆

病

成

者

ハ

必

か
（
が
）

さ

つ

に

し

て

奢

強

き

も

の

な

り

、

侈

強

き

者

ハ

主

よ

り

己

か

威

を

ふ

る

ふ

物

そ

、

誠

に

主

に

忠

信

の

者

ハ

大

身

高

位

に

成

程

主

の

恩

を

深

く

思

ひ

、

大

小

上

下

を

不

選

、

人

に

対

す

る

に

柔

か

に

し

て

慈

悲

深

く

、

位

よ

り

身

を

も

詞

を

も

引

さ

け

温

和

成

を

誠

の

※
が
ざ
つ
＝
言
葉
や
動
作
の
荒
っ
ぽ
い
さ
ま
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忠

信

と

言

そ

、

譬

ハ

松

ハ

根

入

ふ

か

き

ゆ

へ

常

盤

の

色

千

年

を

ふ

る

そ

、

松

に

か

ゝ

れ

る

藤

ハ

根

入

か

す

か

に

て

の

ひ

あ

か

り

、

己

か

根

入

ハ

考

へ

す

後

ニ

ハ

松

を

目

の

下

に

見

な

し

必

松

を

巻

か

ら

し

、

藤

も

と

も

に

枯

は

つ

る

物

也

、

侈

者

ハ

松

に

か

ゝ

れ

る

藤

の

こ

と

く

国

家

の

安

危

と

も

顧

す

、

我

智

分

の

浅

き

を

も

不

弁

、

只

鼻

の

先

成

才

智

に

て

己

か

利

口

を

立

、

主

を

た

ふ

ら

か

し

傍

輩

を

か

す

め

己

か

慾

を

第

一

に

し

て
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種

々

様

々

の

新

法

な

と

を

言

出

し

必

主

の

家

を

破

る

物

そ

、

新

法

を

立

、

古

法

を

破

る

事

な

か

れ

、

お

ろ

か

な

か

ら

予

か

家

の

政

道

ハ

清

康

公

・

廣

忠

公

の

御

政

道

を

う

け

、

多

年

の

工

夫

を

以

て

老

功

の

家

老

共

と

相

談

の

上

に

て

定

め

置

政

道

そ

、

然

る

を

大

に

替

り

た

る

珍

敷

事

も

な

き

に

、

主

の

心

に

叶

ひ

た

る

と

て

無

益

事

た

く

ミ

出

し

家

法

を

不

可

乱

（
乱
す
べ
か
ら
ず
）

、

若

左

様

の

人

を

用

ひ

給

ハ

ヽ

将

軍

の
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予

に

大

不

孝

成

へ

き

そ

、

其

上

清

康

公

の

家

老

共

の

末

々

ハ

、

銘

々

の

先

祖

の

上

を

今

更

大

に

替

り

た

る

事

な

き

に

、

時

の

権

に

ほ

こ

り

て

け

つ

ら

れ

ぬ

る

事

を

無

念

に

思

ふ

へ

し

、

若
（
も
し
）

さ

も

不
（
思
わ

思 ざる

者 者）

ハ

腰

ぬ

け

そ

、

子

細

ハ

、

親

の

敵

を

討

ツ

に

て

万

人

の

心

を

知

れ

時

を

得

た

り

と

て

、

よ

し

な

き

事

を

た

く

ミ

出

し

、

将

軍

の

敵

と

成
（
な
る
）

な

、

内

々

言

聞

す

る

こ

と

く

つ

り

合

を

か （

ん 肝

や 要

う ）

ニ

用

ひ

給

へ

と

申

へ

し

、
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定

て

将

軍

も

其

覚

悟

成

へ

し

、

と

上

意

有

け

れ

ハ

、

主

計

頭

申

上

る

ハ

、

上

意

の

こ

と

く

万

事

御

定
（
諚
）

の

通

被

仰

付

候

、

新

知

・

御

加

増

・

御

役

替

等

の

儀

ハ

、

御

家

老

中

不

残

御

召

被

成

吟

味

仕

候

へ

、

と

被

仰

出

御

家

老

中

一

同

の

上
ニ

て

新

知

・

御

加

増

ハ

被

下

候

、

御

役

替

ハ

御

役

儀

の

様

子

其

番

頭
ニ

被

仰

渡

其

与 （組

々 々）

の

頭

吟

味

い

た

し

、

御

家

老

中

へ

人

か

ら

の

書

付

上

ケ

申

候

、

其

上

ニ

て

水

野

・

酒

井

・

阿

部

・

井

伊

・

本

多

・

榊

原

・

大

久

保

・

内

藤
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此

外

一

流

〳
〵

の

氏

々

を

御

糺

被

成

、
甲

乙

な

き

や

う

に

被

仰

付

候

、

又

当

座

呉

服

・

金

銀

の

御

褒

美

被

仰

付

候

時

ハ

、

信

濃

・

大

蔵

・

私

三

人

を

御

召

被

成

御

内

談

の

上

に

て

被

仰

出

候

、

尤

先

例

の

御

引

付

の

儀

ハ

御

帳

を

以

て

被

仰

付

候

と

申

上

け

れ

ハ

、

又

上

意

に

、

今

の

政

道

ハ

予

先

祖

ゟ

の

御

政

道

そ

、

い

ま

た

三

州

一

国

手

に

不

入

時

も

今

又

天

下

の

事

を

取

行

ひ

て

も

、

其

大

小

ハ

か

わ

れ

共

其

基

ハ

一

致

そ

、

若

此

政

道

を

改

め

ん
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と

言

者

あ

ら

ハ

乱

臣

成

と

知

へ

し

、

其

故

ハ

尊

氏

・

義

満

の

政

道

を

細

川

・

山

名

・

畠

山

等

か

破

り

て

後

ハ

将

軍

ハ

名

計

に

て

、

各

国

を

押

領

し

既

に

幾

内

の

内

迄

押

領

し

て

山

名

ハ

十

一

ヶ

国

の

主

た

る

故
ニ

六

分

一

と

言

た

り

と

や

、

日

本

六

拾

六

ケ

国

の

内

を

十

一

ヶ

国

領

知

セ

し

故

如

此

な

り

、

又

三

好

左

京

大

夫

ハ

父

の

政

を

破

り

、

公

方

義

輝

を

討

、

三

好

か

内

の

松

長
（
永
ヵ
）

ハ

我

か

威

を

立

て

又

三

好

を

討

、

武

田

信

玄

ハ

信

虎

の

家

法

を
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改

め

五

十

五

ヶ

条

の

新

法

を

出

す

ハ

大

望

有

故

な

り

、

尤

信

長

是

ニ

同

し

、

先

祖

の

行

跡

を

非

に

見

て

家

法

を

破

れ

り

、

又

足

利

将

軍

公

方

義

持

、

父

の

政

道

を

奢

と

ミ

て

引

込

思

案

に

て

次

第

に

家

お

と

ろ

へ

、

後

に

は

公

方

将

軍

と

言

名

計

に

て

物

事

心

の

ま

ゝ

な

ら

さ

れ

ハ

、

諸

国

の

大

名

と

も

に

是

を

頼

ミ

彼

を

頼

む

と

あ

れ

と

も

一

も

事

な

ら

す

、

檀

那

坊

主

の

堂

寺

建

立

の

勧

進
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す

る

こ

と

く

い

と

見

苦

敷

事

そ

、

扨

大

内

義

隆

・

上

杉

則

政

・

今

川

氏

真

・

武

田

勝

頼

品

こ

そ

替

れ

皆

先

祖

を

非

に

見

て

家

法

を

破

り

身

を

失

ひ

た

り

、

又

親

と

一

心

一

致

の

家

老

の

能

諌

言

を

用

さ

る

も

則

親

を

非

に

見

る

と

同

し

、

此

後

当

家

の

儀

ハ

言

に

不

及

、

天

下

の

諸

大

名

先

祖

の

家

法

を

か

ゆ

る

家

あ

ら

ハ

能

々

念

を

入

内

談

を

聞

正

す

へ

し

、

大

望

有

て

替

る

か

、

又

私

欲

ふ

か

く

し

て

一

寸
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先

ヲ

不

知

人

民

を

苦

し

め

、

民

の

し

ゝ

む

ら

を

取

て

金

銀

と

な

し

蔵

に

入

へ

き

た

め

に

国

家

の

替

事

も

可

有

、

か

様

成

は

何

に

て

も

天

下

国

家

の

騒

動

の

元

そ

、

如

此

家

衰

ふ

る

時

ハ

正
（
ま
さ

敷
し
く
）

人

ハ

去

り

、

愚

に

て

邪

成

者

か

国

柄

を

取

ゆ

へ

左

様

の

者

金

銀

た

く

ハ

へ

蔵

に

入

る

を

主

の

為

と

思

ふ

物

そ

、

汝

能

心

得

よ

、

主

の

為

と

い

ふ

ハ

善

人

を

求

め

あ

け

て

主

君

に

用

ひ

さ

セ

、

人

民

を

憐

ミ

諸

人

案

堵

し

て

、

そ

の
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国

穏

に

治

む

る

様

に

す

る

を

主

君

の

為

と

も

言

、

又

天

下

へ

の

忠

共

言

そ

、

旗

本

ハ

言

に

不

及

尤

天

下

の

諸

大

名

其

末

々

迄

も

銘

々

の

家

職

を

能

務

め

、

其

家

を

能

治

め

、

先

祖

の

家

法

を

失

（
う
し
な
わ
）

す

し

（
て
脱
ヵ
）

、

若

先

祖

の

家

法

の

内

慥

に

諸

人

の

苦

し

む

事

有

ハ

思

案

工

夫

を

な

し

、

老

功

の

臣

と

相

談

し

て

能

様

ニ

改

事

又

忠

孝

也

、

是

不

得

止

事

に

し

て

改

也

、

好

ん

て

改

る

に

非

す

、

先

祖

の

功

に

て

基

つ

き

た

り

し
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国

郡

を

取

な

か

ら

其

先

祖

の

仕

置

を

我

ま

ゝ

に

改

た

つ

ハ

不

孝

の

至

極

也

、

人

間

の

習

に

親

先

祖

の

敵

を

討

に

て

考

よ

、

惣

し

而

其

先

祖

を

不

忘

か

人

の

道

そ

、

武

家

ハ

静

謐

の

世

に

乱

を

不

忘

、

我

身

の

奢

を

断

て

慈

悲

を

万

の

根

元

と

し

、

家

職

を

勤

め

其

家

を

無

事

に

治

る

ハ

善

人

也

、

忠

信

深

き

人

也

、

か

様

の

人

を

賞

翫

す

へ

し

又

上

意

に

、

三

州
ニ

て

五

月

半

に

城

近

所
江

出

け

れ

ハ

一
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百

姓

共

田

を

植

る

中

ニ

勝

れ

て

色

白

き

男

あ

り

、

近

々

と

寄

て

見

れ

ハ

田

の

畔

に

棒

を

立

、

此

棒

に

蓑

笠

を

掛

、

其

中

に

刀

脇

差

を

結

付

置

た

り

不

審

に

思

ひ

弥

（
い
よ
い
よ
）

近

寄

能

々

見

れ

ハ

家

人

の

近

藤

也

、

人

を

遣

し

て

呼

け

れ

ハ

、

近

藤

空

聞

し

て

返

事

を

す

、

使

の

侍

に

手

を

引

し

て

参

候

へ

と

申

付

る

、

使

の

侍

、

彼

の

田

の

中

へ

入

時

近

藤

使

の

侍

に

申

ハ

、

待

給

へ

手

水

を

つ

か

い

参

へ

し

と

て

顔

を

洗

、

大

小

を

さ

し
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予

か

前

に

出

る

、

其

時

予

、

近

藤

に

申

聞

す

る

ハ

、

扨

々

汝

か

働

き

不 （是

及 非に

是 及ば

非 ざる

事 事）

也

、

我

小

身

ニ

て

は

か

〳
〵

敷

心

付

難

成

故

、
知

行

取

身

ニ

て

左

様

の

い

や

し

き

業

を

さ

セ

候

事

無

是

非

事

也

、

と

て

涙

を

流

し

候

へ

は

、

近

藤

も

泪

を

流

し

た

り

、

此

近

藤

ハ

か

様

成

不

似

合

事

迄

か

セ

き

、

尤

朝

夕

の

衣

食

な

と

ハ

極

め

て

か

す

か

に

し

て

武

具

下

人

等

身

体

ニ

勝

れ

武

勇

に

お

ゐ

て

度

々

の

誉

有

忠

信

深

き

者

也

、

或

時

此

近

藤

に
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知

行

を

加

増

し

、

大

賀

弥

四

郎

か

預

り

の

代

官

所

に

て

遣

し

け

れ

ハ

、

弥

四

郎

、

己

か

取

成

に

て

知

行

を

遣

し

候

様

に

巴 （は

鼻 び）

を

出

し

候

得

者

近

藤

こ

ら

へ

ぬ

者

に

て

家

老

共

処

へ

来

り

て

申

ハ

今

度

の

御

加

増

、

弥

四

郎

取

成

に

て

被

下

候

様

に

申

候

、

若

左

様
ニ

て

も

候

ハ

ヽ

御

加

増

差

上

ヶ

可

申

候

、

子

細

ハ

無

道

千

万

の

弥

四

郎

な （

と 等

か が）

取

成

ニ

て

御

加

増

拝

領

仕

候

半

よ

り

只

元

の

分

ニ

て

被 （

召
召

し

置
置

れ

被
下

さ

下
れ

候

候 様

様 ）

ニ

、

と

申

に

付

※
巴
鼻
＝
牛
の
鼻
に
縄
を
通
し
て
牛
を
捕
え

る
意

①

物
の
と
ら
え
ど
こ
ろ
・
要
点

②

物
事
の
由
来
・
ね
ら
い

③

つ
ま
み
・
と
つ
て

※
こ
ら
へ
ぬ
者
＝
感
情
等
を
押
さ
え
て
表
面

に
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
者

巴
鼻
ハ

梵
語
也
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家

老

共

無

是

非

予

ニ

言

け

る

故

、

い

か

様
（
さ
ま
）

子

細

可

有

事

と

思

ひ

近

藤

か

申

所

尤

な

り

、

中

々

弥

四

郎

か

取

成

に

て

ハ

無

之

そ

と

申

ニ

付

、

近

藤

其

分

ニ

て

請
（

之

を

之
請

く

）

、

其

後

ひ

そ

か

に

近

藤

を

呼

様

子

を

尋

聞

ハ

、

近

藤

申

ハ

、

私

儀

御

懇

に

ほ

こ

り

か

様

の

慮

外

を

申

上

（
申
し
上
ぐ
る
）

ニ

て

ハ

無

御

座

候

、

弥

四

郎

事

御

両

所

様

の

御

意

に

応

し

申

事

双
（
な
ら
び
）

な

き

や

う

に

諸

人

奉

存

候

ゆ

へ

、

弥

四

郎

か

奢
（
お
ご
り
）

不

大

形

、

其

上

弥

四

郎

※
い
か
様
＝
状
態
、
方
法
な
ど
に
つ
い
て
疑
問

の
意
を
表
す
。

ど
の
よ
う
、
ど
ん
な
ふ
う

※
不
大
形
お
お
ぎ
ょ
う
な
ら
ず

大
形
＝
お
お
げ
さ
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悪

心

深

き

者

ゆ

へ

、

御

家

中

の

諸

人

御

両

殿

様

よ

り

却

而

弥

四

郎

に

怖

れ

申

候

、

其

子

細

ハ

、

殿

様

の

御

意

に

少

々

違

候

て

も

自

然

に

ハ

御

慈

悲
ニ

て

御

ゆ

る

し

被

成

候

事

度

々

御

座

候

、

弥

四

郎

ニ

少

ニ

て

も

に

く

ま

れ

候

へ

ハ

忽

に

身

体

め （

つ 滅

ほ 亡

う ）

仕

様

に

成

行

候

故

ふ

か

く

恐

れ

申

候

、

軽

き

多

儀

ニ

御

座

候

得

共

、

此

段

御

僉

議

延

引

候

ハ

ヽ

御

当

家

の

一

大

事
ニ

も

成

可

申

候

と

奉

存

候

、

御

家

中

大

小

共

に

色

々

様

々

の

事

と

も
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申

候

、

主

君

の

御

事

ニ

て

御

座

候

間

、

指

出

候

て

成

共

申

上

度

存

候

得

共

、

其

役

人

に

て

無

御

座

候

故

序
（
つ
い

て で）

を

ま

ち

罷

在

候

、

此

度

を

能
（
よ
き
）

序
（
つ
い
で
）

と

奉

存

如

此

申

上

候

、

様

子

の

段

ハ

横

目

衆

ニ

御

聞

セ

被
（
遊
ば

遊 され

可 然る

然
べ
き
）

と

申

に

付

、

横

目

と

も

に

聞

セ

候

へ

ハ

、

弥

四

郎

悪

事

不

大

形

故

、

早

々

家

老

共

を

召

寄

、

偖
（
さ
て

々
さ
て
）

其

方

な

と

ハ

左

様

ニ

可

有

と

ハ

夢

計

も

思

ハ

さ

り

し

そ

、

弥

四

郎

か

侈
（
お
ご
り
）

不

大

形

由

聞

付

候

、

何

と

て

予
ニ

不

申

聞

哉

と
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言

け

れ

ハ

家

老

共

申

ハ

、

御

意

之

通

、

弥

四

郎

侈

ハ

以

之

外

之

儀
ニ

て

御

座

候

、

就

夫

何

も

（
そ
れ
に
就
い
て
い
ず
れ
も
）

打

寄

度

々

相

談

仕

候

得

共

、

決

断

不

仕

候

て

年

月

を

暮

し

申

候

、

子

細

ハ

、

御

両

殿

様

の

御

意

ニ

応

し

た

る

事

並

ふ

者

無

御

座

候

ゆ

へ

に

、

弥

四

郎

事

ハ

何
（
い
か

様
よ
う
）

の

悪

事

仕

候

と

申

上

て

も

少

も

御

取

上

不

被

成

、

結

句

家

老

共

申

上

る

事

ハ

御

け

づ

り

被

成

る

様

に

御

座

候

付

、

申

上

候

て

も

御

為
ニ

も

非
（
成
ら

成
ざ
る
）

事

ニ

却

而

御

勘

気

を

蒙

り

候

て

も

詮

な

き

※
結
句
＝
物
事
が
最
後
に
行
き
着
い
た
状
態

を
表
す
語

と
ど
の
つ
ま
り

あ
げ
く
の
は
て

結
局
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事

ニ

奉

存

、

只

今

迄

其

分

に

て

罷

有

候

、

と

何
（
い
ず
れ
）

も

口

を

揃

て

申

に

付

、

弥

四

郎

預

置

、

家

内

を

闕

所

し

て

見

れ

ハ

、

謀

反

可

仕

と

勝

頼

に

申

通

し

た

る

勝

頼

の

返

事

有

之

ゆ

へ

、

則

弥

四

郎

め

を

手

痛

く

成

敗

セ

し

そ

、

扨

弥

四

郎

如

此

成

し

様

子

を

後

に

こ

ま

か

に

聞

ハ

、

予

小

栗

と

鷺
（
匂
）

坂
ニ

目

付

を

言

付

置

に

、

有
（
或
）

時

弥

四

郎

方

便

に

鷺
（
匂
）

坂

を

己

前

に

呼

寄

、

密

に

小

栗

か

や

う

の

事

有

、

其

方

ハ

知

た

る

や

と

い

へ

ハ

、

鷺
（
匂
）

坂

夢

々
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不

存

と

申

ニ

付

、

何

も

御

目

付

衆

言

上

申

た

る

そ

、

其

方
ニ

も

御

尋

可

被

成

そ

、

此

様

子

具

に

言

上

仕

候

へ

、

我

其

方

に

聞

せ

た

る

る

と

言

へ

か

ら

す

、

と

言

ふ

く

め

、

偖

其

後

我

に

言

け

る

ハ

、

小

栗

如

此

の

不

届

者

ニ

て

御

座

候

、

其

様

子

ハ

鷺
（
匂
）

坂

能

存

知

候

と

申

、

小

栗

か

其

罪

の

事

ハ

あ

ら

ハ

し

て

吟

味

仕

程

の

事

ニ

て

も

無

之

、

さ

す

か

指

ゆ

る

す

事

に

て

も

な

き

事

也

、

鷺
（
匂
）

坂

を

呼

尋

け

れ

ハ

、

弥

四

郎

申

分

と

割

符

を

合

セ

た

る

さ
す
が

※
さ
す
か
指
ゆ
る
す
事
…

そ
う
は
言
っ
て
も
、
指
ゆ
る
す
事
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や

う

成

故

、

小

栗

を

閉

門

さ

セ

た

り

、

其

後

弥

四

郎

、

己

か

処

へ

出

入

仕

る

者
ニ

ハ

、

己

か

悪

事

を

悉

く

是

々

小

栗

言

上

仕

候

と

某

に

御

尋

被

成

候

之

間

、

努

々

（
ゆ
め
ゆ
め
）

左

様
ニ

て

無

御

座

と

具
ニ

申

上

候

へ

ハ

扨

々

小

栗

[

に

く

き

]
や

つ

也

、

即

刻

御

成

敗

可

被

仰

付

と

の

御

意

ニ

候

へ

共

、

慈

悲

ハ

上

よ

り

と

思

ひ

色

々

御

詫

言

申

上

、

先

閉

門

さ

セ

候

と

言

ひ

し

と

也

、

是

我

悪

を

主

人

に

人

の

訴

さ

る

様

に

と

の

方

便

也

、

史

記

曰

、

事

ハ

以

密

ヲ

成

リ
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語
ハ

以
レ

泄
（
も
る
）

ル

ヲ

敗
ル

、
と
あ
り
、
又
易
ニ

曰
、
機
事
不
密
ナ

ラ

則

害

成
ル

、

と

い

へ

り

、

然

時

ハ

何

と

し

て

其

者

の

悪

事

を

何

某

か

言

上

し

た

り

と

て

、

其

者

に

い

ひ

聞

す

へ

き

き
（
衍
字
）

や

、

是

主

君

た

る

者

の

第

一
ニ

慎

む

処

な

れ

ハ

、

弥

四

郎

か

非

を

聞

て

小

栗

か

予

ニ

告

た

る

と

弥

四

郎

に

聞

す

へ

き

道

な

し

、

然

共

弥

四

郎

め

悪

智

の

飽

に

て

た

く

ま

し

き

者

成

に

よ

り

、

予

、

か

れ

に

気

を

呑

れ

し

故

家

来

の

諸

人

ハ

彼

か

悪

を

能

知

れ

共

心

に

※
易
＝
易
経

※
飽
（
あ
く
）
＝
満
ち
足
り
て
い
る

さ
ま
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思

ひ

な

か

ら

是

を

言

事

な

ら

す

、

家

中

悉

く

弥

四

郎

に

恐

れ

、

弥

四

郎

か

悪

事

ハ

能

知

れ

た

る

事

な

れ

ハ

、

扨

ハ

小

栗

忠

義

に

て

申

上

候

へ

て

も

如

此

成

行

な

れ

ハ

、

何

を

存

候

て

も

徒

（
い
た
ず
ら
）

事

也

、

と

て

家

老

も

目

付

も

身

を

か

こ

ひ

何

事

も

不

言

、

彼

弥

四

郎

め

小

栗

に

意

趣

は

な

け

れ

と

も

、

己

か

悪

事

を

顕

ハ

す

ま

し

き

謀

也

、

惣

し

て

己

か

事

を

少

ニ

而

も

悪

く

批

判

す

る

者

あ

れ

ハ

是

に

虚

言

を

い

ひ

か

け

、

横

目

目

付

ニ
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い

わ

セ

た

り

と

也

、

又

家

老

共

予
ニ

遠

慮

の

本

ハ

、

或

時

、

予

鷹

野

に

可

出

と

言

に

、

家

老

共

無

用

と

言

、

弥

四

郎

ハ

可

然

と

言

た

り

、

弥

四

郎

ハ

我

心

に

随

ひ

し

故

弥

四

郎

申

分

に

し

て

鷹

野

へ

出

た

り

、

か

様

功
ニ

も

不

立

事

共

二

・

三

度

有

し

よ

り

、

家

老

共

心

ニ

ハ

と

か

く

弥

四

郎

申

事

を

の

ミ

用

る

と

思

ふ

に

付

、

次

第

に

少

宛

遠

慮

の

心

出

来

、

右

之

通

に

成

行

也

、

彼

近

藤

か

忠

節

の

訴

今

少

遅

く

ハ

予

か

家

あ

や

う

き

事

也

、

扨
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弥

四

郎

か

奢

に

て

悪

事

出
（
い
で

来 く）

へ

き

と

思

ひ

家

老

共

色

々

内

談

セ

し

か

共

、

彼

者

の

義

如

此

と

有

様

に

言

上

セ

は

、

か

れ

を

そ

ね

ミ

て

言

そ

と

予

か

思

ハ

れ

ん

事

口

惜

思

ひ

、

只

弥

四

郎

を

闇

討

に

す

る

か

、

又

ハ

家

老

□

□

く

し

□

し

て

指

ち

か

へ

ん

と

思

へ

共

、

是

又

他

国

の

聞

え

い

か

ゝ

也

然

る

時

ハ

家

に

悪

事

出

来

（
し
ゅ
っ
た
い
）

セ

は

何

れ

も

枕

を

な

ら

へ

討

死

仕

へ

し

と

覚

悟

を

極

め

[
申

し

た

る

と

]

な

ん

、

又

弥

四

郎

金

銀

の

奉

行

共

と
[

心

を

]
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合

セ

金

銀

を

盗

た

り

し

を

、

横

目

共

予

に

言

聞

す

れ

共

、

予

曽

て

不

取

上

、

又

家

老

共

に

も

か

く

し

知

行

を

遣

し

金

銀

を

遣

し

何

事

も

此

者

に

逢

候

て

ハ

、

予

カ

智

恵

も

く

も

る

と

家

中

こ

そ

つ

て

言

し

と

也

、

そ

も

や

国

家

を

治

者

（
治
む
る
者
）

左

様

の

つ

た

な

き

分

別

に

て

国

可

治

や

、

不

儀

無

道

ニ

ハ

子

に

さ

へ

手

を

見

せ

さ

る

予

か

何

そ

、

弥

四

郎

こ

と

き

の

者

に

依

怙

贔

屓

す

へ

き

や

、

惣

し

て

国

天

下

を

治

る

主

君

の

※
そ
も
や
＝
（
接
続
詞
「
そ
も
」
に
感
動
を

示
す
助
詞
「
や
」
の
つ
い
た
も
の
。

下
に
疑
問
や
否
定
の
意
の
語
を

伴
っ
て
用
い
、
そ
の
疑
問
や
否
定

を
強
め
る
。
）

い
っ
た
い
ま
あ

い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
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た

し

な

む

へ

き

ハ

慈

悲

を

政

道

の

根

元

と

な

し

、

治

れ

る

に

も

乱

世

を

不

忘

、

家

職

を

第

一

に

し

其

次

に

我

家

の

衰

を

□

、

我

行

ひ

を

正

し

く

家

老

の

善

悪

を

分

明

に

正

し

、

天

下

国

家

の

是

悲
（
非
）

を

き

ひ

し

く

糺
（
た
だ
）

す

へ

し

、

予

若

き

時

よ

り

毎
（
も
の

物
ご
と
）

少

も

依

怙

ひ

い

き

な

き

様

ニ

と

随

分

心

懸

、

殊

家

老

共

に

か

く

し

何

ニ

て

も

少

も

諸

人

に

不 （マ

遣 マ）

、

子

細

ハ

其

功

に

当

る

時

ハ

知

行

□

を

初

め

金

銀

米

銭

其

外
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何

様

の

宝

を

あ

た

へ

た

り

共

誰

か

是

を

そ

し

る

へ

き

や

、

古

の

尭

の

帝

ハ

い

や

し

き

土

民

の

舜

に

天

下

を

譲

り

給

し

か

共

、

天

下

の

人

是

を

非

と

セ

す

、

末

代

ま

て

も

善

仕

置

の

手

本

に

立

る

そ

、

近

年

天

下

乱

た

る

ゆ

へ

鑓

に

血

を

付

る

計

を

功

と

言

と

諸

人

覚

た

り

、

其

儀

に

あ

ら

す

、

静

謐

の

世

に

五

倫

五

常

を

正

敷

行

ひ

、

万

私

（
よ
ろ
ず
わ
た
く
し
）

な

く

し

て

諸

人

毛

頭

恨

な

き

様

に

す

る

を

大

功

と

言

そ

、

殊

に

汝

等

能

可

心

得

ハ

、

小

身

成

者

を

※
五
倫
＝
儒
教
で
基
本
と
な
る
五
つ
の
対
人

関
係
。
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・
長

幼
・
朋
友

※
五
常
＝
儒
教
で
人
が
常
に
行
う
べ
き
五
種

の
正
し
い
道
を
い
う
。
通
例
仁
・

義
・
礼
・
智
（
知
）
・
信
を
さ
す
。



東照宮御遺訓 73

大

身

と

な

し

た

ま

ハ

り

、

今

天

下

の

家

老

と

成

候

上

ハ

夢

計

も

此

上

の

望

な

し

、

た

と

へ

ハ

正

月

盃

の

次

第

、

我

等

か

昔

ハ

何

程

成

か

、

今

ハ

何

程

成

か

、

此

上

に

家

老

也

と

て

諸

人

に

慮

外

し

侈

ら

ハ

重

科

也

と

心

得

よ

、

惣

し

而

人

ハ

本

一

体

の

物

そ

、

愚

か

也

、

小

身

成

、

と

て

人

を

あ

な

と

る

ハ

返

す

〳
〵

も

悪

事

の

本

そ

、

侈

な

く

忠

信

有

者

ハ

、

何

様

に

揚

用

ひ

、

何

程

禄

を

あ

た

へ

と

も

諸

人

尤

と

思

ふ

物

そ

、

か （

く
隠

し

し ）

あ

た
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ゆ

る

時

ハ

、

其

者

の

人

か

ら

よ

か

ら

さ

る

ゆ

へ

か （

く
隠

し

し ）

賜

る

と

諸

人

思

ひ

、

大

将

に

も

私

有

様

（
わ
た
く
し
あ
る
さ
ま
）

に

言

物

也

、

然

時

ハ

取

者

も

遣

者

も

共

に

悪

名

を

得

る

也

、

人

の

家

の

滅

亡

す

る

ハ

、

主

人

頻

り

に

欲

深

く

成

り

、

家

老

一

人

に

て

威

を

ふ

る

ひ

侈

強

き

は

其

家

の

運

の

末

也

と

知

る

へ

し

又

上

意

に

、

右

に

い

ひ

き

か

す

る

こ

と

く

、

大

賀

弥

四

郎

下

賎

の

者

成

し

を

取

立

て

、

家

老

共

の

末

座

に

つ

ら

ね

し

に

、

此

者

驕

強

家

中

の

一
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諸

侍

に

以

之

外

慮

外

し

、

分

国

の

所

務

、

家

中

の

役

儀

、

金

銀

米

銭

の

事

迄

予

か

為

也

と

て

家

中

を

け

づ

り

、

諸

人

を

た

ふ

ら

か

す

や

う

に

仕

な

し

、

予

か

前

ニ

て

御

家

中

の

諸

人

安

堵

仕

忝

奉

存

候

と

申

候

付

、

予

ハ

誠

と

思

ひ

安

堵

セ

し

也

、

小

身

成

者

共

ハ

そ

こ

つ

成

事

い

ひ

出

し

、

弥

四

郎

に

に

く

ま

れ

、

身

上

滅

亡

の

ミ

な

ら

す

ほ

う

け

払

に

あ

ひ

て

ハ

口

惜

事

と

思

ひ

、

畢

竟

ハ

手

前

の

損

を

仕

候

へ

ハ

※
ほ
う
け
払
＝
犯
罪
者
を
一
定
地
域
外
へ
放

逐
し
た
江
戸
時
代
の
刑
の
一

つ
。
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埒

明

と

思

ひ

誠

を

い

ハ

す

、

大

身

武

功

の

者

ハ

予
ニ

対

し

て

ゆ

る

し

置

た

り

、

惣

て

主

人

の

念

頃

す

る

者

の

悪

事

ハ

、

家

老

武

功

の

士

横

目

も

主

に

恐

れ

て

言

兼

た

り

し

を

、

弥

四

郎

め

ハ

人

ハ

う

つ

け

、

己

計

（
お
の
れ
ば
か
り
）

知

恵

有

や

う

に

心

得

、

奢

の

余

り

に

あ

ら

ぬ

手

立

し

て

終

に

身

を

失

ひ

た

り

、

汝

能

心

得

よ

、

仮
（
か
り

初
そ
め
）

に

も

人

を

う

つ

け

と

思

ふ

て

旗

本

尤

天

下

の

諸

大

名

末

々

ま

て

に

少

も
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偽

り

か

ま

し

き

方

便

し

て

天

下

の

人

に

咲
ワ
ラ
ハ

れ

将

軍

の

名

を

下

す

な

、

元

来

人

は

心

に

良

知

と

言

物

有

て

、

善

悪

邪

正

ハ

大

方

知

も

の

そ

、

然

れ

ハ

誠

な

き

事

ニ

て

ハ

中

々

た

ら

さ

れ

ぬ

物

そ

と

心

得

よ

、

言

葉

に

何

ほ

と

善

を

言

て

も

心

に

悪

あ

れ

ハ

悪

と

知

、

言

葉

に

誤

有

て

も

心

に

善

な

れ

ハ

善

と

知

も

の

そ

、

少

も

偽

か （

さ
飾

る

る ）

事

な

か

れ

、

昔

を

以

て

今

を

か

へ

り

見

よ

、

主

人

侈

強

時

ハ

た
ら
す
（
誑
す
）
＝
あ
ざ
む
く
。
甘
言
で
だ

ま
す
。
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其

家

を

破

り

身

を

失

ふ

、

臣

た

る

者

侈

強

時

ハ

主

の

家

を

亡

し

身

を

失

ふ

、

惣

し

て

侈

強

き

者

ハ

必

欲

深

く

、

悪

利

口

の

ミ

有

之

物者

也

、

我

身

に

徳

儀

有

て

、

を

の

つ

か

ら

人

の

敬

ふ

こ

そ

誠

の

道

成

に

、

己

か

威

勢

を

付

、

人

に

敬

ま

ハ

れ

ん

為

に

自

ラ

た

か

ぶ

り

て

人

を

慢
（
ア
ヤ
ツ
）

り

、

狐

か

虎

の

威

を

か

る

こ

と

く

に

主

を

笠

に

き

て

人

を

お

と

し

、

己

と

中

の

能
（
よ
き
）

へ

つ

ら

ひ

軽

薄

者

の

一

寸

先

を

ハ
ン

タ
テ
マ
チ

慢
マ
ン

オ
コ
タ
ル

メ
ン

ア
ヤ
ツ
ル

ア
ナ
ト
ル

ウ
ヤ
マ
ハ
ス
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不

知

を

能

者

と

思

ひ

て

主

人

の

前

を

取

成

、

立

身

さ

セ

、

或

ハ

諸

役

人

と

な

し

、

己

計

智

恵

有

様

に

心

得

、

家

中

を

い

た

め

、

諸

士

主

君

に

不

足

出

来

る

事

を

か

へ

り

不

見

ハ

、

是

侈

り

て

君

に

忠

な

き

小

人

也

、

能

我

身

を

か

へ

り

ミ

て

我

心

に

て

心

に

異

見

を

セ

よ

、

侈

も

不

忠

も

悪

逆

無

道

も

皆

己

か

身

飽

ま

て

利

は

つ

成

と

思

ふ

よ

り

出

る

そ

、

忠

臣

と

言

は

我

才

智

に

ほ

こ

ら

す

、

私

を

さ

り

己

か

智

を
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み

か

き

て

能

々

人

の

善

悪

邪

正

を

弁
（
わ
き
ま
）

へ

知

る

に

有

、

惣

而

主

君

た

る

者

家

中

の

士

を

愛

し

、

政

道

に

依

怙

贔

屓

な

く

、

す

へ

て

民

百

姓

・

町

人

等

を

も

恵
（
惠
）

ミ

、

下

の

い

や

に

思

ふ

手

を

去

り

、

諸

人

の

好

む

処

を

行

へ

ハ

人

思

ひ

附

て

天

下

太

平

也

、

是

を

か

へ

し

て

大

身

ハ

楽

、

小

身

末

々

ハ

悲

し

ミ

、

金

銀

を

無

理

に

貯

ゆ

る

時

ハ

人

散

う

セ

て

必

身

亡

る

そ

、

賎

し

き

人

民

也

と

て

木

石

に

あ

ら

す

、

い

や

し



東照宮御遺訓 81

む

へ

か

ら

す

、

秀

吉

薨

し

給

ふ

時

、

伏

見

の

予

か

屋

敷

へ

我

か

領

分

の

者

、

出

家

・

山

伏

・

職

人

・

町

人

順

礼

に

出

し

、

百

姓

迄

馳

来

ル

そ

、

爰

ハ

常

々

の

仕

置

の

仕

様

そ

、

汝

等

か

役

に

ハ

善

人

う

つ

も

れ

す

、

悪

人

・

侫

人

の

こ

と

を

つ

か

さ

と

ら

さ

る

や

う

に

す

る

か

第

一

忠

節

也

、

さ

れ

は

孔

子

の

言

葉

ニ

も

人

の

己

を

不

知

を

憂

へ

さ

れ

、

人

を

不

知

を

う

れ

へ

よ

、

と

の

給

へ

り

、

人

を

知

ハ

智

恵

也

、

人

を

し

ら

ん

と

セ

は

我

心

の
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え

こ

ひ

い

き

の

水
（
私
）

を

去

り

て

人

の

心

庭
（
底
）

の

善

悪

を

能

察

す

へ

し

、

言

と

か

た

ち

と

に

迷

ふ

へ

か

ら

す

、

又

古

語

に

、

人

ハ

詞

を

以

て

試

、

金

ハ

火

を

以

試

ミ

る

と

い

へ

り

、

さ

れ

と

ま

た

詞

と

心

と

相

違

し

て

口

に

ハ

名

言

を

と

な

え

、

心

ハ

ひ

か

ミ

た

る

者

有

、

能

々

弁

へ

知

へ

し

惣

し

て

政

道

に

ハ

法

と

言

物

あ

り

、

法

と

ハ

大

工

の

曲

尺

（
か
ね
じ
ゃ
く
）

の

こ

と

し

、

た

と

へ

ハ

此

畳

を

長

六

尺

横

三

尺

と

定

た

る

か

こ

と

し

、

然

ハ

京

さ

し

を

一

※
心
底
＝
心
の
う
ち

さ
し
＝
長
短
を
は
か
る
具
（
物
差
）
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筑

紫

の

は

て

奥

州

に

て

敷

て

も

間

に

合

す

、

是

を

曲

尺

の

手

を

定

た

る

法

と

い

ふ

そ

、

能

政

道

ハ

此

こ

と

し

、

又

愚

か

成

将

ハ

あ

れ

に

た

ふ

ら

か

さ

れ

、

是

に

迷

ハ

さ

れ

て

古

法

を

取

失

ひ

家

を

破

る

そ

、

古

法

を

破

り

、

新

法

を

立

、

利

口

た

て

な

る

心

根

ハ

う

つ

け

者

か

、

扨

ハ

悪

心

深

き

者

か

、

己

か

身

を

た

か

ふ

り

て

な

す

事

そ

、

是

を

曲

尺

な

し

の

細

工

仕

置

と

言

て

我

細

工

に

拵

（
こ
し
ら
ふ
）

る

と

て

、

畳

の

表

を

長

七

尺

横

四

尺
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に

し

て

古

人

ハ

虚
（
う
つ

気 け）

た

る

仕

様

哉

、

長

に

一

尺

横

に

一

尺

損

を

不

知

と

言

か

こ

と

し

、

夫

ハ

何

国

の

家

に

敷

て

も

間

に

合

ぬ

そ

、

其

こ

と

く

、

惣

し

て

曲

尺

を

不

知

、

政

道

ハ

色

々

分

別

た

て

し

て

新

儀

新

法

を

用

ひ

、

終

に

ハ

天

命

を

背

て

家

亡

ふ

る

そ

、

子

細

ハ

、

其

家

の

元

祖

、

天

下

国

家

を

初

て

取

程

の

才

智

有

て

、

其

家

久

敷

世

間

の

事

に

な

れ

熟

し

、

後

来

の

為

に

夜

の

目

を

も

不

合

、

苦

労

を

し

て
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定

置

た

る

政

道

を

、

我

当

分

の

私

の

智

を

以

て

我

意

を

た

て

、

彼
（
か
の
）

慾

深

き

軽

簿

者

に

た

ふ

ら

か

さ

れ

、

元

祖

を

け
（
ゆ
）

づ

り

な

は

、

な

と

天

道

に

不

捨

し

て

ハ

有

へ

き

、

返

す

〳
〵

新

法

を

立

へ

か

ら

す

、

さ

れ

ハ

其

元

祖

の

苦

労

を

以

、

国

郡

を

相

続

す

る

大

恩

を

知

り

、

其

家

法

を

守

り

、

諸

人

を

な

つ

け

、

お

た

や

か

に

治

る

ハ

天

下

一

の

忠

信

ふ

か

き

人

そ

、

何

程

上

向

を

能

か

さ

り

候

共

、

家

中

に

疎
（
う
と
ま
）

れ

、

民

に

背

か

る

ゝ

ハ
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大

悪

人

そ

、

能

々

念

入

、

善

と

不

善

を

し

り

ハ
（

分

け ）

よ

金

銀

を

集

て

諸

人

を

苦

し

め

疎

ま

る

ゝ

ハ

禍

の

本

そ

、

金

銀

を

施

し

て

人

を

集

る

ハ

是

家

の

長

久

そ

、

凡

慈

悲

ハ

草

木

の

根

そ

、

人

の

和

ハ

花

の

実

そ

、

根

を

よ

く

養

へ

ハ

、

花

も

実

も

年

々

出

来

る

そ

、

爰

を

考

て

、

唯

根

を

強

ク

セ

よ

、

根

を

強

す

る

ハ

古

法

を

守

り

、

奢

な

く

慈

悲

を

万

の

根
元
と
定
る
に
あ
り

又

上

意

に

、

天

下

を

治

る

法

ハ

賞

罰

の

二

つ

そ

、

一
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賞

ハ

善

を

賞

す

る

也

、

善

を

賞

せ

さ

れ

ハ

善

人

す

ゝ

ま

す

、

罰

と

ハ

悪

を

こ

ら

し

む

る

そ

、

悪

を

罰

せ

さ

れ

ハ

、

天

下

の

悪

人

ハ

こ

り

ぬ

そ

、

第

一

侈

者

を

大

小

と

な

く

取

ひ

し

く

よ

り

外

の

法

ハ

な

き

そ

、

右

に

言

こ

と

く

、

何

事

も

身

に

た

く

ら

へ

て

、

政

道

を

な

し

給

へ

と

申

へ

し

、

さ

れ

ハ

毒

虫

に

く

ら

ハ

れ

さ

ゝ

れ

し

者

ハ

い

た

く

共

、

其

さ

し

め

を

切

て

捨

れ

は

其

切

口

や

か

て

い

へ

て

其

身

恙

か

な

き

そ

、

※
取
ひ
し
く
＝
「
取
」
は
接
頭
語
。

ひ
し
く
＝
お
し
つ
け
て
つ
ぶ
す
。

勢
い
を
く
じ
く
。
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是

を

切

す

し

て

置

時

ハ

、

其

口

め

の

毒

、

後

ニ

ハ

惣

身

に

わ

た

り

て

死

る

そ

、

此

こ

と

く

奢

者

を

吟

味

し

て

、

は

ひ

こ

ら

さ

る

先

に

是

を

は

や

く

た

ち

去

て

、

天

下

を

治

め

よ

、

其

ま

ゝ

ゆ

る

し

置

は

必

天

下

の

乱

の

基

そ

、

弥

四

郎

こ

と

き

の

奢

者

ハ

主

の

為

を

思

ふ

様

に

世

間

へ

ハ

見

せ

、

実

ハ

己

か

為

を

本

と

す

る

故

、

近

藤

な
（

等

と ）

か

様

成

侍

ハ

中

々

彼

か

処
ニ

出

入

も

セ

さ

る

そ

、

然

時

は

弥

四

郎

こ

と

き

の

者

ハ

邪

知

を

め

く

ら

し

、

能

※
口
め
＝
切
口
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者

を

ハ

次

第

〳
〵

に

失

ふ

も

の

そ

、
少
ニ

て

も

己
ニ

無

礼

有

か

又

ハ

己

が

非

を

揚

る

か

、

兎

角

己

に

し

た

か

ハ

さ

る

者

あ

れ

ハ

根

を

断

、

葉

を

か

ら

す

に

よ

り

、

大

身

小

身

共

に

心

中

に

無

念

至

極

に

思

へ

共

、

身

体

滅

亡

し

、

妻

子

け （

ん 眷

そ 属

く ）

ま

て

迷

惑

す

る

事

を

か

へ

り

ミ

、

皆

涙

を

流

し

彼

に

随

ひ

、

扨

う

ら

ミ

な

き

主

を

恨

る

物

そ

是

偏
（
ひ
と
え
）

に

主

人

愚

か

成

ゆ

へ

也

、

如

斯

の

者

ハ

必

主

を

亡

し

、

終

に

ハ

其

身

を

失

ふ

物

そ

、

と

か

く
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末

の

考

へ

な

し

に

侈

ら

す

る

も

奢

る

も

悉

皆

愚

か

成

者

也

、

汝

等

か

忠

信

と

い

ふ

ハ

諸

人

の

心

安

出

入

仕

、

其

内

義

理

を

知

、

正

直

成

者

を

近

つ

き

、

政

道

の

是

非

、

善

悪

、

我

身

の

悪

事

ま

て

用

捨

な

く

言

や

う

ニ

仕

な

す

か

忠

信

そ

、

左

様

に

諸

人

に

謙 □□

る

程

汝

等

を

ハ

諸

人

敬

ふ

へ

き

そ

、

何

程

高

上

に

拵

た

り

共

、

諸

人

に

侈

り

て

秀

忠

の

縁

つ

き

は

諸

人

う

や

ま

ふ

ま

し

き

そ

、

高

位

を

好

む

ハ

凡

夫

の

常

な

り

、

悉
コ
ト
ゴ
ト
ク
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爰

を

引

さ

け

て

根

入

を

深

く

せ

よ

、

根

入

を

深

く

す

る

と

い

う

ハ

下

賎

の

者

に

へ

り

く

た

る

を

い

ふ

、

高

山

の

水

ハ

深

谷

へ

落

て

大

川

と

な

る

就

中

汝

等

ハ

慈

悲

深

く

常

々

善

を

思

ふ

へ

し

、

但

爰

に

心

得

有

、

何

程

自

分

ニ

善

成

と

思

ふ

と

も

、

天

下

の

諸

人

悪

成

と

言

時

ハ

、

秀

忠

の

目

か

ね

は

つ

れ

た

る

に

て

有

そ

、

権

高

く

威

強

く

す

る

時

ハ

、

諸

人

の

批

判

耳

に

い

ら

ぬ

物

そ

、

仮

初

ニ

も

心

に

て

心

を

た

め

し

奉

公

を

※
耳
に
い
ら
ぬ
…
耳
に
入
ら
ぬ
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セ

よ

、

毛

頭

偽
（

い

か
つ

わ

さ
り

飾

る
る

）

事

な

か

れ

、

汝

共

か

偽

り

ハ

天

下

に

流

て

、

天

下

の

災

と

な

る

そ

、

古

歌

に

偽

と

人

に

ハ

い

ひ

て

あ

り

ぬ

へ

し

、

心

を

と

ハ

ヽ

い

か

ゝ

こ

た

へ

ん

、

彼

弥

四

郎

め

に

こ

り

て

言

そ

、

尤

旗

本

の

諸

侍

の

儀

ハ

言

に

不

及

、

天

下

の

諸

大

名

其

末

々

迄

も

一

人

ニ

て

威

を

振

ひ

、

奢

強

も

の

あ

ら

は

、

は

や

く

是

を

取

ひ

し

き

、

慈

悲

を

万

の

元

と

定

、

善

政

を

執

行

（
と
り
お
こ
な
）

ひ

、

弥

天

下

を

穏

や

か

に

成 （な
し
）

給

へ

と

申

へ

し

古
歌
偽
と
人
に
ハ
い
ひ
て

あ
り
ぬ
べ
し

心
を
問
ハ
ヾ
い
か
ゞ

こ
た
へ
ん
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又

上

意

に

、

彼

弥

四

郎

に

こ

り

て

予

か

つ

か

ふ

者

ハ

言

に

不

及

、

諸

大

名

侈

強

き

人

又

家

頼
（
来
）

の

者
ニ

も

一

人

に

威

を

ふ

る

ハ

セ

、

奢

強

軽

薄

者

を

愛

す

る

人

ハ

き

ら

い

也

、

子

細

ハ

、

如

斯

（
か
く
の
ご
と
き
）

人

ハ

天

下

騒

動

の

本

也

、

此

故

に

か

く

し

目

付

を

い

ひ

つ

け

、

家

老

の

上

の

善

悪

を

日

々

に

聞

す

る

そ

、

家

老

す

な

を

な

れ

ハ

天

下

な

へ

て

朴
ス
ナ
ヲ

也

、

尤

国

々

の

主

も

此

覚

悟

た

る

へ

し

、

扨

家

老

の

上

の

目

付

ハ

正

直

成

士

を

撰

ん

て

用

ひ

、

天

下

の

か

く

し

目

付

ハ

慈

悲

の

政

そ

、

一

※
な
へ
て
＝
な
べ
て

同
じ
状
態
が
広
く
い
き
わ
た
る

さ
ま
を
表
す
。

お
し
な
べ
て
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爰

に

ハ

大

事

の

心

得

有

、

佐

渡

・

雅

楽

に

能

々

聞

、

兎

角

手

前

を

明

か

に

し

て

天

下

の

善

悪

ハ

家

老

共

吟

味

し

、

家

老

の

善

悪

ハ

将

軍

自

ら

吟

味

セ

ら

る

ゝ

か

其

役

也

、

又

主

人

の

善

悪

は

家

老

共

吟

味

し

諌

言

を

申

す

ハ

定

た

る

道

な

れ

共

、

我

、

弥

四

郎

に

気

を

の

ま

れ

し

時

分

ハ

清

康

公

・

廣

忠

公

代

よ

り

老

功

の

者

と

も
ニ

心

底

に

思

ひ

寄

な

か

ら

口

を

つ

く

ミ

手

を

つ

か

ね

居

た

る

そ

、

惣

し

て

主

人

侈

強

か

、

威

高

上

成
（
な
る
）

か

、

に

て

※
佐
渡
＝
本
多
佐
渡
守
正
信

※
雅
楽
＝
酒
井
雅
楽
頭
忠
世
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悪

人

を

愛

す

る

時

ハ

一

門

家

老

を

始

、

主

の

気

に

入

事

計

を

言

ひ

、

諸

士

も

身

構

を

し

、

能

侍

は

押

込

ら

れ

、

或

ハ

身

を

引

て

出

す

、

諸

人

詞

と

心

底

と

相

違

し

、

彼

軽

薄

者

ハ

お

の

つ

か

ら

秀

て

時

を

得

て

其

家

国

亡

ふ

る

も

の

そ

、

彼

弥

四

郎

め

に

こ

り

て

子

共

の

上

を

は

し

め

尤

家

老

の

事

ハ

日

々

夜

々

に

聞

す

る

と

ま

た

家

老

の

善

悪

を

旗

本

の

諸

士

吟

味

し

、

是

を

家

老

に

告

知

ら

す

る

か

誠

の

道

也

、

然

共

汝

等
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高

上

に

構

居

時

ハ

諸

人

何

事

も

い

わ

ぬ

物

そ

、

諸

人

に

し

た

し

く

し

て

是

を

聞

、

将

軍

の

身

の

上

を

は

し

め

、

汝

等

か

身

の

上

迄

善

事

の

さ

た

ハ

聞

に

不

及

、

少

成

共

悪

事

の

沙

汰

有

之

ハ

早

々

聞

様

に

セ

よ

、

自

分

に

あ

や

ま

り

な

き

と

て

聞

捨

へ

か

ら

す

、

尤

何

者

か

言

た

る

そ

、

其

本

を

糾

す

へ

か

ら

す

、

心

底

に

納

て

悪

事

を

改

よ

、

仮

初

の

事

成

共

具

に

聞

て

、

入

事

ハ

取

用

ひ

、

不

入

事

ハ

捨

よ

、

太

公

望

か

詞

に

天

下

の

目

を

以

て
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見

、

天

下

の

耳

を

も

つ

て

聞

、

天

下

の

心

を

以

て

慮

（
お
も
ん
ば
か
）

れ

と

言

か

、

又

大

学

に

十

手

の

指
（
さ
す
）

と

こ

ろ

十

目

の

見

る

所

と

い

へ

り

、

誠

に

尤

の

事

也

、

主

人

を

も

た

ふ

ら

か

し

、

傍

輩

を

た

ふ

ら

か

セ

共

、

な

べ

て

の

諸

人

ハ

た

ふ

ら

か

さ

れ

ぬ

も

の

故

、

世

上

の

者

ハ

遠

慮

な

く

其

誠

を

言

そ

、

然

時

ハ

天

下

を

治

め

国

を

持
（
タ
モ
ツ
）

大
将
ハ
、
常
々
世
上
の
批
判
、
時
の[

は
や
り
歌
迄]

ニ

心

を

付

政

道

な

す

へ

し

、

さ

れ

ハ

信

長

六

月

二

日

に

討

れ

給

ふ

に

、

京

童

申

ハ

、

五

月

半

に

其

沙

汰
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セ

し

と

也

、

明

智

、

兼

々

老

中

共

に

夢

計

ら

セ

た

る

に

て

も

な

し

、

其

夜

家

老

共

に

も

手

を

ひ

ら

き

た

り

、

然

共

兼

々

か

く

い

ふ

事

ハ

天

道

也

、

隠

す

程

能

知

る

ゝ

物

そ

、

う

つ

け

者

ハ

悪

事

を

行

ひ

て

己

か

心

に

く

ら

へ

、

人

ハ

し

る

ま

し

き

と

思

ひ

人

を

あ

な

と

る

そ

、

汝

等

能

々

心

つ

か

ひ

な

く

ハ

世

上

の

事

こ

ま

か

に

ハ

聞

届

間

敷

そ

、

随

分

早

く

聞

た

る

様

成

共

、

汝

等

か

耳

に

入

事

ハ

末

々

と

し

れ

、

尤

何

様

の

役

に

不

立

事

を

言

た

り

共

、

む

さ

と
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け

つ

る

へ

か

ら

す

、

其

和

を

乱

す

へ

か

ら

す

、

子

細

ハ

、

其

者

の

言

ふ

に

非

す

、

天

道

の

告

也

、

天

道

よ

り

人

間

の

悪

を

改

さ

セ

ん

と

て

告
（
つ
げ

知
し
ら
）

セ

給

ふ

と

思

ひ

心

底

迄

恐

れ

誡

よ

、

た

と

へ

ハ

我

子

に

悪

事

あ

れ

ハ

父

是

を

打
（
ち
ょ
う

擲
ち
ゃ
く
）

し

て

改

さ

セ

ん

と

す

る

か

こ

と

し

第

一

ハ

家

法

を

能

守

る

へ

し

、

公

家

武

家

衆

生

商

各

其

家

々

の

所

作

に

付

て

作

法

有

り

、

是

を

家

法

と

言

、

又

其

内

に

て

ハ

此

家

の

法

有

り

一
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是

を

能

守

れ

と

言

事

そ

、

其

法

を

替

る

時

は

た

と

へ

新

法

に

少

々

能

事

有

と

て

も

、

古

法

を

改

る

上

に

付

て

ハ

多

ハ

災

ひ

出

来

る

物

そ

、

惣

し

て

武

道

有

か

能

そ

、

然

共

代

の

末

に

成

時

ハ

我

家

職

を

取

失

ひ

、

身

の

程

を

不

知

物
（
者
）

の

本

の

は

つ

れ

を

少

見

れ

ハ

、

は

や

聖

賢

の

こ

と

く

我

智

恵

を

高

慢

す

る

そ

、

大

内

義

隆

な

と

か

身

の

程

を

不

知

し

て

三

皇

五

帝

も

我

身

も

同

事

の

様

に

心

得

、

武

道

の

名

利

つ

き

は

て

、

家

を

亡

し

※
三
皇
五
帝

三
皇
…
中
国
古
代
の
伝
説
上
の
三
人
の

聖
な
る
帝
王
。

伏
羲
（
ふ
つ
き
）
・
女
媧
（
じ
ょ
か
）

・
神
農
（
し
ん
の
う
）
他
諸
説

五
帝
…
中
国
古
代
の
聖
君
五
人
。

黄
帝
・
顓
頊
・
帝
譽
・
帝
蕘
・

帝
舜

他
諸
説
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身

を

失

へ

り

用

来

の

用

、

無

用

の

用

、

時

の

用

、

と

て

三

ツ

用

あ

り

、

ま

づ

用

来

の

用

と

ハ

、

予

、

家

の

姓

源

氏

ハ

新

田

・

徳

川

・

松

平

、

家

臣

ハ

奥

平

・

水

野

・

酒

井

阿
部
・
安
藤
・
井
伊
・
榊
原
・
本
多
・
内
藤
・
鳥

井
（
居
）

・
大
久
保
・

戸

田

・

石

川

・

土

井

・

青

山

・

永

井

、

汝

等

其

外

一

流

々

氏

有

、

此

氏

々

の

子

共

親

よ

り

生

れ

上

り

た

れ

ハ

言

に

不

及

、

親

子

劣をと

ら

す

其

用

を

勤

る

を

用

来

用

と

言

そ

、

又

其

子

親

ゟ

殊

之

外

劣

た

る

一
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と

て

も

其

家

を

立

置

を

不

用

の

用

と

ハ

言

、

縦

ハ

其

子

う

つ

け

に

て

何

の

用

に

も

た

ゝ

さ

る

と

て

も

其

家

の

名

、

外

ニ

求

る

事

な

ら

す

、

信

玄

ハ

功

な

き

時

ハ

名

を

取

と

言

へ

り

、

又

其

か

し

こ

か

ら

さ

る

者

の

子

に

能

者

生

れ

た

る

時

ハ

我

家

の

宝

と

成

そ

、

其

家

を

讕
ナ
イ
ガ
シ
ロ

に

し

て

ハ

末

子

に

能

者

出

来

て

も

俄

に

取

定

か

た

き

も

の

そ

、

然

共

、

其

者

共

能

人

を

不

持

は

其

家

を

立
（
た
ち
）

て

も

不

立

も

の

そ

、

汝

等

其

外

、

予

カ

家

の

侍

と

も
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其

子

の

賢

と

愚

か

と

知

れ

か

た

き

事

を

は

か

り

て

、

身

に

過

る

能

家

頼
（
来
）

を

持

て

、

主

に

忠

を

セ

ん

と

な

ら

ハ

、

能

人

を

持

よ

り

外

別

条

な

き

そ

、

不

用

の

用

な

け

れ

ハ

、

家

ハ

た

ゝ

ぬ

物

そ

、

偖

又

時

用

の

用

と

ハ

、

用

来

の

内

に

其

執

事

に

す

へ

き

、

能

人

な

き

時

は

、

汝

等

か

こ

と

く

う

つ

け

れ

居

た

る

者

を

す

ぐ

り

出

し

用

を

言

そ

、

其

す

く

り

出

さ

れ

て

主

君

に

用

ら

る

ゝ

者

ハ

、

我

心

に

高

慢

せ

す

人

を

非
ニ

見

す

、

一

人

に

て

威

を

ふ （

る
振

る

ハ
わ

ず

す ）

、

能

事

を

※
う
つ
け
＝
空
く
、
虚
く

す
く
り
出
す
＝
選
び
出
す
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仲

間

に

ゆ

つ

り

、

末

代

を

考

へ

、

偽

り

餝
（
か
ざ
る
）

を

嫌

ひ

諸

人

を

む

ら

な

く

愛

す

る

事

寔
（
ま
こ
と
）

の

道

な

り

、

又

一

国

一

郡

の

家

老

も

此

心

得

な

く

我

威

を

振

ふ

者

ハ

、

主

人

の

大

敵

、

不

忠

の

至

極

也

、

さ

れ

ハ

将

軍

の

竹

千

代

方

に

雅 （う

楽 た）

を

後

見

に

そ

な

え

、

大
（
お
お

炊 い）

を

諌

言

の

臣

と

成

し

、

伯
（
ほ
う

耆 き）

を

守

り

に

付

ら

る

へ

き

と

の

事

、

尤

至

極

の

儀

也

、

誠

に

雅

楽

か

仁

、

大

炊

か

知

、

伯

耆

か

勇

、

此

三

徳

有

者

を

以

て

扶

け

た

ら

ハ

竹

千

代

は

明

将

軍

た

る

へ

き

そ

、

惣

し

て

子

共

に

※
雅
楽
…
酒
井
忠
世

※
大
炊
…
土
井
利
勝

※
伯
耆
…
青
山
忠
俊
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附

る

家

老

ハ

か

ね

て

其

人

を

吟

味

し

、

我

身

同

前

の

者

を

附

た

る

か

よ

し

、

縦

明

日
ニ

も

竹

千

代

方

に

汝

等

附

ら

る

ゝ

共

心

得

有

事

也

、

物
（
も
の

毎
ご
と
）

を

秀

忠

の

や

う

に

守

立

へ

き

と

思

ふ

へ

か

ら

す

、

惣

し

て

人

に

大
（
お
お

根 ね）

有

、

先

慈

悲

を

万

の

元

に

定

む

、

若

無

慈

悲

成

事

、

偽

り

か

ま

し

き

事

、

少

ニ

て

も

有

之

は

随

分

諌

言

を

セ

よ

、

其

外

の

事

ハ

面

々

の

生

れ

付

さ

ま

〳
〵

に

替

り

、

得

手

不

得

手

、

数

寄

不

数

寄

有

そ

、

上

戸

下

戸

分

別

セ

よ

、

か

く

は

予

か

※
数
寄
不
数
寄
（
す
き
ぶ
す
き
）
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生

れ

付

に

も

い

と

見

苦

敷

事

数

ハ

知

れ

か

た

き

そ

、

さ

れ

ハ

其

子

の

す

か

さ

る

事

を

我

す

き

た

る

と

て

、

頻

り

に

勤

よ

と

い

ひ

て

も

な

ら

ぬ

も

の

そ

、

唯

其

大

根

を

僉

議

し

、

余

り

大

事

な

き

事

ハ

大

形

に

し

た

る

か

よ

し

、

夢

窓

の

歌

に

、

心

た

に

我

ま

ゝ

な

ら

ぬ

世

中

に

人

の

そ

む

く

ハ

と

か

な

ら

ハ

こ

そ

、

我

心

面

に

出
（
い
づ
）

る

物

な

ら

ハ

い

か

に

す

か

た

の

見

に

く

か

ら

ま

し

、

と

よ

め

る

ハ

尤

に

て

ハ

な

き

か

、

と

て

御

笑

被

遊

、

返

す

〳
〵

も

※
夢
想
疎
石

・
心
だ
に
我
ま
ゝ
な
ら
ぬ
世
中
に

人
の
そ
む
く
ハ
と
が
な
ら
バ
こ
そ

・
我
心
面
に
出
る
物
な
ら
バ
い
か
に

す
が
た
の
見
に
く
か
ら
ま
し
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竹

千

代

方

ハ

、

雅

楽

・

大

炊

・

伯

耆

三

人

に

任

せ

ら

れ

可

然

そ

、

さ

れ

ハ

予

、

岡

崎

の

三

郎

に

人

を

附

ぬ

れ

ハ

、

大

賀

め

様

々

其

守

共

か

非

を

揚

、

か

れ

を

附

、

是

を

附

、

家

老

共

を

一

へ

ん

附

つ

ゝ

後

に

ハ

己

と

家

老

と

な

り

上

、

ミ

ぬ

鷲

の

ふ

る

ま

ひ

を

な

さ

ん

と

思

ひ

、

又

躰

に

よ

り

三

郎

若

き

者

な

れ

ハ

、

亡

し

て

我

家

を

う

は

ハ

ん

と

謀

ぬ

れ

共

、

人

心

木

石

な

ら

す

、

人

に

ハ

微

妙

明

徳

の

心

こ

れ

有

に

よ

つ

て

、

後
ニ

ハ

弥

四

郎

め

を

※
一
へ
ん
＝
い
っ
ぺ
ん
（
一
度
）



東照宮御遺訓 108

諸

人

ま

ぜ

す

、

己

か

悪

ハ

広

大

成

に

よ

り

、

内

々

の

お

も

ん

計

相

違

し

て

、

無

是

非

勝

頼

へ

内

通

セ

し

そ

、

大

将

た

る

者

、

専

要

に

可
（

聞

聞
き

知

知
る

べ

事
き
事

）

ハ

諸

人

の

批

判

そ

、

子

細

ハ

、

諸

人

の

身

体
ニ

ハ

大

小

あ

れ

共

忠

信

に

替

り

は

無

も

の

そ

、

諸

人

に

物

を

い

ハ

セ

能

こ

と

を

聞

用

る

か

能

智

恵

そ

、

其

上

主

の

威

計

に

て

、

諸

人

伏

か

ゝ

む

臣

ハ

用

に

不

立

そ

、

か

ゞ

ま （ま

す ず）

共

心

ニ

て

敬

ま

ひ

し

た

ふ

臣

ハ

良

臣

そ

、

主

の

心

に

叶

ひ

た

る

と

て

も

諸

人

に

う

と

ま

る

ゝ

ハ

※
お
も
ん
計
＝
慮
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良

臣

に

あ

ら

す

愚

か

成

者

ハ

、

子

供

の

か

た

き

行

跡

何

事

も

我

心

の

様

に

し

な

す

へ

き

と

心

得

ぬ

る

に

依

て

思

ふ

様

に

な

け

れ

ハ

、

必

父

子

の

中

滞

り

家

の

災

と

成

物

そ

、

武

田

信

虎

と

晴

信

と

義

信

と

に

て

考

へ

見

よ

、

一

寸

先

を

不

知

、

我

思

ひ

入

た

る

事

ハ

一

へ

ん

に

能

と

心

得

、
人

を

む

ら

〳
〵

に

つ

か

ふ

に

よ

り

、

其

家

次

第

に

人

す

く

な

く

成

て

家

亡

ふ

る

そ

、

主

も

臣

も

百

年

を

知

れ

、

一
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是

を

不

勤

し

て

親

頻

り

に

威

を

立

、

子

蔑

（
な
い
が
し
ろ
）

に

し

我

に

合

口

の

者

一

両

人

計

、

威

を

振

ひ

傍

輩

を

蔑

に

す

る

時

ハ

、

譬
（
た
と
え
）

金

言

名

句

を

間

に

言

出

し

て

も

其

百

年

の

跡

ハ

仕

置

乱

て

家

の

滅

亡

と

成

そ

、

一

人

に

て

威

を

振

ふ

者

ハ

、

何

程

発

明

成

共

心

底

ハ

う

つ

け

か

、

又

時

節

を

見

合

主

の

家

を

う

ハ

ひ

取

へ

き

下

心

そ

、

子

細

ハ

、

誠

の

知

恵

忠

信

有

者

ハ

主

の

威

と

自

分

の

知

恵

と

を

合

セ

、

依

怙

贔

屓

な

く

正

直

の

道

を

行

ふ

故

、

家

中

の

諸

人
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真

実

に

思

ひ

付

、

国

中

是

を

し

た

ふ

者

そ

、

又

何

ほ

と

口

ニ

て

ハ

善

を

尽

し

て

も

、

心

に

邪

悪

有

者
ニ

ハ

、

諸

人

思

ひ

付

ぬ

物

そ

、

大

将

た

ら

ん

者

の

能

々

可

聞

処

也

、

出

頭

家

老

の

邪

悪

成

事

は

中

々

実

に

聞

出

し

に

く

き

そ

、

弥

四

郎

事

も

彼

か

亡

て

後

に

、

実

ハ

聞

た

る

そ

、

将

軍

事

を

初

め

臣

下

諸

侍

、

尤

汝

か

身

の

上

の

事

迄

世

上

の

沙

汰

を

能

々

聞

て

、

秀

忠

の

批

判

悪

敷

を

ハ

急

度

諌

よ

、

汝

か

身

の

上

悪

敷

沙

汰

あ

ら

は

、
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則 即

刻

其

行

ひ

を

改

め

よ

、

侭

人

の

上

悪

敷

沙

汰

有

ら

ハ

、

其

縁

を

以

て

ひ

そ

か

に

異

見

セ

よ

、

是

将

軍

の

為

な

り

、

我

に

非

な

き

と

て

諸

人

の

沙

汰

を

取

上

さ

る

ハ

我

慢

邪

智

そ

、

子

細

は

、

諸

人

の

口

に

ハ

か

た

れ

ぬ

そ

、

諸

人

の

謗
（
そ
し
り
）

を

聞

て

我

行

ひ

を

改

め

よ

、

天

に

順

ふ

と

い

ふ

そ

、

た

ゝ

末

代

を

積

モ

れ

、

是

を

積

す

し

て

一

人

二

人

ニ

て

威

を

ふ

る

ふ

ハ

悪

敷

そ

、

い

か

に

親

の

気

に

入

た

る

と

て

、

子

の

気

に

不

入

者

多

き

そ

、

父

子

の

気

に

※
我
慢
＝
仏
語
我
（
が
）
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

心
が
高
慢
で
あ
る
こ
と
。
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入

ハ

ま

れ

也

、

人

王

百

余

代

に

及

ふ

中

に

武

内

大

臣

の

外

数

代

の

大

臣

な

し

、

此

臣

ハ

、

人

王

十

二

代

景

行

天

皇

よ

り

同

十

七

代

仁

徳

天

皇

迄

六

代

の

朝
（
ち
ょ
う
）

に

仕

へ

、

二

百

四

十

余

年

棟

梁

の

臣

也

、

此

武

内

は

我

朝

大

臣

の

初

り

也

、

筑

紫

の

熊

襲

、

東

国

の

蝦

夷

を

討

、

日

本

を

大

平

と

な

し

、

又

三

韓

退

治

し

、

又

八

幡

太

神

の

御

即

位

も

此

大

臣

の

功

な

り

、

又

異

国

よ

り

日

本

を

攻

ん

と

て

、

数

万

人

の

人

数

渡

し

け

れ

共

、

武

内

大

臣

九

州

に

在

て

※
武
内
大
臣
…
武
内
宿
祢
（
た
け
し
う
ち
の
す
く

ね
）
又
は
建
内
宿
祢

『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
見

え
る
大
臣
（
お
お
か
み
）
を
出
し

た
葛
城
・
平
群
・
巨
勢
・
蘇
我

の
四
氏
を
は
じ
め
、
二
十
八
氏

の
祖
先
と
さ
れ
る
伝
承
的
人
物
。

※
八
幡
太
神
の
御
即
位
…
応
神
天
皇
の
こ
と
。
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是

を

退

け

給

へ

り

、

年

二

百

六

十

歳

に

し

て

薨

せ

ら

る

、

今

の

筑

後

国

高

良

大

明

神

是

也

、

上

代

を

請

け

て

末

代

の

政

道

を

な

し

給

へ

と

申

へ

し

、

さ

れ

ハ

予

岡

崎

一

城

の

主

た

る

時

ハ

、

近

所

の

城

々

に

用

心

を

セ

し

そ

、

三

州

一

国

の

主

と

成

り

て

近

国

の

用

心

セ

し

そ

、

関

八

州

の

主

と

成

て

ハ

東

海

・

東

山

・

北

陸

道

の

治

乱

を

考

へ

た

る

そ

、

今

又

天

下

の

主

と

成

り

て

ハ

、

日

本

国

能

治

平

し

た

る

故

、

諸

異

国

の

事

を

聞

す

る

そ

、

今

ハ

※
薨
（
こ
う
又
は
み
う
せ
る
）



東照宮御遺訓 115

異

国

も

大

平

な

る

に

よ

り

、

弥

日

本

を

治

る

ま

て

な

り

若
（
も
し
）

異

国

乱

る

ゝ

と

聞

は

日

本

の

主

、

心

得

有

へ

き

事

そ

、

誠

に

武

内

大

臣

ハ

数

代

忠

信

の

良

臣

、

政

務

の

棟

梁

、

片

時

も

大

内

を

は （

な
離

る

る ）

へ
（
べ
）

き

大

臣

な

ら

さ

れ

共

九

州

に

居

住

し

、

異

国

を

押

へ

ら

れ

た

る

そ

、

秀

吉

、

朝

鮮

征

伐

の

時

、

牧

司

釜

山

浦

に

在

也

、

小
栗
を
手
い
た
く
あ
て
ハ
、
六 （む
ケ つか
鋪 し）
か
る
へ
き
そ
、
此
心
を

ふ

ま

へ

て

異

国

乱

る

と

聞

へ

ハ

、

武

道

の

達

人

を

撰

む

て

、

九

州

に

置

て

異

国

を

押

へ

さ

セ

よ

、

武

道

ハ

兼
而

※
大
内
＝
皇
居
の
異
称
。
内
裏
。
宮
中
。

大
内
を
離
れ
る
べ
き
大
臣
で
は
な
い
け
れ
ど

※
牧
司
…
（
朝
鮮
の
地
方
長
官
）
徐
禮
元
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の

覚

悟

に

依

て

勝

負

ハ

あ

る

そ

、

子

細

ハ

、

女

人

を

夜

、

人

遠

き

処

へ

遣

し

、

其

処

に

ゆ

か

た

な

と

着

セ

た

る

人

を

置

お

ひ

や

か

し

候

へ

は

、

絶

入

す

る

も

の

也

、

此

女

人

、

主

人

の

法

度

な

と

背

き

忍

ひ

ぬ

る

時

ハ

深

山

ニ

独

行

て

も

何

共

な

く

、

結

句

人

遠

き

を

悦

ふ

そ

、

是

か

ね

て

よ

り

覚

悟

セ

さ

る

と

覚

悟

し

た

る

と

の

違

ひ

也

、

又

土

龍

（
も
ぐ
ら
）

と

言

生

物

、

土

中
ニ

の

ミ

在

て

明

り

を

不

知

ゆ

へ

、

不 （ふ

図 と）

土

中

ゟ

ほ

り

出

さ

れ

て

驚

き

死

る

を

、

世

の

人

日

輪

是

を
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蹴

殺

し

給

ふ

と

言

ハ

ひ （

か
僻

事

言 ）

也

、

日

月

に

何

そ

悪

心

有

へ

き

、

善

悪

ハ

皆

手

前

の

覚

悟

に

あ

る

そ

、

然

共

無

知

成

者

ハ

大

平

の

時

ハ

乱

を

忘

れ

、

家

を

亡

し

身

を

失

ふ

そ

、

異

国

乱

る

ゝ

時

に

日

本

油

断

す

る

ハ

、

今

川

氏

真

、

茶

湯

と

し （痴

れ れ）

無

智

成

者

ハ

利

発

た

て

し

て

一

寸

先

を

し

ら

す

、

夏

あ

つ

け

れ

ハ

、

冬

の

寒

き

を

考

へ

ぬ

そ

、

末

代

を

考

へ

奢

を

断

へ

し

、

さ

れ

ハ

石

田

心

底

ニ

大

逆

を

ふ

く

ミ

、

主

を

た

ふ

ら

か

し

、

天

下

の

事

※
痴
れ
＝
お
ろ
か
な
こ
と
。

ば
か
な
こ
と
。

茶
の
湯
に
夢
中
に
な
る
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大

小

と

な

く

己

か

心

に

任

せ

、

主

の

用

に

も

立

天

下

の

宝

と

成

者

ハ

大

小

と

な

く

さ

ゝ

へ

、

主

の

前

を

遠

さ

け

或

ハ

身

体

滅

亡

さ

セ

、

邪

欲

ふ

か

き

者

を

崇

敬

し

、

主

の

前

能

取
（
と
り

成
な
し
）

立

身

さ

セ

、

諸

役

人

・

諸

奉

行

、

縦

ハ

千

貫

目

つ

か

え

ハ

、

五

十

貫

め

を

其

奉

行

に

算

用

の

上

に

て

あ

た

へ

し

程

に

邪
（
よ
こ
し

成
ま
な
る
）

者

ハ

、

石

田

ハ

能

天

下

の

執

事

と

て

誉

る

、

誠

有

て

末

代

を

考

ゆ

る

者

ハ

、

眉

を

ひ

そ

め

た

り

、

或

時

郡

と

い

ふ

者

に

秀

吉

の

銀

子

六

・

七

枚

ほ

と

利

潤

に

セ

よ

※
さ
ゝ
へ
＝
さ
さ
え
口
・
支
言
・
中
傷
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と

言

、

彼

郡

迷

惑

に

思

ひ

ぬ

れ

共

、

い

な

と

い

へ

は

身

の

上

た

ち

ま

ち

滅

亡

す

る

ゆ

へ

、

石

田
ニ

ハ

一

礼

し

て

其

銀

子

を

不

取

、

天

下

の

蔵

に

納

め

、

其

身

は

当

分

虚

病

を

構

へ

引

込

、

其

奉

行

役

を

揚

た

り

、

天

道

を

恐

る

ゆ

へ

か

、

天

道

の

め

く

ミ

有

り

て

後

ニ

ハ

旗

本

七

組

の

頭

と

成

し

か

、

は

た

し

て

大

坂

落

城

の

時

分

、

千

畳

敷

に

て

諸

人

に

勝

れ

、

一

番

に

け

ん

こ

に

腹

を

切

た

り

、

心

有

者

ハ

鎌

倉

の

安

藤

、

大

坂

の

郡

、

と

沙

汰

セ

し

そ

、

け
ん
こ
（
堅
固
）
＝
意
思
が
堅
く
頑
強
な
さ

ま
。
「
堅
固
な
決
意
」
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忠

義

ふ

か

く

志

有

勇

士

は

常

の

覚

悟

格

別

そ

、

か

や

う

の

者

の

う

つ

も

れ

さ

る

や

う

に

心

か

け

よ

、

石

田

か

ね

さ

し

ハ

、

主

の

代

を

う

ハ

は

ん

と

の

ミ

思

ひ

し

故

、

己

か

分

限

よ

り

侈

強

く

て

己

か

身

に

し

き

り

に

威

を

付

し

そ

、

又

金

銀

米

銭

の

事

ハ

、

天

下

国

家

の

主

、

無

理

に

始

末

セ

よ

と

い

ふ

に

あ

ら

す

、

又

あ （

た
与

ゆ

ゆ ）

へ

き

道

な

き

に

、

む

さ

と

金

銀

を

費

や

す

時

ハ

、

功

有

者

を

賞

す

へ

き

財

な

し

、

善

悪

等

し

き

時

ハ

功

臣

※
石
田
か
ね
さ
し
ハ
…

石
田
が
目
指
す
ハ
の
意
ヵ

※
あ
た
ゆ
へ
き
…
与
え
る
べ
き
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倦
（
う
む
）

と

言

り

、

其

功

も

な

く

、

其

値

も

な

き

に

猥

り

に

禄

を

あ

た

へ

、

金

銀

を

あ

た

ゆ

れ

ハ

、

功

有

者

に

禄

を

あ

た

へ

て

も

あ

れ

躰
（
て
い
）

の

者

さ

へ

如

此

な

れ

ハ

珍

ら

し

か

ら

す

と

思

ひ

悦

ハ

ぬ

物

そ

、

又

天

下

の

大

宝

と

言

ハ

、

日

本

能

大

将

の

有

時

は

た

と

へ

異

国

ゟ

日

本

を

攻

る

共

、

武

勇

を

振

ひ

た

や

す

く

退

治

す

る

ハ

天

下

の

大

宝

也

、

既

に

日

本

ゟ

異

国

を

責

つ

れ

ハ

、

又

異

国

ゟ

日

本

を

セ

め

ま

し

き

と

思

ふ

は

愚

か

也

、

又

家

の

※
倦
む
＝
あ
き
れ
て
疲
れ
る
。
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大

宝

、

諸

士

武

道

を

不

忘

、

節

儀

を

た

ゝ

し

く

忠

信

ふ

か

く

し

て

、

つ

い

や

う

け

い

は

く

の

風

俗

な

き

ハ

、

国

家

の

栄

ゆ

へ

き

前

表

ニ

て

家

の

大

宝

な

り

、

又

汝

か

心

得
ニ

は

、

埋

れ

居

た

る

身

を

か

様

に

取

立

給

ふ

上

ハ

、

其

報

恩

に

ハ

只

自

分

の

侈

を

断

へ

き

と

思

へ

、
返

す

〳
〵

も

邪

な

き

よ

う

ニ

つ

ゝ

し

め

、

一

言

を

も

能

々

考

へ

て

言

へ

、

汝

か

一

言

の

善

悪

ハ

秀

忠

の

善

悪

そ

、

予

か

見

す

て

さ

る

者

に

奢

者

有

、

予

※
つ
い
や
う
…
つ
い
（
し
脱
）
や
う

追
従
＝
こ
び
へ
つ
ら
う
こ
と
。
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色

々

異

見

下

知

す

れ

共

不

聞

、

此

上

ハ

無

力

多

分

自

ら

滅

へ

き

と

思

ふ

そ

、

不

便

成

事

也

、

汝

、

必

侈

心

少

ニ

て

も

あ

ら

ハ

大

不

忠

と

心

得

身

を

引

さ

け

、

諸

人

に

し

た

し

く

し

て

忠

信

を

尽

セ

、

又

旗

本

の

善

悪

ハ

天

下

の

治

乱

に

か

ゝ

る

そ

、

政

道

正

敷

時

ハ

天

下

の

武

士

敬

ひ

、

尊

ミ

、

邪

成

時

ハ

た

ち

ま

ち

敵

と

成

ハ

古

今

の

た

め

し

、

天

道

の

常

也

、

扨

又

大

賀

こ

と

き

の

侈

者

を

ハ

早

々

亡

す

へ

し

、

た

と

へ

ハ
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大

木

の

枝

四

方

ニ

付

か

た

つ

り

な

き

時

ハ

、

其

木

次

第

に

栄

る

そ

、

一

方

計

枝

栄

つ

り

合

な

き

時

は

、

此

木

枝

に

引

れ

折

た

を

る

ゝ

こ

と

く

、

国

家

も

一

人

ニ

て

威

を

ふ

る

ひ

奢

時

ハ

、

其

家

必

滅

亡

す

る

そ

、

此

木

の

一

方

の

枝

を

切

て

、

本

木

を

た

す

く

る

こ

と

く

に

奢

者

を

去

て

、

天

下

を

治

め

給

へ

と

申

へ

し

、

旗

本

の

諸

大

名

共

に

親

奢

ハ

隠

居

さ

セ

、

長

子

侈

ハ

次

男

三

男

其

外

一

家

の

中

に

其

家

お

さ

む

へ

き

※
か
た
つ
り片
寄
り
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器

量

の

者

に

家

を

つ

か

セ

よ

、

是

天

道

に

し

た

か

ふ

□

也

、

又

国

持

大

名

の

家

老

出

頭

の

者

、

侈

り

つ

よ

く

一

人

二

人

ニ

て

威

を

ふ

る

は

ゝ

是

又

主

人

内

通

し

て

取

ひ

し

く

へ

し

、

主

人

異

儀

に

及

ハ

ヽ

主

人

共

に

改

易

セ

よ

、

若

異

儀

に

及

ハ

ヽ

た

ち

ま

ち

討

取

へ

し

、

又

何

の

罪

も

な

き

に

我

威

勢

に

ま

か

セ

、

侍

を

亡

し

、

我

か

一

門

家

臣

に

あ

た

ゆ

る

事

な

か

れ

、

罪

な

き

者

を

あ

や

ま

り

な

き

を

討

時

ハ

、

天

道

に



東照宮御遺訓 126

背

き

天

罰

有

も

の

そ

、

何

の

罪

も

な

き

家

に

男

子

無

之

ハ

女

子

に

結

て

其

家

を

立

よ

、

是

則

天

下

を

治

る

役

也

、

其

子

細

ハ

、

譬

ひ

其

時

の

家

を

つ

く

侍

こ

そ

功

な

く

、

又

ハ

愚

か

成

と

て

も

、

其

先

祖

ハ

天

下

へ

忠

有

家

な

れ

ハ

、

先

祖

の

忠

に

対

し

、

其

家

を

立

る

ハ

厚

き

道

な

り

、

然
者

彼

の

亡

魂

遊 （ゆ

魄
は
く
）

も

悦

こ

は

し

か

る

へ

き

に

、

我

も

人

も

骨

を

く

た

き

忠

節

を

尽

す

ハ

、

第

一

主

君

の

た

め

、

且

ハ

子

孫

の

為

也

、

其

子

孫

を
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憐

む

ハ

其

先

祖

の

勲

功

を

感

す

る

故

也

、

又

忠

信

と

ハ

此

松

平

家

へ

の

忠

信

の

事

計

に

な

し

、

天

道

へ

の

忠

信

也

、

我

も

天

道

へ

の

忠

信

の

者

成

故

、

今

天

下

の

執
（
し
つ

柄
べ
い
）

を

天

道

よ

り

預

け

給

へ

り

、

政

道

若

し

邪

路

に

変

す

る

時

ハ

天

よ

り

執

柄

を

忽

ち

取

揚

給

ふ

そ

、

天

下

の

治

乱

ハ

唯

将

軍

の

寸

心

の

内

に

有

そ

、

此

心

を

能

々

守

り

給

へ

と

申

へ

し

、

誠

に

天

下

ハ

天

下

の

天

下

也

、

国

ハ

国

の

国

、

家

ハ

家

の

家

な

※
執
柄
（
し
っ
べ
い
）
＝
政
治
の
権
力
を
に
ぎ

る
こ
と
。

※
寸
心
＝
自
分
の
こ
こ
ろ
ざ
し
を
へ
り
く
だ

っ
て
い
う
語
。
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れ

は

、

越
（
来
）

方

行

末

を

思

ひ

新

法

を

立

、

家

を

新

敷

す

る

事

な

か

れ

、

無

調

法

た

り

と

も

予

か

立

置

た

る

家

法

を

失

ひ

給

ふ

へ

か

ら

す

、

と

申

へ

し

、

予

も

昔

時

を

考

へ

、

就

中

、

清

康

公

・

廣

忠

公

の

召

仕

れ

し

老

功

の

武

士

の

諌

言

を

請

て

立

し

政

道

な

り

、

古

き

家

と

言

ハ

其

家

々

の

先

祖

の

仕

置

を

其

通

ニ

て

守

り

、

旧

功

の

臣

を

育

て

置

を

家

古

き

と

言

そ

、

其

家

代

々
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何

ほ

と

久

敷

伝

り

た

り

共

、

家

法

を

か

へ

、

旧

臣

な

き

時

ハ

、

是

新

敷

家

の

悪

敷

も

の

也

、

譬

へ

は

、

正

宗

の

刀

を

五

郎

入

道

か

作

り

た

る

分

ニ

而

能

と

か
（

研

セ ）

さ
（

錆

ひ ）

さ

る

や

う

に

嗜

む

時

は

正

宗

ニ

て

名

作

也

、

然

を

此

刀

の

持

主

か

乱

れ

刄

か

数

寄

成

と

て

、

直
（
す
ぐ

成
な
る
）

刃

を

乱

に

直

し

、

又

乱

を

直

に

な

を

し

、

直

を

の

た

れ

と

し

、

一

代

〳
〵

に

焼

な

を

す

時

ハ

、

地

か

ね

ハ

五

郎

入

道

正

宗

か

き
（

鍛

た ）

い

た

る

か

ね

な

れ

と

も

如

此

※
乱
れ
刃
＝
乱
れ
焼

刀
剣
の
焼
き
刃
の
文
様
の
一
つ
。

乱
れ
う
ね
っ
た
形
状
の
刃
文
。
」

※
の
た
れ
＝
の
た
れ
刃
（
湾
刃
）

波
の
う
ね
る
よ
う
な
刃
文
。

※
き
た
い
た
る
＝
き
た
（
鍛
）
え
る
た
る
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焼

直

し

て

ハ

ほ

か

し

物

と

て

、

何

の

役

ニ

も

不

立

し

て

釘

に

も

な

ら

ぬ

そ

、

此

ほ

か

し

物

上

り

ハ

只

今

打

つ

新

作

か

用

に

立

、

孝

の

道

な

ら

ハ

、

親

か

太

刀

を

赤

か

ね

拵

に

し

て

渡

し

た

る

を

、

其

子

銀

に

て

拵

へ

、

又

其

子

は

金

に

て

拵

ル

、

其

子

ハ

細

工

人

の

吟

味

し

て

拵

、

如

此

付

か

ね

の

金

銀

の

替

れ

共

、

太

刀

を

秘

蔵

し

、

拵

や

う

も

先

祖

の

法

式

に

従

ふ

へ

し

、

其

こ

と

く

先

祖

の

家

法

を

背

か
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す

し

て

其

家

を

治

る

事

、

孝

行

の

第

一

也

、

其

家

を

継

な

か

ら

先

祖

の

家

法

を

不

守

ハ

不

孝

の

至

極

也

、

其

罪

の

が

れ

か

た

く

し

て

必

家

を

破

り

、

身

を

失

ふ

物

そ

、

惣

し

て

明

君

良

将

と

言

ハ

、

万

人

の

な

す

所

の

能

事

を

取

用

ひ

て

其

政

道

を

行

ひ

、

天

下

を

治

る

そ

、

頼

朝

、

奥

州

の

泰

衡

を

討

て

其

跡

の

仕

置

セ

ら

れ

し

に

、

先

年

秀

衡

仕

置

の

こ

と

く

に

と

書

て

、

所

々

に

立

ら

れ

し
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ゆ

へ

、

奥

州

た

ち

ま

ち

治

り

た

り

と

言

、

そ

の

高

札

、

奥

州

に

ハ

ま

れ

ニ

ハ

有

之

、

予

も

見

た

り

し

か

、

右

の

こ

と

く

書

て

奥

に

頼

朝

の

判

有

之

そ

返

す

〳
〵
も

汝

等

諸

人

の

夫

々

得

た

る

所

の

能

を

取

用

へ

し

、

ま

た

家

老

の

中

む

つ

ま

し

か

ら

さ

る

ハ

、

木

曽

山

の

檜

木

す

り

合

て

火

を

も

み

出

し

、

大

山

を

焼

亡

す

こ

と

く

に

威

を

諍

ひ

て

必

主

の

家

を

亡

す

も

の

そ

、

爰

を

勘

へ

、

汝

等

か

威

を

ひ （

き
引

き

く
具

し

し て

て ）

、

諸

人

に

睦

ま

し

く

忠

信

を

一
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つ

く

す

へ

し

、

是

を

聞

て

も

面

々

の

威

を

た

て

ハ

、

将

軍

の

為

、

汝

等

ハ

強

敵

そ

、

し

き

り

に

威

を

好

む

者

ハ

主

を

た

ふ

ら

か

し

、

傍

輩

を

た

ら

す

も

の

そ

細

川

武

蔵

入

道

頼

之

か

行

跡

を

伝

聞

、

忠

信

と

武

法

を

能

知

れ

又

上

意

に

、

汝

等

能

可

心

得

事

ハ

、

旗

本

・

大

小

の

侍

・

天

下

の

諸

大

名

、

或

ハ

陪

者

迄

其

氏

々

を

糺

し

聞

、

当

分

其

者

不

仕

合

成

共

昔

を

思

ひ

出

て

詞

を

か

け

よ

、

汝

等

万

民

を

親

の

子

を

愛

す

る

一

※
た
ら
す
（
誑
す
）
＝
誘
惑
す
る
。
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こ

と

く

に

セ

よ

、

如

此

す

る

時

ハ

人

ま

た

汝

等

を

親

の

こ

と

く

に

思

ふ

物

そ

、

其

上

ニ

て

も

し

悪

逆

無

道

の

様

あ

ら

ハ

忽

亡

し

給

へ

と

申

へ

し

、

是

天

下

を

治

る

の

第

一

の

道

也

、

子

細

ハ

、

小

火

ハ

つ （

は 唾

き ）

に
て
も

消
（
き
え
る
）

そ
、
大
火
ハ
、
水
ニ

て
も
鎮
か
た
き
そ
、

眼

前

の

事

な

れ

ハ

、

か

や

う

の

事
ニ

て

国

家

の

治

乱

を

は

か

る

へ

し

、

悪

の

長

セ

さ

る

さ

き

に

早

く

ふ
（

防

セ ）

き

去

へ

し

、

少

も

油

断

す

る

事

な

か

れ

、

又

彼

弥

四

郎

め

、

予

か

心

に

叶

ひ

た

る

事

無

類
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な

り

、

掛

引

誠

に

不

思

儀

成

者

也

、

予

か

心

の

中
ニ

入

た

る

よ

り

も

予

か

心

を

知

り

、

諌

言

の

事

も

予

か

思

ひ

寄

な

き

事

を

言

た

り

、

然

共

、

奢

強

き

事

、

己

か

知

恵

分

限

よ

り

以

之

外

過

分

也

、

と

言

事

を

予

努
（
ゆ
め

々
ゆ
め
）

不

知

し

て

危

事

ニ

逢

た

り

、

末

代
ニ

も

、

主

君

た

る

者

の

心

付

へ

き

処

也

、

無

二

の

合

口

の

者

を

つ

か

ふ

時

ハ

、

唐

の

玄

宗

の

楊

貴

妃

を

考

へ

給

へ

と

申

へ

し

、

弥

四

郎

侈

強

ハ

予

か

事

を

真

実

に

不

思

ゆ

へ

也

、

只

是
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己

か

為

計

思

ひ

し

故

、

色

々

の

は

か

り

事

を

め

く

ら

し

た

り

、

末

代

と

て

も

如

此

の

者

ハ

天

下

国

家

の

災

ひ

也

と

知

り

て

、

侈

強

か

ら

さ

る

前

に

早

取

ひ

し

く

へ

し

、

又

汝

能

心

得

よ

、

彼

弥

四

郎

を

つ

か

ひ

し

時

、

清

康

公

、

召

仕

れ

し

家

老

共

有

、

然

る

に

功

に

も

不

立

事

な

か

ら

、

一

両

度

も

老

功

の

者

共

の

言

し

事

を

不

用

し

て

、

あ

な

か

ち

弥

四

郎

か

言

し

計

に

て

も

な

く

、

小

事

の

不

苦

儀

と

思

ひ

、

言

合

候

事

を



東照宮御遺訓 137

か

へ

候

得

は

、

夫

よ

り

家

老

共

、

我

に

遠

慮

出

来

た

り

、

仮

初

に

も

家

老

共

の

言

事

を

尤

と

請

て

後

変

改

す

る

ハ

悪

き

そ

、

縦

月

見

花

見

の

会

た

り

と

も

、

始

に

同

心

し

て

変

改

す

へ

か

ら

す

、

若

後

に

言

ひ

し

事

勝

れ

て

能

事

な

ら

ハ

、

初

め

言

ひ

し

家

老

を

よ

セ

、

僉

議

さ

セ

よ

、

前

後

を

く

ら

べ

ま

さ

り

た

る

方

に

一

味

同

心

す

る

や

う

に

被

仕

候

へ

と

申

へ

し

抑

、

主

に

諌

言

に

も

段

々

有

そ

、

己

か

身

の

飾

り

に

一
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言

ひ

、

己

か

威

を

強

く

仕

な

す

者

ハ

、

十

ハ

十

、

百

人

ハ

百

人

共

に

悪

逆

そ

、

主

人

た

る

者

の

専

要

に

勘

へ

き

事

也

、

是

を

大

方

ニ

吟

味

す

る

故

、

家

を

破

り

身

を

失

ふ

そ

、

就

中

、

汝

な

と

ハ

天

下

の

大

事

ニ

成

か

や

う

の

事

を

、

天

下

ハ

言

に

不

及

異

国

の

事

迄

も

聞

立

よ

、

善

悪

共

に

大

に

成

て

ハ

誰

も

知

事

也

、

少

の

内

に

聞

事

専

要

也

、

又

汝

等

を

始

め

家

老

の

上

の

事

に

か

く

し

目

付

を

言

付

、

日

々

夜

々

に

聞

、

若

無

道

成

事
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有

時

ハ

異

見

下

知

有

へ

し

、

定

而

将

軍

も

此

分

ニ

心

得

ら

る

ゝ

に

て

可

有

、

と

の

上

意

成

し

時

、

主

計

頭

申

上

る

ハ

、

上

意

の

こ

と

く

私

式

の

者

迄

も

左

様

に

被

仰

付

候

、

御

目

付

衆

ハ

誰

共

不

存

候

と

申

上

け

れ

ハ

、

又

上

意

に

、

惣

し

て

主

の

為

を

深

く

な

け

く

者

ハ

、

身

を

忘

れ

忠

信

に

の

ミ

心

を

入

、

物

毎

油

断

な

き

物

そ

、

身

を

か

さ

り

、

威

を

ふ

る

ひ

、

知

行

を

望

む

心

に

て

も

有

之

は

忠

信

に

て

な

し

、

源

義

経

※
私
式
の
者
＝
私
の
よ
う
な
者
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の

郎

等

ハ

一

騎

当

千

の

者

共

、

義

経

の

情

を

勘

し

義

経

所

領

な

け

れ

共

、

面

々

食

を

求

め

、

主

を

養

ひ

、

身

命

を

抛
ナ
ゲ
ウ
ツ

た

り

、

予

か

家

ニ

も

是

に

似

た

る

事

有

、

成

瀬

隼

人

な

と

ハ

鈴

木

か

心

を

写

し

た

る

そ

、

又

隠

し

目

付

を

言

付

る

と

て

家

老

共

を

無

心

元

思

ひ

て

の

事

ニ

て

ハ

な

き

そ

、

其

故

ハ

、

我

家

を

頼

程

ニ

て

無

心

元

可

思

事

な

し

、

無

心

元

思

ふ

程

な

れ

ハ

、

家

老

と

セ

す

、

家

老

も

又

主

君

の

家

を

愚

か

に

思

ふ

て

ハ

※
無
二

心
元
一

＝
こ
こ
ろ
も
と
な
く



東照宮御遺訓 141

家

老

と

言

か

た

し

、

家

に

随

ふ

て

栄

へ

、

家

に

し

た

か

ふ

て

亡

ひ

、

其

家

の

為

ニ

ハ

身

命

を

惜

む

事

な

く

、

親

の

子

を

そ

た

つ

る

こ

と

く

諸

人

を

憐

ミ

、

家

を

歎

を

以

て

家

老

と

い

ふ

そ

、

親

ハ

子

の

正

敷

す

く

や

か

成

を

好

む

も

の

そ

、

家

老

の

家

を

思

ふ

も

此

心

そ

、

主

の

事

を

子

に

た

く

ら

ふ

る

ハ

か

ろ

き

や

う

な

れ

共

、

親

の

子

を

思

ふ

ほ

と

真

実

成

事

な

し

、

又

我

子

を

捨

て

、

他

人

の

子

を

愛

す

る

者

ハ

有

ま

し
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我

子

に

万

能

を

教

る

に

、

諸

人

に

心

入

を

な

す

へ

し

夫

々

に

得

た

る

処

の

能

を

取

用

て

、

捨

事

な

か

れ

、

た

ゝ

我

身

の

六

根

手

足

を

つ

か

ふ

心

お
（
を
）

も

つ

て

人

を

と

れ

、

目

ハ

目

の

用

有

、

耳

鼻

ハ

耳

鼻

の

用

有

、

譬

へ

ハ

同

じ

鳥

な

れ

共

鷹

ハ

空

を

飛

能

有

、

鵜

ハ

水

に

入

て

用

有

、

面

々

の

得

物

あ

れ

ハ

、

一

人

に

何

事

も

そ

な

わ

ら

む

事

を

求

む

へ

か

ら

す

甲

州

の

勝

頼

、

信

玄

の

代

を

継

て

、

其

砌

の

合

戦

に

武

道

達

者

の

家

老

共

、

末

の

考

へ

ふ

か

く

し

て

一
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申

す

諌

言

を

不

用

し

て

、

無

分

別

第

一

の

跡

部

・

長

坂

、

一

寸

先

を

不

知

、

諌

め

を

用

ひ

戦

て

利

を

得

、
い

よ

〳
〵

彼

等

か

諌

計

を

用

、
老

功

の

家

老

の

諌

言

を

不

用

、

忽

国

を

失

ひ

身

亡

た

り

、

武

功

の

家

老

ハ

時

の

合

戦

の

勝

負

ハ

大

方

に

は

か

り

、

以

来

、

家

の

成

行

を

能

考

へ

諌

け

れ

共

、

勝

頼

一

へ

ん

に

し

て

愚

か

成

故

、

家

老

の

智

謀

も

不

用

、

忠

信

む

な

し

く

成

て

家

老

悉

く

打

死

し

て

、

家

終

に

亡

た

り

、

又

関

白

秀

次

、

木

村

か
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大

坂

の

城

ゟ

水

指

の

ふ

た

を

取

参

よ

し

申

ニ

付

て

、

是

を

賞

翫

し

て

秀

吉

の

大

恩

を

忘

れ

忽

亡

ら

れ

た

り

、

必

武

道

不

案

内

成

者

ハ

無

分

別

に

し

て

先

を

不

知

、

物

毎

俄

に

行

当

り

□
（
臆
）

病

也

、

臆

病

成

成

者

ハ

か

さ

つ

に

て

奢

つ

よ

し

、

奢

強

き

者

ハ

依

怙

ひ

い

き

有

、

如

此

の

者

ハ

一

門

家

臣

を

始

め

大

身

成

者

程

頼

ミ

に

な

ら

す

、

か

様

成

者

ハ

身

の

程

を

不

知

、

天

の

時

を

も

不

考

一

村

知

行

す

れ

は

天

下

を

も

望

る

ゝ

様

に
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心

得

、

敵

の

大

小

強

弱

を

も

不

弁

、

無

分

別

に

し

て

天

下

の

騒

動

を

成
（
な
す
）

物

そ

、

是

武

道

不

案

内

の

故

也

、

武

道

に

不

案

内

な

れ

は

、

必

私

欲

深

く

成
（
な
る
）

物

な

り

、

私

欲

深

く

成

時

ハ

、

国

民

つ

か

れ

亡

国

と

成

そ

、

武

道

の

達

人

は

、

仮

初

に

も

不

儀

無

道

ハ

な

き

そ

、

子

細

ハ

、

不

儀

邪

悪

に

て

ハ

戦

て

忽

チ

負

る

事

を

知

る

ゆ

へ

、

道

を

正

し

仁

義

を

守

る

に

よ

り

、

必

む

ほ

ん

逆

心

も

な

き

そ

、

然

共

右

に

度

々

言

ひ

聞

す

る

か

こ

と

く

、

手

前

の

か

ね

は

つ

れ
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て

ハ

他

を

糺

す

事

不

叶

そ

、

只

手

前

の

慎

を

第

一

に

せ

よ

、

日

本

の

諸

大

名

其

外

末

々

迄

も

慮

外

す

へ

か

ら

す

、

子

細

ハ

、

師
（
も
ろ

直
な
お
）

か

奢

、

慮

外

に

あ

き

て

、

尊

氏

に

恨

ミ

な

き

者

謀

反

し

石

田

か

奢

に

あ

き

て

、

秀

吉

に

恨

ミ

な

き

者

う
（

疎

と ）

み

は

て

た

り

、

か

や

う

の

事

を

聞

て

心

を

考

へ

よ

、

第

一

旗

本

諸

士

、

心

入

行

儀

作

法

、

天

下

の

大

名

、

心

入

仕

置

、

其

家

々

の

老

中

出

頭

人

の

作

法

を

能

々

糺

し

聞

へ

し

、

天

下

※
う
と
見
（
疎
み
）
＝
う
と
ん
ず
る
。

見
は
、
み
の
変
体
カ
ナ
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の

乱

の

本

ハ

将

軍

を

始

老

中

の

侈

よ

り

出
（
い
で

来 く）

る

物

そ

、

近

代

、

家

老

の

侈

に

よ

り

て

其

主

君

亡

ひ

し

ハ

、

上

杉

に

菅

野

上

原

、

千

葉

に

原

、

原

に

高

木

、

今

川

に

三

浦

、

斯

波

に

朝

倉

、

三

好

に

松

長

、

大

内

に

陶

、

赤

松

に

浮

田

、

浮

田

に

長

舩

、

武

田

に

跡

部

・

長

坂

、

其

外

此

類

多

し

、

爰

を

以

国

々

の

事

を

能

聞

、

侈

ル

臣

下

を

長

セ

さ

る

前

に

、

取

ひ

し

き

給

へ

と

申

へ

し
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又

上

意

に

、

竹

千

代

并

く
（

国

に ）

な

と

に

附

ら

る

ゝ

人

を

能

々

吟

味

仕

ら

れ

候

様

に

申

へ

し

、

父

子

の

間

の

滞

ハ

皆

家

人

よ

り

起

る

也

、

扨

、

子

共

の

智

恵

を

は

か

る

ハ

、

我

か

若

年

の

時

分

と

思

ひ

合

た

る

か

よ

し

、

予

、

三

郎

を

片

時

も

早

く

成

人

さ

セ

、

一

方

の

大

将

と

な

し

、

少

も

は

や

く

手

も

広

か

る

様

に

と

思

ひ

、

か

れ

か

年

の

考

へ

ハ

セ

す

し

て

智

恵

の

つ

か

ぬ

と

の

ミ

思

ひ

、

爰
（
こ
こ
）

か

不

足

か

し

こ

か

不

足

と

思

ひ

、

付

置

者

共

に

此

事

を

一

※
竹
千
代
…
後
の
徳
川
家
光

※
く
に
…
竹
千
代
の
弟

国
松
（
忠
長
）
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さ

セ

ぬ

る

ハ

あ

や

ま

り

、

此

諌

を

申

さ

ぬ

ハ

越

度

也

、

と

て

少

の

事

を

も

き

ひ

し

く

言

し

故

、

三

郎

に

附

奉

公

勤

る

者

共

ハ

改

易

な

と

申

付

る

様

に

諸

人

心

得

悲

し

ミ

た

る

と

也

、

嫡

子

に

奉

公

仕

候

へ

と

申

付

る

時

ハ

、

人

々

い

さ

ミ

進

悦

候

て

言

そ

、

其

子

も

繁

昌

し

其

家

も

盛

ん

に

成

へ

き

に

、

三

郎

に

附

し

奉

公

人

の

覚

悟

の

様

に

て

は

繁

昌

す

へ

き

や

う

な

し

、

子

共

に

附

る

奉

公

人

ハ

、

親

の

つ

か

ふ

者

よ

り

も

威

勢

あ

る

か

能

也

、
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子

細

ハ

、

春

日

大

明

神

ハ

藤

原

の

元

祖

な

り

、

此

故

に

春

日

の

御

祭

り

に

近

衛

殿

の

盃

を

春

日

の

明

神

に

ま

い

ら

セ

る

ゝ

、

然

に

尊

氏

の

末

、

公

家

武

家

共

に

衰

微

セ

り

、

此

時

近

衛

殿

手

前

ゟ

盃

を

上

る

ハ

上

代

の

事

也

、

今

末

世

の

私

盃

上

申

事

い

か

ゝ

成

、

と

て

別

の

土

器

を

神

前

に

備

に

御

酒

を

つ

き

候

へ

は

、

其

土

器

則

わ

れ

た

り

け

れ

ハ

、

近

衛

殿

、

世

ハ

末

世

成

と

い

へ

と

も

日

月

ハ

地

に

不

落

、

と

ハ

此

事

成

と

て

※
末
世
の
私
近
衛
家
こ
の
頃
衰
微
し
て
い
た
の
で

へ
り
く
だ
っ
て
言
っ
た
事
と
理
解
す

る
。
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涙

を

こ

ほ

さ

れ

た

り

と

也

、

是

ハ

春

日

の

明

神

其

子

孫

に

威

有

様

ニ

と

の

神

慮

也

、

予

、

三

郎

に

こ

り

て

か

く

言

そ

、

此

事

委
（
く
わ
し
）

く

秀

忠

に

申

へ

し

、

子

共

養

育

の

事

ハ

唯

家

人

に

有

そ

、

附

置

人

を

吟

味

仕

、

我

つ

か

ふ

者

よ

り

一

入

（
ひ
と
し
お
）

憐

愍

被

仕

候

へ

と

申

へ

し

、

尤

汝

等

も

左

様

に

心

得

、

若

き

者

共

に

も

い

ひ

聞

セ

よ

、

父

子

の

中

睦

ま

し

か

ら

さ

る

ハ

、

人

倫

第

一

の

ひ （

か 僻

言
事

）

也

、

大

小

上

下

共

に

此

上

の

大

事

ハ

な

き

そ

、
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さ

れ

ハ

三

郎

に

附

置

者

共

、

家

老

を

初

め

と

し

て

安

堵

の

心

な

く

、

若

殿

様

の

御

召

上

に

応

し

申

時

ハ

、

大

殿

様

の

御

前

悪

敷

と

て

心

入

深

く

奉

公

セ

す

、

そ

も

や

三

郎

か

気

に

入

た

る

者

を

予

に

く

む

へ

き

道

な

し

、

是

只

弥

四

郎

め

が

故

也

、

親

子

の

間

ハ

隔

て

な

く

、

悪

事

あ

ら

は

面

談

に

て

密

々

に

異

見

セ

よ

、

親

子

の

間

を

き

つ

と

し

て

家

老

共

計

に

異

見

さ

す

る

ハ

悪

敷

そ

、

父

子

睦

ま

し

か

ら

さ

れ

ハ

諸

人

疑

ふ

そ

、

う

た

か

へ

ハ

※
そ
も
や
…
接
続
語
「
そ
も
」
に
感
動
を
示
す

助
詞
「
や
」
の
つ
い
た
も
の
。

下
に
疑
問
や
否
定
の
語
を
伴
っ

て
用
い
、
そ
の
疑
問
や
否
定
を

強
め
る
。

い
っ
た
い
ま
あ
。

い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
。
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讒

言

も

起

る

物

そ

、

此

故

に

三

郎

ハ

悪

し

き

人

計

を

撰

ミ

附

ら

る

ゝ

と

思

ひ

、

互

の

心

行

違

そ

、

然

者

家

人

と

し

て

ハ

何

様

身

命

を

く

た

き

奉

公

す

へ

き

と

思

ひ

入

て

さ

へ

、

主

の

心

に

ハ

叶

ひ

か

た

き

に

、

い

は

ん

や

主

の

心

に

叶

ふ

を

迷

惑

に

思

ふ

て

ハ

何

能

事

の

有

へ

き

や

、

如

此

の

里
（
理
）

を

見

合

悪

逆

無

道

の

弥

四

郎

め

予

か

前

に

て

ハ

若

殿

様

御

不

覚

悟

何

共

笑

止

千

万

に

奉

存

候

と

い

ひ

、

或

時

ハ

御

守

何

某

不

覚

悟

也

、

又

ハ

是

ハ

若

殿

は
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能

候

得

共

何

某

が

所

為

と

言

ひ

け

る

故

、

三

郎

か

召

仕

者

共

、

大

小

上

下

共

に

身

を

い

た

き

、

只

一

日

暮

し

の

覚

悟

也

、

又

弥

四

郎

め

三

郎

か

前

ニ

て

ハ

大

殿

様

は

左

様

に

御

行

儀

の

事

も

き

ひ

し

く

不

被

仰

候

へ

と

も

、

御
（
お
も

守 り）

共

か

分

別

た

て

に

て

、

如

斯

申

上

候

と

言

ひ

、

右

に

予

か

吟

味

を

以

如

斯

仕

候

へ

と

申

付

候

事

を

、

己

も

尤

と

言

な

か

ら

却
而

三

郎

へ

ハ

守

共

の

仕

業

と

言

ひ

聞

す

る

に

よ

り

、

三

郎

も

弥

四

郎

め

か

ま

い

す

と

ハ

不

知

し

て

、

只

守

共

か

※
い
た
き
…
い
抱
き

※
分
別
だ
て
に
＝
物
事
を
わ
き
ま
え
て
こ
と

さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
様
子

を
す
る
。

「
隠
し
立
て
」
「
か
ば
い
だ

て
」
等
々
の
「
…
だ
て
」

※
ま
い
す
（
売
僧
・
売
子
）
＝
人
を
だ
ま
し
た

り
、
嘘
を
つ
い
た
り
す
る
者
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不
（
い
ら

入 ざる

事 事）

を

い

ふ

と

思

ひ

承

引

せ

す

、

又

守

共

、

如

此

諫

め

候

て

も

、

水

に

絵

を

書

と

申

こ

と

く

無

是

非

御

不

覚

悟

成

そ

、

あ

き

れ

ハ

て

迷

惑

仕

け

れ

共

、

弥

四

郎

か

前

に

て

ハ

是

も

大

事

な

し

、

か

れ

も

苦

し

か

ら

ぬ

御

事

也

と

て

、

秀

次

か

申

セ

し

こ

と

く

悪

事

の

例

を

引

て

い

ひ

聞

せ

た

り

、

そ

れ

の

ミ

な

ら

す

、

弥

四

郎

か

奢

悪

心

に

思

れ

惣
（
す
べ
て
）

家

中

の

者

と

も

大

小

上

下

共

に

身

を

い

た

き

、

ゆ

る

や

か

な

る

心

少

も

な

く

、

気

遣

深

く

人

の

心



東照宮御遺訓 156

替

り

入

如

に

成

て

家

中

穏

か

な

ら

す

、

此

時

不

慮

の

事

あ

ら

ハ

家

の

滅

亡

な

ら

ん

、

と

て

清

康

公

ゟ

の

老

功

の

者

共

も

眉

を

ひ

そ

め

居

た

り

と

也

、

此

事

も

弥

四

郎

亡

ひ

て

後

に

こ

ま

か

に

聞

て

誠

に

後

悔

千

万

、

只

今

も

其

事

を

思

ひ

出

セ

ハ

、

惣

身

よ

り

汗

出

る

そ

、

何

ほ

と

才

覚

あ

り

て

気

に

入

た

る

者

也

共

、

侈

者

手

く

ろ
ウ

者

を

左

様

に

し

給

ふ

へ

か

ら

す

、

と

申

へ

し

、

忠

信

深

く

智

恵

有

者

ハ

す

こ

し

も

不

侈

※
手
く
ろ
う
者
＝
手
く
ろ
者

他
人
を
だ
ま
す
駆
け
引
き
に
長
じ

た
人
。

他
人
の
目
を
ご
ま
か
す
に
せ
者
。
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も

の

そ

、

彼

弥

四

郎

め

若

キ

者

を

そ

ゝ

の

か

し

無

是

非

次

第

、

予

一

世

の

間

忘

る

ゝ

隙

な

し

、

と

の

上

意

に

て

、

御

涙

を

流

し

給

へ

ハ

、

主

計

頭

も

御

愁

腸

の

御

様

体

を

伺

ひ

奉

り

、

御

理

（
こ
と
わ
り
）

至

極

に

奉

存

、

ひ

そ

か

に

袖

を

ぬ

ら

し

た

り

又

上

意

に

、

報

応

と

ハ

善

悪

の

行

ひ

に

よ

り

て

吉

凶

の

む

く

ひ

有

を

い

ふ

、

人

あ

し

か

れ

と

思

ふ

者

ハ

必

其

報

に

て

我

身

悪

敷

也

、

又

汝

な

と

か

や

う

に

主

の

心

に

叶

ひ

た

る

者

、

主

の

威

勢

一
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を

か

り

人

に

慮

外

を

す

る

時

ハ

、

汝

等

か

眼

前
ニ

而

ハ

主

の

威

強

き

故

伏

か

ゝ

め

共

、

か

け

に

て

ハ

必

う （

と
疎

む

む ）

そ

、

諸

人

疎

と

き

ハ

忽

に

天

道

に

放

れ

終

に

身

を

失

ふ

そ

、

又

諸

将

一

寸

先

を

不

知

に

、

家

頼
（
来
）

を

い

た

め

民

を

苦

し

め

、

私

欲

ふ

か

き

時

ハ

其

報

ひ

に

て

家

を

亡

し

、

身

を

失

ひ

、

一

門

一

時

に

滅

亡

す

る

そ

、

さ

れ

は

人

王

二

十

九

代

宣

化

天

皇

の

御

勅

（
み
こ
と
の
）

り

に

、

食

ハ

天

下

の

本

也

、

黄

金

万

貫

有

て

も

飢

を

療

す

へ

か

ら

す

、

白

玉

千

箱

有

共

何

そ
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能

冷

を

す

く

ハ

ん

や

、

と

て

大

臣

に

命

し

て

国

々

に

御

倉

を
（
に
）

糧

を

つ

ミ

貯

へ

、

縦

へ

不

慮

の

事

有

共

人

民

の

命

を

す

く

ふ

へ

き

と

の

御

心

也

、

人

を

利

す

る

も

の

ハ

天

是

に

幸

ひ

し

、

人

を

害

す

る

者

ハ

天

是

に

禍

ひ

す

る

と

い

ふ

そ

、

是

天

の

報

也

、

又

春

秋

と

い

ふ

書

に

、

国

家

の

政

道

す

な

を

な

る

時

ハ

日

蝕

月

蝕

の

い

ろ

う

す

く

、

政

道

あ

し

く

人

民

苦

し

む

時

ハ

蝕

の

色

黒

き

と

有

そ

、

扨

又

当

家

へ

対

し
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て

ハ

縦

少

々

無

礼

慮

外

有

共

是

を

と

か

む

る

事

な

か

れ

、

害

に

な

ら

ぬ

事

そ

、

只

大

小

上

下

共

に

家

人

を

苦

し

め

、

民

の

か

ん

苦

を

不

知

、

私

欲

有

侍

ハ

、

天

道

に

背

て

天

道

の

大

敵

そ

、

必

是

を

取

ひ

し

く

へ

し

、

凡

人

ハ

万

物

の

霊

と

て

万

物

す

く

れ

た

る

生

も

の

に

て

皆

天

道

の

子

也

、

然

時

ハ

我

子

を

悪

し

く

せ

ら

れ

て

、

其

親

其

者

を

何

そ

よ

く

セ

ん

や

、

故

に

天

の

子

を

い

た

む

る

者

を

は

天

道

必

是

を

に

く

ミ

亡

し

給

ふ

也

、

誠

に
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人

間

の

貴

賤

ひ
ん

（

貧

ふ
く

福

）

の

替

り

ハ

あ

れ

と

、

生

れ

く

る

身

ハ

か

わ

り

な

き

、

人

か

人

を

い

た

む

る

人

を

は

、

必

天

道

い

た

め

給

ふ

と

知

へ

し

、

然

共

侈

強

き

う

つ

け

者

は

人

間

の

本

来

を

不

知

ゆ

へ

、

大

身

高

位

に

計

智

恵

分

別

有

様

に

心

得

、

同

じ

人

間

を

虫

の

や

う

に

思

ふ

に

よ

り

必

家

を

破

る

も

の

そ

、

扨

又

子

共

育

や

う

ハ

、

武

士

ハ

武

士

を

付

た

る

か

能

そ

、

上

杉

則
（
憲
ヵ
）

政

の

龍

王

か

事

を

定

て

聞

及

た

る

ら

ん

、

如

此

の

覚

悟

以

之

外

※
育
や
う
ハ
…
育
様
ハ

＝
育
て
方
は

※
龍
王
…
上
杉
憲
政
の
嫡
男
で
竜
若
丸
の

こ
と
ヵ
。

北
条
氏
康
に
首
を
は
ね
ら
れ
た
。
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悪

敷

そ

、

子

を

育

に

ハ

、

忘

れ

て

も

柔

弱

に

馴

、

又

血

気

の

小

勇

を

こ （

の 好

ま ま

さ ざ

る
る

）

様

に

す

へ

し

人

の

基

ハ

慈

悲

也

、

慈

悲

有

者

ハ

当

分

悪

敷

事

有

て

も

必

な

を

る

物

そ

、

無

慈

悲

成

者

ハ

人

に

成

事

な

し

、

秀

次

な

と

の

様

に

無

慈

悲

に

し

て

ハ

人

に

成

か

た

き

物

そ

、

只

父

子

の

中

ハ

睦

ま

し

く

し

て

か

さ

る

事

な

か

れ

、

家

人

忠

信

た

て

に

て

父

子

の

中

を

そ

こ

の

ふ

物

そ

、

何

事

も

具

に

聞

て

心

底

に

納

、

思

案

工

夫

し

て
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其

上

に

て

異

見

を

加

へ

給

へ

と

申

へ

し

、

子

共

に

あ

ら

異

見

し

て

、

其

子

世

を

捨

て

身

を

失

ひ

し

事

多

そ

、

人

の

父

の

遠

慮

可

有

事

也

、

又

汝

か

心

底

に

可

納

事

ハ

、

彼

弥

四

郎

も

初

ハ

謀

反

逆

心

の

事

ハ

少

し

も

思

ハ

さ

れ

共

、

己

か

智

恵

浅

き

ゆ

へ

人

を

う

つ

け

と

見

、

様

々

の

事

を

た

く

み

侈

て

、

家

中

こ （

そ
こ

ぞ

つ
っ

て

て ）

う

と

む

事

を

聞

て

止

事

を

不

得

し

て

敵

に

内

通

セ

し

也

、

是

忠

信

な

き

ゆ

へ

也

、

汝

忠

信

深

く

奉

公

を

勤

よ

、

※
あ
ら
異
見
＝
雑
な
異
見
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人

に

も

身

に

も

去

へ

き

物

ハ

奢

そ

、

雅 （酒

楽 井）

・

大 （土

炊 井）

処

へ

出

入

し

て

万

事

を

習

ひ

勤

よ

又

上

意

に

、

大

炊

若

き

時

分

、

予

或

侍

に

役

儀

を

可

申

付

と

お

も

ひ

、

彼

者

ハ

何

様

の

人

柄

か

と

尋

け

れ

ハ

、

大

炊

申
ニ

ハ

、

此

者

私

処

へ

終

に

不

参

候

故

不

存

と

申
ニ

付

、

扨

々

汝

ハ

左

様

の

者
ニ

て

可

有

と

ハ

不

知

し

て

、

予

か

口

ま

ね

を

さ

セ

け

る

そ

、

子

細

は

、

彼

等

ハ

余

り

人

の

知

ま

し

き

身

上

の

者

ニ

て

も

な

け

れ

ハ

、

汝

か

処

へ

出

入

不

仕

と

て

不

存

と

可

申

一
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道

な

し

、

人

の

善

悪

を

糺

し

、

能

者

の

う

つ

も

れ

す

、

悪

敷

者

に

事

を

司

と

ら

セ

さ

る

や

う

に

し

、

尤

予

に

非

有

時

ハ

諌

言

を

申

役

な

る

に

、

さ

て

〳
〵

心

得

ぬ

事

を

申

物

哉

、
汝

か

処

へ

出

入

仕

者

計

の

善

悪

を

能

し

り

、

其

他

を

不

知

時

ハ

汝

か

所

へ

出

入

仕

も

の

ゝ

内

に

能

人

有

を

撰

ミ

役

に

か

け

立

身

さ

セ

は

、

家

中

こ

そ

つ

て

大

炊

所

へ

出

入

す

る

者

ハ

善

悪

共

に

立

身

す

る

や

う

に

取

さ

た

仕

ら

ハ

、

彼

慾

ふ

か

き

む

さ

ほ

り

も

の
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縁

を

求

め

て

汝

か

処

へ

出

入

す

へ

し

、

尤

何

程

出

入

仕

た

り

共

、

う

し

ろ

闇

く

悪

敷

者

を

能

と

申

、

自

分

の

威

を

ふ

る

ふ

へ

き

と

ハ

お

も

ハ

し

、

主

を

う

し

ろ

に

し

て

ハ

天

は

つ

有

、

夫
（
そ
れ
）

を

不

知

汝

に

て

ハ

是

な

し

、

然

共

予

か

家

ニ

も

彼

弥

四

郎

あ

れ

ハ

、

さ

や

う

の

者

同

前

に

諸

人

、

汝

を

も

思

ふ

時

ハ

予

か

目

か

ね

も

違

ひ

、

汝

も

悪

名

を

え （得

ん ん）

そ

、

惣

し

て

武

勇

智

謀

も

有

て

、

主

の

用

に

可

立

と

思

ふ

者

ハ

、

軽

薄

を

な

し

不

儀

成

事
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に

て

立

身

す

へ

き

と

ハ

思

ハ

ぬ

物

そ

、

さ

や

う

の

者

ハ

縦
（
た
と
い
）

汝

に

無

礼

を

す

る

共

汝

か

方

よ

り

手

を

入

、

念

頃

に

す

へ

し

、

是

を

忠

信

の

家

老

と

い

ふ

、

人

の

元

気

衰

□

ぬ

れ

ハ

、

死

す

る

こ

と

く

に

家

も

元

気

お

と

ろ

へ

ぬ

れ

ハ

滅

亡

す

る

そ

、

家

の

盛

に

成

と

言

ハ

、

諸

人

主

の

為

に

身

の

程

を

も

忘

れ

、

諸

士

の

風

俗

・

義

理

に

強

く

柔

弱

卑

劣

な

ら

す

、

諂

（
へ
つ
ら
い
）

の

心

な

く

忠

信

を

は

け

ミ

つ

よ

け

れ

ハ

、

奉

行

頭

人

に

も

間
（
あ
い
だ
）

に

慮

外

も
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有

物

そ

、

惣

し

て

人

若

き

時

ハ

血

気

強

故

物

に

屈

せ

す

、

人

に

無

礼

も

有

物

也

、

家

衰

へ

ぬ

る

時

は

縦

ハ

台

所
ニ

て

成

共

食

仕

不

飢

か

能

と

思

ひ

、

鼻

は

曲

り

て

も

息

さ

へ

出
（
い
ず
れ
）

は

と

思

ふ

様

に

侍

の

風

俗

衰

ぬ

る

に

よ

り

、

彼

弥

四

郎

こ

と

き

の

侈

者

弥

諸

侍

の

頭

を

押

ゆ

る

故

必

家

滅

亡

す

る

物

そ

、

弥

四

郎

奢

つ

よ

く

て

予

か

家

の

大

成

災

に

な

ら

ん

と

セ

し

か

共

、

予

か

家

武

道

盛

ん

な

る

故

運

ひ

ら

き

た

り

、

惣

し

而

家

盛

成

時

は
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諸

人

銘

々

ハ

家

職

を

勤

め

、

身

の

程

を

知

、

武

士

ハ

武

道

の

外

他

事

な

く

、

義

理

の

セ

ん

さ

く

深

く

か

さ

り

、

へ

つ

ら

い

事

な

く

心

底

と

詞

と

二

ツ

な

く

、

童

子

の

父

母

に

あ

へ

る

か

こ

と

く

に

主

人

家

老

に

し

た

し

め

、

主

人

、

家

老

ハ

子

と

ひ

と

し

く

愛

す

る

を

名

君

良

臣

と

言

そ

、

此

心

ハ

主

ハ

父

に

同

し

、

家

老

ハ

母

に

同

し

と

心

得

よ

又

家

を
（

衰

と ）

ろ

ゆ

る

時

ハ

、

武

道

絶

て

柔

弱

非

礼

の

奢

者

出

て

権

柄

を

取

ゆ

へ

、

万

事

己

か

心

に
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た

く

ら

へ

武

士

の

役

儀

を

忘

れ

、

武

道

の

は

け

み

有

者

ハ

当

風

に

不

合

時

し

ら

ぬ

か

た

く

な

者

也

、

と

て

人

外

の

様

に

取

成

し

を

し

ち

ゝ

め

、

あ

ら

き

息

を

も

つ

く

事

不

成

様

に

な

る

は

是

家

の

衰

へ

な

り

、

子

細

ハ

、

家

職

の

外

の

事

こ

そ

、

す

き

も

き

ら

ひ

も

、

折

も

、

時

も

あ

れ

、

家

職

と

言

ハ

人

間

ハ

米

を

食

し

、

鷹

ハ

肉

を

く

ら

ふ

こ

と

く

、

武

家

ハ

治

国

ニ

も

乱

国

ニ

も

武

道

に

怠

る

事

な

か

れ

、

武

道

と

い

ふ

ハ

、

命

を

的

に

か

け

、

義

理

を

勤

る

※
当
風
に
不
合
時
し
ら
ぬ
か
た
く
な
者
…

時
代
遅
れ
の
頑
固
者
と
決
め
つ
け
ら

れ
る
の
で
身
く
を
小
さ
く
し
て
。
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事

を

第

一

と

す

る

な

れ

ハ

、

大

方

ニ

し

め

て

ハ

諸

士

命

を

的

に

懸

ぬ

物

そ

、

命

程

大

切

成

物

又

何

か

有

哉

、

当

座

に

死

す

る

ハ

安

く

、

な

か

ら

へ

て

謀

を

め

く

ら

す

ハ

か

た

し

、

と

言

ハ

、

天

下

に

も

す

く

な

き

武

将

の

上

の

事

也

、

先

命

捨

か

た

き

な

る

そ

、

能

考

よ

、

此

身

に

た

く

ら

へ

て

、

天

下

の

政

道

を

セ

よ

、

た

と

へ

ハ

此

一

身

を

国

と

心

得

、

心

を

大

将

と

し

、

其

外

耳

鼻

目

口

手

足

を

諸

将

・

諸

士

・

諸

人

と

し

れ

、

見

る

事
ニ

ハ

目

、

聞

事
ニ

ハ
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耳

、

か

ぐ

事
ニ

は

鼻

、

味
ニ

ハ

舌

、

行
ニ

ハ

足

、

う

つ
ニ

ハ

手
、
と
る
ニ

ハ
指
也
、
然
を
く
ら
き
時
ハ
、
目
ハ
役
ニ

た
ゝ
す

耳

よ

し

、

行

時

ハ

手

ハ

い

ら

す

、

座

す

る

時

は

足

ハ

不

入

と

て

、

誰

か

是

を

す

て

ん

や

、

武

家

ハ

治

乱

共

に

武

道

を

不

捨

し

て

用

る

ハ

此

心

そ

、

此

理

を

不

知

し

て

武

家

に

武

道

を

愚

か

に

す

れ

ハ

、

天

下

ミ

た

る

ゝ

そ

、

然

時

ハ

又

別

の

武

道

の

達

人

に

天

道

ゟ

天

下

国

家

の

執

柄

を

あ

た

へ

給

ふ

故

、

乱

た

る

家

ハ

亡

ふ

る

そ

、

尤

国

々
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所

々

の

将

、

武

道

を

疎

（
お
ろ
そ
か
）

に

し

て

、

私

欲

深

く

し

て

民

を

苦

し

む

る

事

の

有

之

ハ

、

是

を

い

ま

し

む

る

か

天

下

を

知

る

役

也

、

さ

れ

ハ

人

老

ぬ

れ

ハ

色

も

う

る

ハ

し

か

ら

す

、

力

お

ち

、

腰

か

ゝ

ミ

、

心

も

よ

わ

り

、

目

う

す

き

ゆ

へ

、

礼

す

へ

き

も

の

を

礼

せ

す

、

礼

す

ま

し

き

者

ニ

ハ

礼

す

る

や

う

に

成

そ

、

其

こ

と

く

家

も

老

と

な

れ

ハ

、

主

君

の

用

ニ

も

可

立

善

人

を

ハ

捨

置

、

悪

人

を

は

敬

ふ

物

そ

、

家

老

ハ

家

の

年

よ

ら

す

に

い

つ

迄

も
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盛

ん

成

や

う

に

す

る

か

よ

し

、

然

共

治

平

の

末

に

其

家

破

れ

ん

と

て

ハ

、

今

川

の

三

浦

右

衛

門

な
（

等

と ）

か

様

成

者

出

て

奢

ぬ

れ

ハ

、

家

を

と

ろ

へ

諸

人

の

勇

気

ぬ

け

、

右

衛

門

こ

と

き

の

者

に

も

ひ

れ

ふ

し

け

れ

ハ

、

家

能

治

り

た

り

と

て

己

か

手

柄

の

や

う

に

思

ふ

そ

、

臆

病

者

ハ

武

道

を

嫌

ひ

、

軍

役

の

勤

も

不

知

し

て

、

泰

平

〳
〵

と

計

い

ひ

、

自

分

の

家

に

口

に

て

武

威

を

付

、

女

童

の

か

み

鳴

の

時

桑

原

〳
〵
と

い

ひ

、

地

晨 （震
）
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す

る

時

、

万

歳

楽

と

言

に

似

た

り

、

是

に

て

万

事

を

心

得

よ

、

汝

な

と

に

対

し

て

も

す

く

れ

て

ゐ （

ん 慇

き 懃

ん ）

す （過

き ぎ）

、

是

ハ

一

言

を

も

い

ふ

へ

き

事

を

汝

か

詞

に

ま

か

せ

、

付

や

り

に

す

る

な

ら

ハ

、

其

者

ハ

け

い

は

く

者

か

、

又

左

様

の

者

多

ハ

当

家

う

ん

の

末

か

と

心

を

付

よ

、

老

人

の

身

に

薬

を

用

ひ

灸

を

す

へ

、

若

キ

子

を

名

代

に

出

す

こ

と

く

に

心

得

、

武

道

の

お

と

ろ

へ

さ

る

や

う

に

覚

悟

第

一

也

、

静

謐

※
い
ん
ぎ
ん
（
慇
懃
）
＝
き
わ
め
て
丁
寧
な

こ
と
。

※
付
や
り
＝
突
き
や
る
ヵ
。

勢
い
よ
く
お
し
や
る
。
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の

世

ほ

と

、

諸

士

の

頭

の

さ

か

ら

さ

る

や

う

に

あ

ひ

し

ら

ひ

、

勇

気

を

い

さ

め

振

ハ

セ

、

銘

々

の

心

底

を

真

意

に

詞

を

出

す

や

う

に

仕

置

を

す

へ

し

、

其

者

の

心

さ

し

、

心

底

に

の

ミ

有

て

口

に

出

さ

る

時

は

、

何

様

の

者

共

諸

奉

公

人

の

く

ら

ゐ

そ

れ

〳
〵

に

知

れ

難

も

の

そ

、

乱

世

ゟ

六

ケ

敷

ハ

治

世

の

仕

置

そ

、

然

共

家

の

末

に

成

時

ハ

大

将

も

大

将

の

器

量

な

き

故

、

心

セ

ハ

く

我

心

の

や

う

に

一

様

に

諸

人

を

仕

な

す

に

※
あ
ひ
し
ら
ひ
＝
応
対
す
る
こ
と
。

あ
え
し
ら
い
。
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よ

り

、

静

謐

の

時

は

家

中

治

り

た

る

や

う

な

れ

共

、

少

ニ

て

も

骨

か

ま

ま

し

き

事

有

時

は

、

諸

人

心

柔

弱

に

し

て

ほ

こ

先

曲

る

物

そ

、

唯

か

り

そ

め

に

も

武

士

ハ

勇

気

の

有

か

能

そ

、

い

か

に

男

の

か

た

ち

を

請

て

も

、

心

女

に

て

柔

弱

非

礼

を

好

み

、

侈

強

き

者

ハ

必

め

り

や

す

き

物

そ

、

扨

又

汝

等

ハ

仮

初

に

も

け

い

は

く

成

物

を

好

む

へ

か

ら

す

、

但

又

大

き

成

咎
（
と
が
）

も

な

き

に

追

放

セ

よ

と

い

ふ
ニ

は

な

き

そ

、

子

細

は

、

多

の

人

の

内

に

色

々

※
骨
か
ま
て
…
…

＝
荒
々
し
い
風
が
あ
る
時
は
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様

々

の

者

有

へ

し

、

さ

れ

ハ

家

老

の

行

（
お
こ
な
い
）

に

ハ

、

其

善

悪

を

能

し

り

、

善

人

ハ

事

を

取

、

夫

々

の

奉

行

役

人

と

成

し

、

邪

に

ひ

か

ミ

た

る

小

人

ハ

役

儀

ニ

か

け

す

、

下

に

有

て

政

道

の

妨

に

な

ら

ぬ

や

う

に

す

へ

し

、

然

共

汝

か

目

の

前

の

事

計

知

り

て

ハ

家

老

と

ハ

言

か

た

し

、

と

い

ひ

聞

セ

け

れ

は

、

大

炊

赤

面

し

、

御

尤

至

極

奉

存

候

と

い

ひ

、

泪

を

な

か

セ

し

か

、

今

大

炊

な

と

に

つ

ゝ

く

家

老

我

朝

に

多

く

可

有

共

不

覚

、

惣

し

て

心

に
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誠

有

者

ハ

至

極

の

道

理

を

聞

て

ハ

た

ち

ま

ち

其

あ

や

ま

り

を

改

る

物

そ

、

何

の

下

賎

の

者

の

い

ふ

事

に

て

も

、

至

極

の

理

を

破

る

事

な

か

れ

、

か

た

ま

し

き

者

ハ

己

か

威

を

立

、

能

事

を

聞

て

も

改

め

さ

る

物

そ

、

左

様

の

気

質

の

者

ハ

大

将

ハ

家

を

破

り

、

家

老

ハ

主

を

亡

す

物

そ

、

是

君

臣

共

に

う

つ

け

者

の

作

法

如

斯

そ

、

又

人

の

明

言

を

聞

て

、

其

者

の

前

ニ

て

ハ

あ

し

く

言

な

し

、

其

事

を

取

も

の

有

、

是

又

姦カン

人

と

言

者

也

、

誠

の

道

ハ

我

※
か
た
ま
し
（
動
詞
「
か
だ
む
」
の
形
容
詞
化
）

奸
ま
し
・
姧
ま
し

か
た
ま
し
き
者
ハ
＝

悪
賢
く
て
誠
意
が
な
い
者
ハ
。



東照宮御遺訓 180

思

ふ

事

を

人

か

言

出

し

た

る

時

ハ

、

我

思

ひ

よ

り

た

る

と

同

し

き

と

ハ

不

言

し

て

、

扨

も

名

誉

成

事

言

た

り

と

て

、

其

者

を

褒

美

す

る

者

そ

、

如

此

無

之

時

ハ

重

而

能

事

を

思

ひ

よ

り

て

も

い

は

ぬ

も

の

そ

又

上

意

に

、

神

屋

を

新

参

に

抱

し

時

分

に

、

神

屋

中

途

に

て

雅

楽

に

会

ひ

、

脇

へ

よ

り

礼

を

セ

し

に

雅

楽

何

そ

物

を

思

ひ

行

け

る

に

や

、

礼

を

合

セ

す

通

り

た

り

け

れ

ハ

、

夫

ゟ

後

、

神

屋

、

雅

楽

に

逢

て

一
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無

礼

を

仕

、

折

々

慮

外

も

有

之

と

聞

に

よ

り

案

外

の

や

つ

と

思

ひ

、

隙
（
ひ
ま
）

を

出

す

へ

き

か

と

思

へ

と

も

、

内

証

を

聞

に

、

人

か
（

柄

ら ）

能

殊
ニ

奉

公

も

能

勤

る

よ

し

申

に

付

、

か

様

の

者

に

隙

出

し

な

ハ

諸

奉

公

人

各

身

を

疑

か

ハ

し

く

思

ふ

へ

し

、

一
ニ

ハ

、

雅

楽

か

さ

ゝ

へ

た

る

と

諸

人

思

ふ

時

ハ

、

如

在

な

き

雅

楽
ニ

悪

名

を

付

ん

も

い

か

ゝ

た

り

、

又

其

分

ニ

て

置

は

家

老

の

威

薄

く

成

て

家

の

し

ま

り

な

し

と

思

ひ

、

予

か

分

別

に

、

頓

て

知

行

を

遣

し

候

時

分

※
さ
ゝ
へ
た
る
＝
陰
口
し
た
る

※
如
在
（
じ
ょ
さ
い
・
如
才
）
な
き

＝
あ
る
が
ま
ま
に
す
る
こ
と
は
な
い
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神

屋

こ

ら

へ

ぬ

も

の

ゝ

よ

し

聞

候

へ

は

、

定

て

い

と

ま

を

乞

可

申

、

然

時

は

諸

奉

公

人

も

う

た

か

ハ

し

か

ら

す

、

雅

楽

事

を

も

何

共

申

間

敷

と

思

ひ

知

行

八

百

石

の

折

紙

を

調

（
と
と
の
え
）

、

一

両

日

中
ニ

呼

出

し

可

遣

と

思

ふ

処

に

、

雅

楽

是

を

聞

て

神

屋

に

知

行

被

下

由

承

申

候

、

此

者

ハ

事

之

外

能

奉

公

人

に

て

御

座

候

、

一

か

と

御

用
ニ

も

立

可

申

と

奉

存

候

千

石

の

御

約

束

に

て

候

得

共

、

御

約

束

よ

り

過

分

に

被

遣

可

然

様

ニ

奉

存

候

、

と

申

に

付

※
一
か
と
（
ひ
と
か
ど
）
＝
ひ
と
き
わ
す
ぐ
れ

て
い
る
こ
と
。
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さ

れ

ハ

此

者

ハ

以

之

外

成

慮

外

者

と

聞

し

故

、

八

百

石

可

遣

と

思

ひ

、

折

紙

を

し

た

ゝ

め

置

た

り

と

い

へ

は

、

雅

楽

頭

申

や

う

、

以

之

外

の

御

事

に

て

候

、

此

者

な

と

を

左

様

に

被

成

候

ハ

ヽ

、

重
而

能

奉

公

人

御

家

を

望

申

間

敷

と

申

ニ

付

、

汝

か

言

処

同

心

し

か

た

し

、

子

細

ハ

、

予

か

家
ニ

而

汝

な

と

に

慮

外

す

る

者

誰

か

可

有

に

、

此

者

ハ

慮

外

の

ミ

有

之

と

聞

、

然

ハ

今

度

知

行

を

扣
（
控
）

遣

候

ハ

ヽ

定

而

暇

を

乞

可

申

候

、

其

時

暇

可

遣

と

お

も

ひ
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如

此

と

い

へ

ハ

、

雅

楽

頭

申

ハ

、

御

意

之

通

に

て

御

座

候

、

結

構

に

被

召

仕

候

私

故

、

今

御

家

に

て

私

共

に

忘

れ

て

も

無

礼

仕

候

者

無

御

座

候

、

然

処

に

此

神

屋

ハ

心

強

く

無

礼

仕

候

、

依

之

一

か

と

用
ニ

立

可

申

者

と

奉

存

、

如

此

申

上

候

、

と

し

き

り

ニ

申

に

付

、

知

行

何

程

遣

し

可

然

か

と

い

へ

ハ

、

雅

楽

申
ニ

は

、

二

千

石

可

然

奉

存

と

申
ニ

付

、

其

儀

な

ら

ハ

初

め

約

束

の

こ

と

く

千

石

可

遣

と

い

へ

ハ

、

雅

楽

ハ

是

非

〳
〵

二

千

石

と

言

時

、
其

余

の

家

老

共

只
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千

五

百

石

被

遣

候

て

可

然

と

申

に

付

、

神

屋

を

呼

出

し

予

か

思

ふ

処

と

雅

楽

か

所

存

と

申

聞

セ

、

知

行

千

五

百

石

遣

候

へ

ハ

、

此

者

城

ゟ

直

に

雅

楽

か

所

へ

行

、

此

中

の

手

前

あ

や

ま

り

御

免

被

下

候

様

ニ

と

涙

を

流

し

理

申

の

よ

し

、

其

後

よ

き

か

セ

き

仕

り

、

人

か

ら

も

能

候

故

、

今

程

物

頭

に

な

セ

し

そ

、

惣

而

主

に

諌

言

の

い

ひ

、

時

の

政

道

の

善

悪

を

吟

味

し

、

主

の

為

能

事

を

注

進

す

る

者

を

ハ

、

武

道

不

知

小

人

ハ

推

参

也

、
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指

出

者

身

の

程

不

知

、

気

違

な

と

ゝ

言

成

し

て

終

に

身

代

滅

亡

さ

す

る

物

成

故

に

、

心

あ

る

者

も

主

君

の

た

め

諌
（
い
さ
め
）

た

き

事

と

ハ

思

ひ

な

か

ら

身

上

の

め （

つ 滅

ほ 亡

う ）

し

、

妻

子

け

ん

そ

く

路

頭

に

立

を

悲

し

ミ

て

諌

を

い

は

ぬ

物

そ

、

又

忠

信

に

し

て

諌

言

を

言

者

ハ

、

却

て

世

に

落

ふ

れ

悪

敷

成

行

ハ

、

我

身

ハ

と

も

か

く

も

な

れ

共

子

供

の

不 （ふ

便
び
ん
）

成

ハ

計

な

き

故

、

身

代

滅

亡

を

苦

し

め

、

子

共

に

も

男

た

て

す

へ

か

ら

す

と

言

※
指
（
差
）
出
者
（
さ
し
で
も
の
）
＝

出
過
ぎ
た
言
動
を
す
る
人
。

で
し
ゃ
ば
り
。

※
身
代
＝
個
人
ま
た
は
一
家
が
有
す
る
す
べ

て
の
財
産
。
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聞

せ

ぬ

る

故

、

若

手

に

勇

気

成

侍

な

く

、

柔

弱

に

成

り

皆

女

人

の

様

に

成

物

そ

、

是

家

の

滅

亡

の

本

そ

、

段

々

言

聞

す

る

こ

と

く

治

国

ニ

乱

世

を

忘

れ

さ

れ

と

い

ふ

ハ

、

合

戦

を

な

す

時

ハ

何

様

の

下

賎

の

者

に

て

も

味

方

に

利

有

事

を

い

へ

ハ

、

恋

し

き

子

に

逢

こ

と

く

に

是

を

か

ゝ

く

る

そ

、

其

こ

と

く

治

世

ニ

も

政

道

の

為

善

事

を

言

時

ハ

早

々

か

ゝ

け

あ

く

へ

し

、

主

に

忠

儀

を

思

ふ

に

、

治

乱

の

二

ツ

な

く

、

大

身

・

小

身

・

上

輩

・

下

賎

の

隔

な

き

そ

、

能

々
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可

心

得

、

一

寸

先

を

不

知

の

侈

者

ハ

、

治

国

の

時

は

知

恵

・

分

別

は

、

た
（

唯

ゝ ）

主

・

家

老

大

身

高

位

に

の

ミ

有

て

、

諸

士

・

小

身

・

下

賎
ニ

ハ

無

之

と

覚

也

、

人

は

う

つ

け

、

我

計

智

有

と

覚

ゆ

る

物

そ

、

尤

是

ゟ

後

ハ

合

戦

有

之

間

敷

故

、

上

下

共

に

鑓

に

血

を

付

へ

き

様

な

け

れ

ハ

、

次

第

に

武

道

不

案

内

に

成

へ

き

そ

、

然

時

ハ

鎗

を

つ

き

し

士

ハ

何

事

を

も

い

ひ

た

き

様

に

覚

ゆ

る

物

そ

、

縦

ハ

鈴

木

久

三

郎

な

と

か

事

を

半

分

ゟ

聞

て

ハ

、

武

功

に

ほ

こ

り
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鯉

の

料

理

を

好

ミ

申

様

に

、

武

道

不

案

内

の

物

不

知

者

ハ

己

か

心

に

た

く

ら

へ

思

ふ

物

そ

、

久

三

郎

ハ

忠

信

深

き

故

に

、

身

命

を

的

に

か

け

て

い

ひ

た

る

そ

、

如

此

の

勇

士

ハ

、

治

乱

と

な

く

能

事

を

思

ひ

よ

り

て

ハ

諌

む

る

物

そ

、

然

共

上

よ

り

い

ハ

セ

た

る

時

ハ

い

は

れ

ぬ

物

そ

、

天

下

太

平

と

成

程

か

や

う

の

者

を

賞

翫

し

て

、

無

理

に

お

し

こ

む

事

な

か

れ

、

子

細

ハ

、

生

を

受

し

も

の

誰

か

身

命

を

的

に

懸

ケ

、

悪

口

し
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主

に

に

く

ま

れ

ん

事

を

こ

の

ま

ん

や

、

此

心
（

志

指 ）

を

押

ゆ

る

ハ

家

運

の

末

と

し

れ

、

治

平

の

時

は

上

下

共

に

鎗

を

つ

く

へ

き

や

う

な

し

、

只

主

に

い

さ

め

を

つ

よ

く

言

者

か

勇

士

な

り

、

か

様

の

者

か

乱

世
ニ

は

必

忠

信

有

之
（
て
）

鑓

を

つ

く

も

の

也

、

然

を

主

君

た

る

者

、

我

身

の

あ

し

き

事

ハ

威

勢

に

任

せ

て

忘

れ

、

小

身

成

者

の

男

か

ま

し

き

事

を

い

へ

ハ

、

何

の

功

に

て

口

を

き

く

そ

と

て

お

さ

へ

、

心

掛

能

武

士

を

ハ

お

し

こ

む

る

故

に

、

大

臆

病

の
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け

い

は

く

者

ほ

と

時

に

逢

て

は

び

こ

る

に

ゟ

、

次

第
ニ

武

道

す

た

れ

て

家

亡

ふ

る

物

そ

、

子

細

ハ

、

無

道

に

し

て

柔

弱

成

家

を

は

武

道

の

達

人

其

時

節

を

見

合

、

必

其

家

を

打

取

も

の

そ

、

武

家

ハ

行

住

座

臥

共

ニ

武

道

の

衰

へ

さ

る

か

家

の

繁

昌

そ

、

然

は

汝

等

威

を

振

ひ

、

諸

士

の

頭

を

お

さ

へ

、

諸

人

の

勇

気

な

く

し

な

さ

は

将

軍

の

為

大

敵

そ

又
上
意
に
、
忠
信
ハ
、
大
小
・
上
下
・
近
習
・
外
様
・
古
参
・

一
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新

参

に

よ

ら

さ

る

物

そ

、

只

人

の

心

に

有

そ

、

然

時

は

汝

等

諸

人

に

心

易

あ

て

か

ひ

、

其

心

さ

し

の

う

つ

も

れ

さ

る

様

に

し

て

忠

信

を

つ

く

さ

セ

よ

、

汝

等

、

高

上

に

し

て

諸

人

地

に

ほ

り

入

や

う

に

成

時

は

、

縦

ハ

上

位

ハ

天

に

上

り

下

位

ハ

地

に

入

に

ひ

と

し

、

此

時

主

従

の

間

、

遠

さ

か

り

縁

き

れ

て

、

家

滅

亡

す

る

そ

、

惣

て

主

人

の

家

老

の

前

に

て

ハ

、

無

礼

に

見

ゆ

る

程

成

者

か

多

分

か

げ

ほ

と

上

を

大

事

ニ

思

ふ

物

そ

、
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家

老

出

頭

成

と

て

、

跡

先

の

考

へ

な

し

に

諸

人

に

慮

外

を

す

る

時

は

、

諸

人

非

な

き

主

を

恨

む

る

物

そ

、

此

考

へ

な

く

諸

人

の

は

い

も

う

す

る

を

満

足

し

、

主

を

か

さ

に

着

て

奢

ル

者

ハ

、

う

つ

け

の

頂

上

也

、

若

是

、

邪

を

含

者

あ

ら

ハ

、

彼

弥

四

郎

、

秦

の

趙

高

か

類

也

、

又

人

に

慮

外

を

仕

懸

ら

れ

て

何

と

も

思

ハ

ぬ

者

ハ

、

何

の

役

に

も

立

ぬ

物

そ

、

能

心

得

へ

し

、

そ

も

や

同

し

侍

か

時

の

運

に

よ

り

て

こ

そ

、

主

と

※
は
い
も
う
…
廃
忘
・
敗
亡

①
忘
れ
さ
る
こ
と
。

②
う
ろ
た
え
る
こ
と
。

※
そ
も
や
＝
い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
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成

、

家

老

出

頭

と

成

り

、

諸

士

と

成

に

、

当

分

己
（
お
の
れ
）

時

に

あ

ひ

た

り

と

て

諸

人

に

慮

外

を

し

、

侈

強

者

ハ

う

つ

け

者

成

に

よ

り

、

天

下

の

災

に

成

故

嫌

ふ

也

、

此

故

に

下

野

か

家

頼
（
来
）

に

小

笠

原

監

物

を

松

嶋

へ

流

人

ニ

せ

し

そ

、

監

物

ハ

一

か

と

下

野

か

用

に

も

可

立

者

な

れ

共

、

侈

有

故

、

以

来

旗

本

・

諸

大

名

・

諸

家

中

迄

も

侈

有

者

ハ

如

此

す

る

そ

、

と

近

く

ハ

見

セ

、

遠

く

ハ

聞

セ

、

奢

を

可

断

た

め

如

此

そ

、

秀

吉

も

木

村

常

陸

を

早

く

成

敗

し
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給

ハ

ヽ

、

秀

次

の

悪

も

是

程

に

て

ハ

有

間

敷

そ

、

惣

し

て

万

事

を

こ

ま

か

に

き

い

て

心

底

に

納

、

能

々

吟

味

し

て

其

成

敗

を

な

す

へ

し

、

物

毎

短

才

に

す

る

事

な

か

れ

、

天

下

国

々

嶋

々

ま

て

か

ね

て

能

聞

て

其

善

悪

を

正

す

へ

し

、

兼

々

い

ひ

聞

す

る

こ

と

く

、

跡

先

の

考

へ

な

く

奢

強

者

あ

ら

ハ

、

是

を

取

ひ

し

く

へ

し

、

是

天

下

を

治

る

第

一

の

法

也

又

上

意

に

、

酒

井

備

後

か

知

行

所

に

備

後

一
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と

言

百

姓

有

、

備

後

か

家

来

の

者

、

彼

百

姓

に

名

を

か

へ

よ

と

い

へ

共

、

此

百

姓

名

を

不

替

、

備

後

知

行

所

へ

行

し

時

、

彼

百

姓

を

呼

出

し

、

名

を

か

へ

よ

と

い

ひ

け

れ

ハ

、

此

百

姓

申

様

ハ

、

迷

惑

成

儀

を

被

仰

候

、

私

ハ

人

に

勝

レ

御

年

貢

一

番

に

上

納

仕

り

、

其

上

御

公

役

も

能

仕

候

に

、

左

様
ニ

可

被

仰

付

事

に

て

無

之

候

、

其

上

私

ハ

此

在

所

に

て

代

々

備

後

に

て

御

座

候

間

、

替

事

不

罷

成

候

、

只

殿

様

の

御

名

御

替

被

成

候

様

ニ

と

申

け

れ

ハ

、

酒

井
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備

後

言 （

ハ
曰

ハ

く
ク

ハ

ハ ）

、

年

貢

を

能

納

公

役

を

よ

く

勤

候

へ

ハ

一

段

之

事

也

、

己

ハ

此

所

の

備

後

也

、

其

分

に

て

い
（
居
）

候

へ

と

言

ひ

し

と

や

、

と

て

御

笑

被

成

候

惣

し

而

備

後

と

言

者

ハ

、

生

付

お

ん

く

わ

成

者

也

、

智

恵

も

有

慈

悲

深

き

者

也

、

見

よ

彼

か

子

孫

繁

昌

す

へ

き

そ

、

惣

し

て

無

智

恵
（
マ
マ
）

成

者

ハ

何

の

益

も

な

き

事

に

諸

人

を

つ

か

ら

か

し

、

用

に

立

事

を

取

失

ふ

物

そ

、

さ

れ

ハ

わ

る

利

口

の

者

の

な

す

事

ハ

一

手

か

ハ

る

物

也

、

彼

※
お
ん
く
わ
成
者

お
ん
か
（
温
和
・
穏
和
）

＝
の
ん
び
り
し
て
い
る
さ
ま
。

※
つ
か
ら
か
し
（
疲
ら
か
し
）
＝
疲
れ
さ
せ

る
。
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弥

四

郎

め

己

か

知

行

の

物

成

を

己

か

預

り

の

百

姓

共

に

借

シ

利

米

を

取

、

己

ハ

予

か

預

ケ

置

米

を

つ

か

い

し

と

也

、

是

偏
（
ひ
と
え
）

に

武

士

の

道

を

不

知

也

、

尤

予

か

物

を

盗

た

る

に

て

ハ

な

け

れ

共

如

此

事

ハ

町

人

の

わ

さ

な

る

に

よ

り

、

武

士

ニ

ハ

大

キ

成

疵

也

、

又

本

多

作

左

衛

門

奉

行

た

り

し

時

、

三

州

坂

崎

の

百

姓

、

非

公

事

を

い

ふ

て

負
（
そ
む
き
）

た

り

し

か

、

作

左

衛

門

依

怙

成

と

方

々

に

て

い

ひ

廻

り

候

て

、

落

書

落

し

文

な

と
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し

け

れ

ハ

、

作

左

衛

門

是

を

聞

付

、

二

度

僉

議

し

て

、

此

百

姓

を

切

た

り

、

其

後

又

酒

井

雅

楽

、

如

此

の

公

事

さ

ハ

く

時

、

右

坂

崎

の

百

姓

の

こ

と

く

悪

口

し

け

れ

ハ

、

雅

楽

、

是

を

聞

て

其

後

地

下

人

を

呼

、

其

段

々

を

い

ひ

聞

か

セ

、

其

分

に

て

差

免

す

、

両

人

の

道

理

を

聞

に

、

作

左

衛

門

申

分

ハ

、

上

を

お

か

す

者

を

其

分

に

て

置

候

へ

ハ

し

ま

り

な

し

と

い

ふ

、

雅

楽

申

分

ハ

、

如

此

成

者

を

切

候

へ

ハ

、

重

て

奉

行

に

侈

出

来
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候

と

い

へ

り

、

尚

書

に

徳

惟
レ

善
ス

レ

政
ヲ

政
ハ

在
レ

養
レ

民
ヲ

と

い

ふ

、

我

此

金

言

を

不

断

不
レ

忘

、

百

姓

の

諸

役

の

事

能

々

吟

味

し

、

金

銀

米

銭

ハ

年

貢

よ

り

外

、

何
ニ

て

も

不
レ

取

、

此

事

損

得

ハ

、

佐

渡
ニ

能

々

習

て

是

を

能

セ

よ

、

無
（

む

智
ち

な

成
る

も

者
の

）

ハ

国

郡

を

取

て

も

其

役

を

不

知

、

さ

れ

ハ

智

な

き

者

の

批

判

ハ

お

か

し

き

事

有

、

泉

州

境
（
堺
ヵ
）

の

町

人

ひ

は

ん

仕

け

る

ハ

、

小

西

摂

州

・

肥

後

三

十

万

石

取

ら

れ

候

へ

共

、

い

ま

た

銀

子

一

貫

目

も

※
尚
書
…
「
書
経
」
の
別
名

按
ス
ル
ニ

書
経
ニ

善
ヨ
ク
ス

レ

政

マ
ツ
リ
コ
ト
ヲ

政
コ
ト
ハ
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溜

り

不

申

と

の

さ

た

也

、

長

崎

の

た

う

あ

ん

ハ

知

行

ハ

取

不

申

候

へ

共

、

銀

子

十

万

貫

目

余

持

申

と
（
も
）

の

な

れ

ハ

、

武

士

ほ

と

何

の

益

も

な

き

も

の

ハ

な

き

と

言

た

り

し

と

、

茶

や

の

四

郎

か

物

語

セ

し

と

て

御

笑

被

成

、

町

人

ハ

此

心

に

て

金

銀

を

貯

へ

、

遊

山

法

外

の

事

の

ミ

好

む

ゆ

へ

、

恥

を

も

不

知

、

義

理

な

く

、

他

人

の

迷

惑

を

も

不

考

、

己

か

楽

ミ

計

心

懸

ぬ

る

故

如

此

そ

、

国

郡

の

主

も

愚

か

成

者

ハ

、

国

郡

ハ

定

り

て
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我

物

と

の

ミ

心

得

、

領

分

の

民

を

苦

し

め

私

欲

ふ

か

く

し

て

己

か

身

計

楽

し

ミ

ぬ

る

故

、

国

郡

を

亡

し

家

を

失

ふ

そ

、

身

さ

へ

我

物

な

ら

ぬ

に

、

ま

し

て

国

郡

を

我

物

と

思

ふ

へ

き

道

な

し

、

然

共

善

政

を

行

へ

は

い

つ

迄

も

我

物

そ

、

我

物

な

ら

ハ

猶

も

民

に

仁

愛

を

行

ふ

へ

し

、

爰

の

心

得

大

事

な

り

、

国

を

亡

す

と

て

国

郡

村

里

の

形

ハ

少

も

亡

ふ

へ

き

様

な

し

、

其

処

々

の

万

人
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を

い

た

め

、

苦

し

め

、

民

の

心

を

失

ふ

を

国

を

亡

す

と

言

そ

、

此

国

を

亡

す

大

将

あ

ら

は

、

改

め

て

其

器

量

に

当

ル

士

に

国

郡

を

与

ゆ

る

か

天

下

の

主

の

役

也

、

是

に

依

怙

有

て

、

我

か

気

に

応

し

た

る

者

に

ハ

無

道

の

者

に

も

国

郡

を

あ

た

へ

、

国

民

を

苦

し

め

ぬ

る

は

天

下

の

主

の

愚

か

に

て

、

天

道

是

を

糺

し

給

ひ

、

忽

国

家

を

失

ふ

そ

、

他

の

非

を

改

ん

よ

り

ハ

、

[

手

前

の

非

を

深

く

改

よ

、

若

]
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手

前

の

思

案

少

も

相

違

す

る

時

ハ

、

家

人

の

内

忠

信

深

く

し

て

我

も

ろ

共

と

思

ふ

者

程

、

却

て

上

向

キ

ハ

家

の

為

を

思

ハ

さ

る

や

う

に

見

ゆ

る

物

そ

、

我

弥

四

郎

を

愛

セ

し

時

、

予

か

家

を

諸

共

と

思

入

、

予

に

命

を

は

め

置

し

忠

信

共

如

此

あ

り

た

る

そ

、

心

手

前

の

か

ね

を

能

定

よ

又

上

意

に

、

武

道

不

案

内

の

者

ハ

、

諸

侍

の

嗜

と

奢

と

を

取

違

ゆ

る

物

そ

、

嗜

と

言

は

近

藤

な

と

か

こ

と

く

に

不

似

合

事

迄

仕

、

朝

一
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夕

の

い

と

な

ミ

か

す

か

に

、

身

の

苦

し

ミ

大

方

な

ら

す

し

て

身

代

よ

り

過

分

に

人

馬

を

持

、

尤

武

具

馬

具

き

ら

ひ

や

か

に

仕

、

常

に

家

職

を

不

忘

、

是

非

を

能

糺

し

、

誰

か

前

ニ

て

も

利

ハ

理

、

非

ハ

非

と

い

ふ

者

也

、

是

を

奢

と

い

ふ

ハ

無

案

内

也

、

是

を

士

の

本

意

た

し

な

ミ

と

言

そ

、

奢

と

言

ハ

、

家

職

を

失

ひ

、

武

家

ハ

公

家

を

学

ひ

、

出

家

・

百

姓

・

町

人

か

武

家

を

学

ひ

、

我

か

家

職

を

非

に

見

る

も

の

を

奢

者

と

言

そ

、
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天

子

の

御

勤

に

ハ

、

正

月

朔

日

の

朝

拝

よ

り

月

並

の

御

ま

つ

り

こ

と

有

、

是

天

子

の

御

家

職

也

、

関

白

ハ

天

下

を

預

り

、

政

道

正

敷

、

人

民

う

れ

へ

な

く

治

る

を

職

と

す

、

是

文

道

也

、

将

軍

ハ

天

下

の

悪

逆

を

討

て

道

有

を

助

る

を

職

と

す

、

是

武

道

也

、

是

上

代

の

法

そ

、

然

に

中

頃

よ

り

君

臣

侈

強

く

し

て

政

道

を

取

失

ひ

人

民

安

か

ら

す

、

然

処

に

頼

朝

、

平

家

を

討

、

木

曽

を

亡

し

、

諸

国

の

総

追

補

使

を

給

て

、

天

下

大

平
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と

成

、

鎌

倉

九

代

の

後

、

天

下

乱

ル

、

此

時

尊

氏

、

武

勇

に

て

天

下

過

半

治

ル

、

義

満

の

代

に

到

り

て

天

下

一

統

に

太

平

也

、

武

威

を

倭
（
和
）

漢

に

顕

ハ

し

其

身

の

位

、

奨

学

淳

和

両

院

別

当

源

氏

長

者

、

征

夷

大

将

軍

、

大

政

大

臣

、

従

一

位

准

三

宮

公

方

義

満

贈

法

皇

と

号

ス

、

大

明

成

祖

皇

帝

の

祭

文

に

恭

献

王

と

謚

（
お
く
り
な
）

す

、

さ

れ

ハ

義

満

ハ

お

う

お

や

の

譲

り

を

受

て

、

是

を

空

し

く

セ

す

天

下

を

治

平

し

、

異

朝

迄

如

此

成

を

若
（
も
し
）

奢

と
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言

者

あ

ら

ハ

、

是

武

道

不

案

内

の

沙

汰

也

、

子

細

ハ

、

位

と

禄

と

つ

り

合

た

る

物

そ

、

王

と

言

ハ

天

下

を

治

る

人

を

言

、

然

時

ハ

天

下

を

治

る

か

ら

高

位

に

あ

か

る

ハ

定

り

た

る

事

也

、

然

る

に

尊

氏

第

八

代

足

利

義

政

大

将

軍

と

号

し

な

か

ら

天

下

の

乱

を

治

る

事

を

は

ゆ

め

〳
〵

心

に

か

け

す

、

只

茶

の

湯

計

ニ

心

を

用

ひ

、

東

山

に

引

込

て

東

山

殿

と

よ

ハ

れ

た

る

不

覚

悟

人

を

侈

な

き

人

と

言

ハ

、

大

な

る

ひ

か

事

也

、

此

義

政

を

侈

者

う

つ

け

者

と

言

、

子

細

ハ

、

我

役

ハ
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不

勤

し

て

茶

の

湯

計

に

心

を

入

、

先

祖

の

功

を

空

し

く

す

る

ハ

大

き

成

侈

、

破

家

者

な

り

、

我

わ

ざ

な

ら

ぬ

事

を

す （好

く く）

者

ハ

、

た

と

へ

ハ

松

ハ

常

盤

の

色

あ

れ

共

花

な

き

ゆ

へ

、

景

な

し

と

て

藤

を

松

に

は

わ

セ

、

松

に

も

あ

る

藤

の

森

な

と

言

て

是

を

翫

（
も
て
あ
そ
）

ひ

、

後

に

ハ

藤

か

成

長

し

て

松

を

巻

か

ら

し

、

藤

も

と

も

に

枯

ぬ

る

こ

と

く

に

、

義

政

な
（

等

と ）

か

武

道

の

松

に

茶

の

湯

の

藤

を

は

わ

セ

、

松

藤

共

ニ

枯

ぬ

る

そ

、

能

々

心

得

の

可

有

処

也
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又

上

意

に

、

武

家

ハ

武

道

を

不

忘

か

能

そ

、

子

細

ハ

、

太

平

成

と

て

武

家

か

公

家

の

こ

と

く

に

成

て

、

柔

弱

非

礼

を

好

む

ハ

、

縦

ハ

真

剱

ハ

用

な

し

と

て

木

刀

を

さ

す

に

似

た

り

、

又

将

軍

を

始

め

国

主

郡

主

小

勇

を

好

て

軍

法

を

不

用

ハ

、

木

刀

に

鉄

小

刀

を

さ

す

に

同

し

、

武

道

を

不

好

し

て

柔

弱

を

事

と

す

る

ハ

、

木

刀

に

木

小

刀

を

さ

す

に

同

し

如

此

の

武

士

ハ

大

身

程

味

方

に

し

て

必

災

と

成

、

敵

に

し

て

ハ

味

方

に

大

利

有

り

、

又

小

身

一



東照宮御遺訓 211

た

り

共

武

道

の

達

人

ハ

敵

に

し

て

あ

な

と

ら

れ

す

、

味

方

に

し

て

頼

有

、

小

人

数

に

て

大

事

の

先

手

に

用

ひ

て

も

疑

ハ

し

か

ら

す

、

大

勢

成

と

て

、

武

道

無

案

内

の

大

将

を

先

手

に

用

る

事

な

か

れ

、

先

手

の

大

軍

の

く

つ

れ

か

ゝ

り

た

る

ハ

味

方

の

災

ひ

と

成

そ

、

自

然

の

事

有

之

時

ハ

先

手

を

能

々

僉

議

セ

よ

、

む

か

し

異

国

ゟ

日

本

を

セ

め

ん

と

す

る

時

ハ

、

武

内

大

臣

、

九

州

に

有

り

て

異

国

を

押

ら

れ

た

る

そ

、

是

則

剱

の

利

を

※
自
然
の
事
＝
万
が
一
の
事
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か

た

と

り

て

の

事

也

、

剱

ハ

切

先

の

か

ね

を

第

一
ニ

吟

味

す

る

そ

、

子

細

ハ

、

切

先

ま

つ

敵

に

は

や

く

逢

て

切

、

或

ハ

突

、

肝

要

の

処

也

、

此

故

に

日

本

の

大

先

手

に

、

神

代

に

ハ

住

吉

大

明

神

、

人

代

に

は

武

内

大

臣

を

置

れ

た

る

そ

、

今

以

て

此

心

を

失

ふ

へ

か

ら

す

、

右

に

言

聞

す

る

こ

と

く

異

国

乱

る

と

聞

ハ

、

九

州

に

能

武

将

を

選

ひ

、

異

国

を

押

へ

さ

セ

よ

、

日

本

の

中

の

軍

ハ

勝

負

共

に

其

一

家

計

の

盛

衰

そ

、

倭
（
和
）

漢

の

あ

ら

そ

ひ

ハ

負
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た

る

時

ハ

日

本

の

ち

じ

よ

く

、

勝

て

ハ

日

本

国

の

誉

そ

、

其

国

の

取

合

ほ

と

大

事

成

事

な

し

、

若

異

国

乱

れ

ハ

、

此

心

得

ニ

而

押

へ

を

撰

ひ

給

へ

と

言

事

そ

、

文

永

・

弘

安

に

異

国

人

渡

り

た

り

し

も

、

日

本

数

代

治

平

の

事

を

大

元

の

世

祖

皇

帝

、

能

々

聞

又

蒙

古

武

勇

に

ほ

こ

り

て

の

事

そ

、

文

禄

の

朝

鮮

征

伐

の

事

、

朝

鮮

数

代

治

平

也

し

故

、

柔

弱

に

し

て

武

道

の

事

を

忘

れ

し

と

、

秀

吉

武

勇

に

ほ

こ

ら

れ

て
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と

の

二

ツ

そ

、

然

に

武

道

無

案

内

の

者

ハ

太

平
ニ

は

武

道

を

取

失

ひ

、

彼

木

刀

を

用

る

に

似

た

り

、

木

刀

も

形

ハ

刀

に

似

た

れ

共

真

の

用

ニ

は

不

立

、

武

道

無

案

内

の

武

士

も

か

た

ち

ハ

武

士

に

し

て

用

ハ

百

姓

・

町

人

に

お

と

れ

り

、

此

故

に

武

道

に

達

す

る

を

家

職

を

知

と

言

、

天

下

の

大

宝

也

、

然

共

無

案

内

成

者

ハ

武

道

と

血

気

と

を

取

違

ふ

る

そ

、

無

道

を

う

ち

て

人

民

を

安

堵

さ

す

る

を

武

道

と

い

ふ

そ

、

是

則

、

天

下

の

主

の
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儀

也

偽

か

さ

り

人

を

た

ふ

ら

か

す

事

な

か

れ

、

か

く

す

事

ハ

結

句

人

能

知

る

物

そ

、

何

程

手

前

に

能

事

と

思

ひ

て

も

人

民

疎

む

ハ

悪

事

そ

、

我

何

程

奢

な

き

と

思

ひ

て

も

、

諸

人

奢

者

と

言

か

則

侈

そ

、

た

ゞ

外

人

の

さ

た

を

能

き

け

、

尤

旗

本

、

天

下

諸

大

名

家

々

の

家

老

出

頭

の

者

の

善

悪

、

扨

ハ

異

国

の

事

迄

心

の

及

程

聞

届

其

政

道

を

成

へ

し

、

治

国

成

と

て

猥

に

一
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遊

山

宴

閑 楽

を

好

ミ

、

武

道

を

取

失

ふ

家

ハ

必

欲

深

き

物

そ

、

是

其

国

の

乱

と

成

本

そ

、

治

世

ニ

武

道

に

達

す

る

を

真

の

武

士

と

言

そ

、

乱

世

ニ

武

道

を

な

け

く

ハ

、

冬

ハ

寒

を

ふ

セ

き

、

夏

ハ

風

を

求

る

に

同

し

、

然

共

武

道

無

案

内

の

者

ハ

咎

な

き

他

国

を

討

取

、

み

た

り

に

戦

を

な

す

事

を

も

武

道

と

言

と

覚

へ

た

り

、

是

武

道

に

無

用

事

そ

、

尤

邪

悪

を

討

て

道

有

人

を

そ

た

つ

る

を

武

道

と

言

そ

、

扨

又

太

田

事

ハ
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己

か

身

の

分

限

を

知

り

て

仕

る

事

也

、

然

共

か

れ

か

言

に

あ

ら

す

、

い

は

セ

給

ふ

将

軍

の

心

底

、

誠

に

目

出

度

事

千

秋

万

歳

と

思

ひ

安
（

安

堵
堵

之

不
れ

に

過
過

ぎ

之
ず

）

、

太

田

か

所
（
し
よ

為
い

）

ハ

慮

外
ニ

て

ハ

無

之

そ

、

忠

信

也

、

子

細

ハ

、

知

行

功

に

あ

た

ら

す

、

過 （過

不 ぎた

及 るは

有 及ば

之 ず之

時 有る

ハ
時
ハ
）

諸

奉

公

人

誠

を

失

ひ

、

身

の

程

を

不 （能

知 く知

能 らざ

者
る
者
）

ハ

埋

れ

け

い

は

く

者

か

は

ひ

こ

る

者

そ

、

武

士

は

身

の

程

を

能

知

事

第

一

也

、

諸

人

身

の

程

を

知

時

ハ

政

道

不

乱

し

て

家

の

長

久

そ

、

彼
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太

田

ニ

は

知

行

二

千

石

給

り

候

て

可

然

と

申

へ

し

、

若

夫
（
そ
れ
）

に

て

も

異

議

を

申

事

あ

ら

ハ

又

重

而

被

申

越

へ

し

、

と

可

申

と

の

上

意

に

て

主

計

頭

に

御

腰

物

其

外

色

々

拝

領

被

仰

付

、

様

々

御

懇

の

上

意

に

て

、

返

す

〳
〵

も

万

事

を

深

く

慎

奉

公

セ

よ

、

無

道

の

行

ひ

し

て

、

将

軍

の

目

か

ね

を

違

ゆ

る

な

、

諸

人

に

慮

外

す

る

事

な

か

れ

、

尤

毛

頭

も

侈

ル

へ

か

ら

す

、

天

下

国

家

の
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守

護

奉

行

人

ハ

姓

ニ

も

氏

ニ

も

よ

ら

さ

る

そ

、

常

の

心

入

大

事

也

、

或

歌

に

、

人

多

し

人

の

中

に

も

人

そ

な

き

人

と

な

れ

人

人

と

な

セ

人

、

諸

人

ハ

名 （銘

々 々）

の

家

職

を

ふ

か

く

心

か

け

て

人

と

成

へ

し

、

家

職

を

能

勤

る

者

を

取

立

、

人

と

成

し

給

へ

と

申

へ

し

、

返

す

〳
〵

も

天

下

国

家

の

主

ハ

善

政

か

肝

要

そ

、

善

政

の

元

ハ

慈

悲

そ

、

慈

悲

を

万

の

根

元

と

し

て

侈

を

断

、

天

下

を

治

平

し

給

へ

と

申

へ

し

、

又

汝

等

か

忠

儀

ハ

、

正

直
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慈

悲

を

好

ミ

、

賞

罰

に

私

な

き

や

う

に

心

を

尽

し

、

天

下

の

諸

士

将

軍

の

徳

儀

に

な

つ

く

や

う
ニ

す

る

か

忠

節

成

そ

、

感
（
咸
）

陽

宮

ハ

か

ん

や

う

き

う

か

亡

し

、

平

家

ハ

平

家

か

亡

し

、

鎌

倉

ハ

鎌

倉

か

亡

し

、

家

ハ

家

か

亡

す

そ

、

返

す

〳
〵

も

善

政

か

天

下

国

家

の

要

と

し

れ

、

と

の

上

意

に

て

御

暇

被

下

け

れ

ハ

、

主

計

頭

御

念

頃

身
ニ

余

り

涙

に

む

せ

ひ

、

御

前

を

罷

立

江

戸

へ

下

り

権

現

様

上

意

の

趣

を

言

上

仕

候

へ

ハ
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将

軍

様

上

意

に

、

扨

々

駿

河

様

御

苦

労

不

浅

御

事

哉
（
か
な
）

、

被

仰

下

条

々

誠
ニ

御

こ （

つ 骨

す 膸

い ）

に

入

難

有

御

事

と

て

、

御

涙

を

被

催

、

主

計

頭

御

前
ニ

居

候

内

ニ

御

折

紙

を

御

認

さ

セ

被

成

、

太

田

被

召

出

、

知

行

二

千

石

被

下

け

れ

ハ

、

太

田

な

ミ

た

を

流

し

、

御

折

紙

を

い

た

ゝ

き

、

御

前

を

退

出

セ

し

時

、

相

国

様

上

意

に

、

小

松

の

大

臣

の

詞

に

国

ニ

は

良

臣

の

う
（
失
）

す

る

事

を

愁

へ

家

に

ハ

謀

の

た

ゆ

る

を

か

な

し

む

と

言

ハ

誠

な

り

、

汝

か

※
こ
つ
ず
い
に
入
＝
深
く
心
底
に
し
み
こ
む
。
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一

言

ニ

寄

て

孝

行

に

も

と

つ

き

天

下

を

納

む

る

道

を

聞

た

り

、

と

被

仰

御

悦

甚

し

、

主

計

頭

に

左

文

字

の

御

刀

を

下

さ

れ

け

る

此

書

は

慶

長

の

末

の

こ

ろ

家

康

公

駿

府

被

成

御

座

時

書

記

候

通

井

上

主

計

頭

正

就

を

数

日

駿

府

ニ

被

遊

御

留

置

、
天

下

の

御

政

道

御

教

訓

被

仰

含

之

、

則

江

戸

へ

罷

帰
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秀

忠

公

へ

言

上

仕

る

、
其

以

後

永

井

信

濃

守

尚

政

へ

ひ

そ

か

に

正

就

物

語

の

処

、

尚

政

書

留

之

、

代

々

其

家

に

伝

之

者

也
天

保

九

年

戊

戌

弥

生

下

旬

橋

源

重

則

写

之


